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地区学会長 猪 熊 壽
（帯広畜産大学）

【座 長】

第１日 ９月９日（木）

第１会場

演題番号

１～３ 田島 誉士（北大）

４～７ 秦 賢司（NOSAI日高）

８～１１ 高橋 俊彦（釧路地区 NOSAI）

１２～１３ 畳 伸吾（道南 NOSAI）

１４～１６ 永野 昌志（北大）

１７～２０ 鈴木 貴博（北海道 NOSAI）

２１～２５ 石井三都夫（帯畜大）

第２会場

演題番号

２６～３０ 仙名 和浩（道総研畜試）

３１～３４ 小原 潤子（道総研畜試）

３５～３８ 山岸麻衣子（宗谷家保）

３９～４０ 澤邉 順子（日高家保）

４１～４４ 宮越 大輔（日高軽種馬農協）

４５～４７ 田上 正明（社台コーポレーション）

４８～５０ 佐藤 伸介（NOSAI日高）

第２日 ９月１０日（金）

第１会場

７０～７２ 安藤 貴朗（酪農大）

７３～７７ 福永 成己（NOSAIいぶり）

７８～８１ 一条 満（檜山家保）

８２～８３ 高橋 弘康（上川家保）

８４～８６ 鈴木 一由（酪農大）

第２会場

５１～５２ 敷地 光盛（日高軽種馬農協）

５３～５５ 古林与志安（帯畜大）

５６～５９ 木田 克弥（帯畜大）

６０～６４ 松井 義貴（道総研根釧農試）

６５～６９ 更科 進也（道南 NOSAI）

会場 花びしホテル

（３８７） ４１
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〔審査員〕

猪 熊 壽（帯広畜産大学）

稲 葉 睦（北海道大学）

田 口 清（酪農学園大学）

三 木 渉（北海道 NOSAI）

樋 口 徹（NOSAI日高）

草 刈 直 仁（道総研畜産試験場）

大 庭 千 早（網走家畜保健衛生所）

４２ （３８８）
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産－１
BLV が検出された T細胞由来子牛型白血病の１症例
○廣野耕祐１） 志賀深幸１） 和田好洋２） 山本泰弘２） 藤本彩子２）

１）NOSAIオホーツク遠軽 ２）網走家保

【はじめに】牛白血病は白血病ウイルス（以下 BLV）による地方病型とそれ以外の散発型に分類され、散発型はさらに

子牛型、胸腺型、および皮膚型に分類されるものの、いずれも発生原因は不明である、今回、ホルスタイン子牛の子牛型

白血病を疑う症例にて、リンパ肉腫より BLV遺伝子が検出されたのでこれを報告する。

【材料および方法】８１日齢のホルスタイン雌子牛（未除角、加温殺菌されたミルクを哺乳）。下顎の腫脹を稟告に往診依

頼があった。活力、食欲ともに良好であったが、全身の体表リンパ節の腫大と、いびき様の呼吸困難を呈する。血液検査

後、牛白血病と診断し、家畜保健衛生所にて病勢鑑定検査を実施した。

【検査結果】血液検査では白血球１０万５３８０／�（分画：大型異型細胞１００％）、Ht値３０％、血清蛋白６．２�／�、およびチミ
ジンキナーゼ活性値は２７．０U／�であった。血清学的検査（間接赤血球凝集反応）において BLV抗体は３万２７６０倍（この

母牛は５１２倍）を示した。剖検所見では胸腺および、全身リンパ節におけるリンパ肉腫を認めた。また PCR法により各

リンパ肉腫（胸腺、浅頸リンパ節、縦隔リンパ節、腸間膜リンパ節）において BLV遺伝子を検出。免疫染色ではリンパ

肉腫は CD３細胞陽性の T細胞由来の腫瘍であることがわかった。

【考察】今回の症例では、母牛の BLV抗体が陽性であり、子宮内・産道感染による垂直感染の可能性が高い。本症例に

おいては著しく高い抗体価を示したため BLVの濃厚感染が疑われた。しかし、BLVによる牛白血病は B細胞由来の肉腫

形成とされているのに対し、本症例では T細胞由来の腫瘍であったため、BLVによるものではなく、原発性の子牛型白

血病による異型リンパ細胞に感染したウイルスが、各リンパ肉腫へ感染した可能性が考えられた。しかし、BLVによる

リンパ肉腫が B細胞で特異的に発現するメカニズムはよく分かっておらず、本症例では著しく高い抗体価からウイルス

の増殖性も疑われる。また、BLVによる牛白血病は潜伏期間には１～８年要するとされるが、子牛における未熟な細胞

性免疫によりその発症が早まる可能性も考えられた。よって本症例における BLVの関与は否定できなく、ウイルス量の

定量などさらなる解析が必要であると考えられた。

産－２
難治性胎盤停滞でみられたホルスタイン種乳牛の成牛型牛白血病の１症例
○竹内俊彦１） 吉本 薫１） 駒形 真２） 福中守人３） 古林与志安２） 松本高太郎１） 猪熊 壽１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）帯畜大基礎獣医 ３）十勝 NOSAI

【はじめに】成牛型牛白血病は牛白血病ウイルス（BLV）感染によりリンパ系細胞が腫瘍化する病態である。典型的に

は体表リンパ節腫大および末梢血リンパ球数増多がみられるが、病態の進行状態と腫瘍細胞浸潤組織により様々な症状を

示す。今回分娩後に胎盤停滞を発症し、長期にわたり治療するも改善せず、その後の検査により成牛型牛白血病と診断さ

れた症例について報告する。

【症例】症例は５歳５ヶ月齢のホルスタイン種雌牛で、分娩２日後に発熱を稟告に受診した。初診時 T：４０．２℃、HR：

９０回／分で、食欲不振、第一胃運動減退および胎盤停滞がみられた。翌日以降悪露の排出が続き、さらにケトーシス症状

がみられた。第２０病日でも子宮は腫大しており、腐敗した胎盤の排出がみられ、その後予後不良とされ帯広畜産大学に搬

入された。搬入時、硬結感を有した子宮が触知され、膣内に悪露貯留がみられた。主要な体表リンパ節の腫大は認められ

なかったが、左右肩甲骨後縁部に腫瘤（左：５×２×０．５� 右：７×５×２�）が触知され、FNA検査により異型リン

パ球が認められた。血液検査では重度の貧血、リンパ球数増多および異型リンパ球が認められた。追加検査として牛白血

病発症マーカーであるチミジンキナーゼ活性を測定したところ３９．０U／�（基準値＜５．４U／�）であった。またゲル内沈
降反応による BLV抗体は陰性であったが、リアルタイム PCRにより BLV感染が確認された。

【病理学的検査所見】病理解剖では上記腫瘤の他、内腸骨下リンパ節、腎門リンパ節など多くの腹腔内リンパ節が腫大し

ていた。第三胃－第四胃間には３０×２５×４０�大の乳白色腫瘤がみられた。子宮は硬結間を有し、左子宮角は高度に膨隆し、
乳白色充実性腫瘤が粘膜下にみられた。左子宮角内腔には黄白色凝固物を混じる膿汁が充満していた。これら腫瘤および

腫大リンパ節ではリンパ球様異型細胞の増殖がみられ、B細胞マーカー（BLA‐３６）陽性より成牛型牛白血病と診断され

た。

【考察】本症例は主要な体表リンパ節の腫大がみられず、分娩後の胎盤停滞およびケトーシス症状が強く初期に牛白血病

を疑うのは困難であったと考えられる。子宮への腫瘍細胞浸潤が子宮運動性低下を招き、胎盤停滞が長期化したと考えら

れる。難治性胎盤停滞の場合には牛白血病も考慮して身体検査や血液検査などを行う必要があると考えられた。

（３８９） ４３

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－３
大規模乳用牛群における牛白血病ウイルスに対する伝播防止コントロール
○安富一郎１） 今内 覚２）

１）ゆうべつ牛群管理サービス ２）北大獣医感染

【はじめに】国内における牛白血病ウイルス（以下 BLV）の発生は増加の一途を辿っている。本感染症は臨床症状を示

す割合が非常に低いながらも、日常の飼養管理ならびに牛への医療行為によって伝播することが知られており、発生農場

の清浄化は困難なことが多い。今回２つの大規模フリーストール農場において実施中の対策を紹介し、BLV清浄化対策

を再考する。

【材料および方法】事例１：成牛規模が約３００頭の乳用牛群で、育成牛は１１カ月令前後まで本農場内で飼育された後預託

農場に移動して繁殖に供され、その後妊娠牛として農場に戻る。２００８年８月に診療にて BLV感染牛が見つかり、９月に

成牛全て（２７４頭）に対し PCR法による BLV感染検査を実施した。対策として BLV感染牛の隔離、初乳ならびに全乳

に対する低温殺菌処理、搾乳順序の徹底、育成牛の預託先への入牧前ならびに分娩２カ月前（乾乳時）の BLV検査を実

施した。事例２：つなぎ牛舎（成牛規模約５５頭）から２０１０年３月に約３００頭規模のフリーストール牛舎に移行する計画が

あった。２００９年１２月から家畜市場を介して初妊牛が購入され、２０１０年５月までに１５１頭を導入した。導入牛に対し農場到

着時に採血を行い、BLV感染検査を実施した。

【成績および考察】事例１では感染発覚後の成牛に対する全頭検査にて３０頭の感染牛が見つかった（陽性率１０．９％）。育

成牛でも１５頭の感染牛が見つかり、そのうち１１頭の母牛が感染牛であったことから、初乳や全乳による哺乳が BLV伝播

のリスクであったと考えられた。また２００８年８月以降乾乳時の監視により１０頭の陽転牛が見つかったが、その陽転率は

２．８％と非常に低く、搾乳牛群に行っている感染牛の隔離と搾乳順序を最後にすることが伝播防止に有効であったと示唆

された。また事例２では既存牛全てが陰性であったのに対し、導入牛から１０頭の感染牛が見つかり（陽性率６．６％）、導入

牛が BLV伝播の原因となる危険性を示していた。

産－４
酪農場で出生した子牛の下痢症の発生状況に関する調査
○佐藤綾乃
NOSAIオホーツク小清水

【はじめに】オホーツク地方の一診療所区域内での診療地域における酪農場での子牛の下痢症の発生状況を明らかにする

ことを目的として、下痢の発生率、発症日齢、病原体の検出状況について調査し、更に発生要因の比較検討を行った。

【材料および方法】調査期間を２００７年４月１日から２００９年３月３１日とし、調査対象を調査期間中に酪農場で出生した子牛

（胎児死を除く）とした。品種を乳用種、F１（ET含）と２種類に分類した。病原体の検出方法は、Cryptosporidium par-

vum（以下クリプト）は簡易抗原検査キット（Bio K１５５、Bio X）、Rotavirus（以下ロタ）は簡易抗原検査キット（ディッ

プスティック、栄研）、Eimeria spp.（以下コクシ）はショ糖浮遊法によるオーシスト検出により行った。

【結果】下痢症の発症日齢を生後９０日間まで調べた結果、生後３０日間に約８５％が集中していたため、個体の観察期間を生

後３０日間と決めた。調査期間中に下痢症と診断されたのは８４５頭であり発生率を牛年法で表記した結果、地域全体での発

生率は３４．２頭／万牛日であり、乳用種に比べ F１（ET含）は約２倍の発生率であった。病原体の検出結果ではクリプト

とロタは出生後に集中しているのに対し、コクシは生後３０日前後から散発的に発生が認められた。またクリプトとロタの

検出結果内訳は、１３２検体中クリプト単独感染３７％、ロタ単独感染１９％、両者の混合感染２４％、未検出２０％であり、この

４群間で死廃リスク、品種、診療回数に差は認められなかった。また、発生要因を２群に分類し比較した結果、給与ミル

クにおいて、代用乳給与に比べ全乳給与の発生率比３．８５（９０％信頼区間３．３５－４．４３）と、飼養形態、飼養場所、地域別に

比べ最も大きかった。

【考察】乳用種に比べ F１（ET含）での発生率が高く、管理が難しいことが示唆された。今回の調査ではクリプトとロ

タの混合感染により重篤化するような情報は得られなかった。子牛の下痢症は日和見感染症であり、初乳給与が最大の予

防策であるとされている。しかし近年初乳給与だけでは下痢症の発生が防げないことが明らかとなっており、更に環境面

においても消毒には限界がある。今後は子牛の日常の給餌内容に着目していく必要があるかもしれない。

４４ （３９０）
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産－５
子牛下痢症において７％重炭酸Na液を主とした高張電解質輸液による高Na血症が疑われた１２症例
○福中守人 斎藤八郎 野田陽一郎 山本哲也 下田晶一 大津満人
十勝 NOSAI幕別

【はじめに】子牛下痢症は複数の要因によって発生するが１週齢程度での発生が多く、その中で重症化する症例の多くは

低 Na血性代謝性アシドーシスを呈している。中等度以上の脱水には経静脈輸液（以下、補液）が実施され、アシドーシ

スの補正として重炭酸 Na液を使用することが多い。しかし重炭酸 Na液は Naを含むため、高張な７％液を投与する場

合は Na過剰に注意しなければならない。今回、子牛下痢症において高 Na血症（高浸透圧血症）が認められた症例の補

液内容および病態について報告する。

【材料および方法】２００８年１月～２０１０年３月において当診療所で診療した下痢症子牛の中で、血清 Naが１４５mEq／�以
上認められた症例を調べた。高 Na血症は１３症例で確認され、１例は補液未実施で除外し、輸液実施の１２例を対象とした。

輸液剤浸透圧は電解質浸透圧のみ評価し、簡略化して等張電解質液を浸透圧比１とした。また、輸液剤を等張液へ補正す

るのに必要な水分量を欠乏自由水量とした。

【成績】下痢症発病日齢は５．７±１．２日であった。高 Na血症判明時の日齢は１０．５±３．１日、補液回数は２．８±２．２回、補液

量は１．８±０．５�／回、輸液剤浸透圧比は１．６±０．３／回、欠乏自由水量は１．１±０．５�／回であり、血清 Naは１５４．５±８．５mEq／

�であった。予後は６頭が死亡または廃用、６頭が治癒となった。死廃群（死）と治癒群（治）を比較すると、判明時以
降（判明時含む）の補液では浸透圧比が（死）は１．３±０．４／回で（治）は１．０±０．３／回であり、（死）が（治）がより高張

な輸液剤の投与を継続した傾向を認めた。また、BUNは（死）が７６．５±３４．９�／�で（治）が３８．９±１１．９�／�であり、
（死）が（治）より腎不全が重度であった。また、血清 Clは（死）が１００．２±１４．３mEq／�で（治）が１１８．５±８．６mEq／

�、補正 HCO３－は（死）が４７．８±１３．０mEq／�で（治）が３３．８±５．０mEq／�であり、（死）には代謝性アルカローシスの
傾向を認めた。

【考察】本症例では７％重炭酸 Na液を主とした高張輸液剤の投与により高 Na血症となった可能性が高いことが確認さ

れた。基本であるが高張輸液剤は安全域が狭いので慎重に使用するべきであることが再確認された。

産－６
黒毛和種仔牛にみられた虚血性骨壊死による跛行の２症例
◯福永成己１） 小松勝一１） 大場光洋１） 大西光徳１） 渡邊敬文１） 田口 清２）

１）NOSAIいぶり東部 ２）酪農大

【はじめに】跛行を生じる原因の１つに肢端の壊死があり、壊死の原因としては凍傷、趾間フレグモーネ、外傷、エンド

ファイト中毒が挙げられるが、壊死組織の摘発が容易ではない症例もある。今回我々は外観および X線検査からは壊死

を疑わず、血管造影により虚血性骨壊死による跛行と判明した症例に遭遇し、若干の知見を得たので以下に報告する。

【材料および方法】供試畜は跛行との稟告で往診した管内 A農場（繁殖雌牛３５頭、育成哺乳仔牛２３頭）の仔牛１例（症

例１：雌・６８日齢）と、B農場（繁殖雌牛３０頭、育成哺乳仔牛１５頭）の仔牛１例（症例２：雄・６２日齢）であり２例とも

黒毛和種牛である。症例１、２に対し経時的な一般臨床検査、ならびに X線検査を行い、また症例１に対しては血液生

化学検査（第１６病日）、骨穿刺検査（第３６病日）および血管造影検査（第５０病日）を実施した。

【成績】症例１）１）一般臨床検査：左後肢支跛、球節腫脹、趾間硬結壊死、四肢の蹄葉炎リングおよび耳介端の反り返

りが認められた。２）X線検査：四肢末端の骨吸収像が確認された。３）血液生化学検査：WBCのやや低下（５１００／�）、
および γ-Glの上昇（１．９５／１００�）が認められたが、他項目に特に異常はみられなかった。４）骨穿刺検査：特に異常は
認められなかった。５）血管造影検査：患肢末端の血流消失が確認され、骨吸収像と合わせ、末梢血管の収縮・閉塞によ

る虚血性骨壊死症と診断された。現在、跛行は消失していないが経過観察中である。症例２）右後肢支跛を呈し一般臨床

所見および X線所見は症例１と同様であり、虚血性骨壊死症と考えられた。症例２は病状が悪化し第６５病日に起立不能

に陥り廃用に至った。

【考察】跛行を呈す症例に対し我々は臨床検査、X線検査、超音波検査および血液検査の併用により類症鑑別を行うが、

原因特定が困難な症例も多い。症例１も確定診断に至ったのは血管造影を実施した第５０病日であり、いたずらに治療日数

を重ねた結果となった。今後、跛行を示した症例において虚血の痕跡（耳介端の反り返りや体表末端組織の壊死）が認め

られた場合、さらに X線検査で骨吸収像が認められた場合には細菌性骨髄炎や代謝病だけでなく虚血性壊死の可能性も

考慮すべきであり、その検査法として血管造影は有用であると考えられた。

（３９１） ４５

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－７
黒毛和種哺乳子牛に発生した尿石症の２例
○広沢悠子 市川 浩 荒川雄季
NOSAI日高

【はじめに】反芻動物の尿石症は、一般に育成～肥育期において重要な疾患であるといわれている。今回、所属診療所管

内で発生した黒毛和種の尿石症のうち、離乳前の子牛に発症し死廃事故に至った２症例について報告する。

【症例】症例１．黒毛和種９３日齢雄、初診時体温３８．５度、心拍数１８０回／分、自然哺乳しており、気管支炎の既往歴があっ

た。強い疝痛症状と排便困難を呈していた。消化器疾患を疑い治療するも改善せず、腹部圧痛、右�部に掌大の膨隆を認
め、外尿道口付近に微量の結晶が付着していたため結石による尿路閉塞が疑われた。終診日、起立不能に陥り、穿刺によ

り血様腹水が採取されたため予後不良と診断し、廃用とした。症例２．黒毛和種８４日齢雄、初診時体温４０．２度、心拍数９６

回／分、呼吸数４８回／分、人工哺乳しており、気道音粗励、膿性の鼻漏を認めた。正常便にもかかわらず努責を呈し、外尿

道口付近に結晶が付着し、腹部圧痛があることから尿石症を疑った。血液検査にてWBC７３００／�、Ht５１．３％、血清 CRE

２．４�／�、腹水 CRE３．３�／�であった。膀胱破裂と診断し、経過観察中に死亡した。
【解剖所見】症例１．腹腔内に血様腹水が多量に貯留していた。腎葉の多くはうっ血、崩壊していた。皮質に結石を多数

認め、尿管内腔にも微細な結晶が触知された。膀胱は破綻しておらず、血様尿およびフィブリン塊を容れて膨満していた。

尿道に直径５�の結石を認めた。症例２．膀胱および尿道の破裂を認めた。
【考察】症例牛は群飼いでスターターを自由に摂取できる環境の中で、同居他個体よりも多量のスターターを摂取してい

る傾向があった。発生時期、日齢、去勢前であることから今回の２症例は摂取飼料に起因する尿石症である可能性が高い

と推察された。

産－８
化膿性髄膜炎により後弓反張を呈したホルスタイン種子牛の１症例
○佐々木広美１） 丸山亮介２） 下田 崇３） 松本高太郎１） 古林与志安２） 猪熊 壽１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）帯畜大基礎獣医 ３）十勝 NOSAI

【はじめに】子牛にみられる神経症状は多彩であり、その病変の位置決めと疾患の特定はしばしば困難である。今回神経

症状として主に後弓反張を呈し、病理検査において脳室の拡張を伴い小脳および延髄領域で顕著な化膿性髄膜炎が認めら

れた子牛の１症例に遭遇したのでその概要を報告する。

【症例】症例はホルスタイン種の雄子牛で、出生後４日目に横臥・起立不能を呈し、初診となった（第１病日）。ビタミ

ン B１および抗生剤を中心に加療されたが良化せず、第６病日には後弓反張が認められた。哺乳欲は極めて弱く削痩が進

行し、予後不良とされ第１４病日に帯広畜産大学に搬入された。搬入時体温３７．３℃、心拍数７６／分、呼吸数２４／分で、横臥し、

ときに頭部を挙上、四肢を硬直伸展する後弓反張姿勢を呈し、四肢の震顫が認められた。四肢端は冷たく、表情は虚ろで

意識混濁であった。脳神経検査では、威嚇瞬き、舌運動・嚥下、音響耳介、吸引の各反応が微弱であった。脊髄反射も微

弱であったが四肢の硬直伸展のため正確な評価は困難であった。血液検査では好中球の増多が認められた。症例は第１５病

日に死亡した。

【病理学的検査所見】病理解剖の結果、小脳片葉と延髄が接する部分の軟膜下および第四脳室内に少量の乳白色クリーム

状膿様物が認められた。脳室は軽度～中程度に拡張していた。また第四脳室の脈絡叢は肥厚していた。組織検索では、小脳

および延髄領域で顕著な化膿性髄膜炎が認められた。同様の炎症性変化は大脳の脳室周囲膜および脈絡叢でも観察された。

また大脳、小脳および脳幹の白質では一部で軸索変性や粗鬆化も認められた。膿様物からは Enterococcus faecalis が分離

された。

【考察】臨床症状および神経学的検査より、生前には、小脳と脳幹を中心とした病変と、大脳の異常の存在が考えられた。

ビタミン B１に対する反応は乏しく大脳皮質壊死症は否定的であり、経過と好中球の増多所見より炎症性疾患を疑った。

本例では小脳および延髄で顕著な化膿性髄膜炎が認められており、これにより後弓反張などの症状が発現するとともに、

脳脊髄液の流出路が狭窄し、脳室が拡張して大脳症状も発現したものと思われた。なお、細菌の感染経路については特定

されなかった。

４６ （３９２）

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－９
ホルスタイン種子牛にみられた重複脊髄症の１症例
○千葉史織１） 藤澤哲郎２） 石原孝介３） 松本高太郎２） 猪熊 壽２） 古林与志安１） 松井高峯１）

１）帯畜大基礎獣医 ２）帯畜大臨床獣医 ３）十勝 NOSAI

【はじめに】重複脊髄症とは、重複した脊髄が単一の硬膜に包まれて脊柱管内におさまっている奇形を示す。脊髄の重複

は腰部以降で認められることが多く、後肢が伸張していることで歩様異常となり、歩行時に後肢を引き摺ったり、後肢で

飛び跳ねるようにして歩く症状が特徴的であると報告されている。また、牛での報告例は少なく、本邦での報告は黒毛和

種牛に限られる。今回、ホルスタイン種子牛で重複脊髄症の１症例を経験したので報告する。

【症例】症例は出生時起立不能を呈していたホルスタイン種雌の子牛で、３日齢時から起立可能になるも、歩様蹌踉であ

るとの稟告で NOSAI初診となった。初診時から左後肢の伸張、左旋回運動および頭部の震盪がみられ、デキサメタゾン、

抗生剤および VB１製剤により治療が行われたが症状は改善せず、７日齢時に帯広畜産大学に搬入された。症例は小脳障害

時にみられるような協調運動失調および旋回運動を呈していたため、頭部 CT検査が実施されたが異常は認められなかっ

た。症状の改善が認められなかったため、１１日齢時に病理解剖を行った。背正中溝上に沿って硬膜を切り開いた後の脊髄

外観では、T１２部および T１３部背正中溝上に約０．８×０．４�大と約１．０×０．５�大の菱形陥凹部を認め、T１３部から尾側にか

けての脊髄では径が高度に増していた。T１２頭側の割面では脊髄中心管から背側にかけて裂隙形成を認め、また、脊髄の

径が高度に増していた T１３部から尾側にかけての割面では、単一の硬膜に包まれた重複する脊髄構造を認めた。病理組織

学的検索でも脊髄の重複が確認され、症例は重複脊髄症と診断された。脊髄構造が重複していた T１３部から尾側において、

重複したそれぞれの外側腹角では内側の灰白質と比較して神経細胞が多くみられた。また、肉眼的・組織学的に小脳・脳

幹部では著変は認められなかった。

【考察】症例は後肢の協調運動失調および旋回運動を呈していたため、臨床的には小脳障害が疑われた。しかし、病理学

的に小脳・脳幹部に異常がみられなかったこと、重複脊髄症の牛では今回認められたような後肢の伸張および歩様異常が

特徴的であると言われていることから、本例で認められた協調運動失調と考えられた症状および旋回運動は重複脊髄症に

起因するものと推察された。

産－１０
単蹄が認められたホルスタイン種乳牛子牛１例
○加藤 肇１） 佐々木整輝２） 荻野 敦２） 清水一広２） 森田光夫２）

１）根室地区 NOSAI西春別 ２）家畜改良事業団家畜改良技術研究所

【はじめに】根室地区管内の廃用牛処理場において、単蹄である推定２週齢のホルスタイン種の雌子牛に遭遇した。症状

は、右前肢は完全に蹄が融合、左前肢は背面に開裂が認められるものの底面は融合していた。単蹄は指骨が融合する蹄の

形成不全を特徴とする不完全な浸透度（７９％）を持つ常染色体劣性の遺伝性疾患であると報告されている。Duchesneら

（２００６）の報告によれば、単蹄の原因遺伝子は低密度リポタンパクレセプター４（Lrp4）遺伝子であり、ホルスタイン

種においては４８６３、４８６４番目の CG塩基が AT塩基に変異していることが原因であると報告されている。そこで、発症個

体の DNA解析を行い、当該変異の存在を確認した。

【材料および方法】皮膚より常法に従ってゲノム DNAを抽出し、蛍光プライマーを用いたアリル特異的 PCR法により

LRP4遺伝子の遺伝子型を決定した。用いたプライマー対は正常型アリル検出用としてMF-OCF（５’-AGCGTCAAA

CTGGGAGACTTG-３’）およびMF-INR_FAM（５’-CAGAGGTGAGTGCATCCGCCG-３’）、変異型アリル検出用として

MF-IAF_FAM（５’-CAACGCTTGTGGCGTGAACAAAT-３’）およびMF-OCR（５’-AACTCACCGAGGGAGCAGG-３’）を

用いた。

【結果】コントロールの保因個体は正常アリル由来の１０７bpの断片と変異アリル由来の１１７bpの断片が増幅されたのに対

し、発症個体では変異アリル由来の１１７bpの断片のみが増幅された。

【考察】したがって本症例は前段の遺伝子変異を原因とする単蹄であることが確認された。今回の結果からは、国内に単

蹄の変異型遺伝子がどの程度拡散しているかは不明であるが、海外の種雄牛や供卵牛でキャリアが確認されていることか

ら、国内に変異型遺伝子が侵入していることが予想された。

（３９３） ４７

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－１１
ホルスタイン種子牛にみられたファロー五徴極型の１症例
○齋藤 亨１） 中川大輔２） 富田健介３） 松本高太郎１） 古林与志安２） 猪熊 壽１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）帯畜大基礎獣医 ３）元十勝 NOSAI

【はじめに】ファロー五徴は、心室中隔欠損、心房中隔欠損、右心室肥大、大動脈騎乗および肺動脈狭窄の５種の異常を

備えたものである。特に肺動脈が閉鎖したものをファロー五徴の極型と呼び、これは極めてまれな先天性異常である。今

回、このファロー五徴の極型をもつ症例に遭遇したのでその概要を報告する。

【症例】症例は３日齢のホルスタイン雄子牛で、胎便が出ないとの稟告にて診療し、浣腸による治療を行った（第１病日）。

第２病日には、起立せず、心雑音が聴取され、先天性心疾患を疑った。以降起立不能、哺乳欲なく、第１０病日帯広畜産大

学に搬入された。搬入時、体温３８．３℃、心拍数８８／分、呼吸数６４／分で、左側第２～３肋間の心基底部を最強点とする連続

性雑音および、同心尖部では収縮期雑音が聴取され、両側でスリルが触知された。心エコー検査では右側から大動脈騎乗

と心室中隔欠損像が、また、左側から肺動脈領域に著しく拡張（３．５�）した流出路と弁の閉鎖不全像が認められた。動
脈血液ガス検査では、血中酸素分圧２６．２５�Hg、血中酸素飽和度は測定限界の６０％未満と著しい低値が認められた。

【病理学的検査所見】病理解剖では、高位心室中隔欠損、卵円孔開存、右心室壁の高度肥厚が認められた。また、心臓か

ら起始する動脈系は大動脈１本であり、拡張し左右心室腔に騎乗していた。肺動脈は大動脈起始部の動脈管相当部より起

始し、左右に分岐していた。以上の所見から本症例はファロー五徴の極型と診断された。

【考察】心エコー検査で認められた肺動脈領域の流出路拡張および弁閉鎖不全像は、実際には、それぞれ拡張した大動脈

と大動脈弁閉鎖不全であることが病理解剖により明らかとなった。本症例では心エコー検査により肺動脈閉鎖を確認する

ことができなかったが、これは検査時にファロー五徴の極型という可能性を全く考慮しなかったために、位置的関係の理

解が不明瞭であったためと思われる。エコー下での肺動脈領域流出路の著しい拡張や、動脈血の酸素分圧と酸素飽和度の

著しい低値等、正常と大きく異なる臨床所見が認められる場合には、まれな心奇形も鑑別診断として考慮する必要がある

と考えられた。

産－１２
分子生物学的手法によるウシ由来マイコプラズマ種の簡易菌種同定技術の構築
戸田庸介
（株）日本動物特殊診断

【はじめに】マイコプラズマはウシの呼吸器や泌乳器に定着することで組織損傷や過剰な免疫応答を誘導し、生産効率を

大きく阻害することが問題とされている。マイコプラズマは複数の組織〈器官〉に定着するが、その病原性は菌種によっ

て大きく異なることが注目されている。マイコプラズマ性感染症の発生牛群において原因菌種を速やかに同定することは、

その後の防除プログラムを構築する上で重要である。本研究では培養法と分子生物学的解析技術を基礎としたマイコプラ

ズマの簡易菌種同定技術の構築を試みた。

【材料・方法】	使用菌株（ATCC）：Mycoplasma bovis（M. bovis）、M. bovirhinis、M. bovigenitalium、M. californi-

cum、M.canadense、M. arginini 
プライマー：各菌種の特異的遺伝子配列をターゲットとしたプライマーを設計、
�PCR法：各マイコプラズマより DNAを精製し菌種同定用プライマー、Taq polymerase（０．５U）と混和し PCRを実

施した。�交叉試験：全菌株に対し菌種別特異プライマーを用いた PCRを実施し非特異的な遺伝子増幅の有無を評価し

た。
塩基配列の分析：PCRによる遺伝子増幅産物はシークエンスにより解析し目的とするマイコプラズマ種であるか

否かを検討した。

【成績】	設計したプライマーにより目的とするマイコプラズマ種の検出が可能であった。
マイコプラズマ種間で交叉
反応は確認されなかった。�培養検査において識別が必要とされるアコレプラズマとの交叉は確認されなかった。�増幅
された遺伝子産物はシークエンスにより目的とする菌種であることが確認された。�各プライマーによる検出限界は５０～
１００CFU／reactionであった。
検出時間は約３時間程度であった。
【考察】設計したプライマーはマイコプラズマ種を特異的に認識し、簡易同定技術として菌種同定への利用が可能である

と考えられた。菌種同定は感染農場における疫学情報を整理し、その防除法を検討する上で有用な技術である。本法は高

い特異性と迅速性を有しており酪農場に対し有用な情報を提示し得ることが示唆された。

４８ （３９４）
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産－１３
狂犬病の牛における啼き声の音響分析の１例
○佐藤輝夫１） 田 健一郎１） Markus Schneebeli２）

１）八紘学園 ２）Tierärztpraxis, Zürich, Schweiss

【はじめに】２００７年の本産業動物学会において、牛の狂犬病では嗄声が主要な症状の１つであると報告した。しかし、発

病後の１週間にわたり発情徴候および狂犬病の啼き声の区別は困難であった。それゆえ、啼き声の視覚的音響分析を行い、

後者の声の鑑別のための手掛かりを探った。

【材料および方法】供試牛はザンビアにおいて狂犬病と診断された１．５歳のヘレフォード種の雌１頭および八紘学園の牛

舎において発情を示した５～６歳のホルスタイン種の対照牛４頭である。狂犬病の牛は、発病時に撮影（Fujix‐８）し、

映像を DVDへ焼きつけ、この映像の声を ICレコーダーに録音した。発情牛の啼き声については、朝夕の搾乳時に、約

１�の距離の範囲内で録音した。録音された音声から雑音の除去には Audio Creatorソフトウエアおよび啼き声の強さの

測定には Praatソフトウエアを使用した。

【成績】１）発情牛では、ひと声の波形はほぼ山形を示し、平均吸気時間およびこれに続く啼き声の平均持続時間は０．５

（０．２～０．９）秒間および１．５（０．８～２．２）秒間であった。立ち上がり時点に比べ啼き声の強さのレベルの増加率は１０～１０００

倍（１０dB／６０dB～８０dB／５０dB）であった。２）狂犬病牛では、４～７回の啼き声を１クールとし、約１５分間の録画中に

９クール繰り返した。啼き声のひと声を視覚的にみると、啼き声開始のあと瞬時に最大の強さの７０dBに立ち上がり、頭

頚部を揚げ伸ばし、腹囲を絞り声の強さを持続したまま０．８～２．０秒間啼き続け、口を大きく開け吸気の強さが約６８dBの

まま０．０２６～０．０６５秒間持続した。立ち上がり時に比べ持続した啼き声の強さのレベルは約１００倍（７０dB／５０dB）であった。

【考察】食べ物と空気の通路は咽頭で交叉しており、健康畜では嚥下時に喉頭蓋が気管の入り口を塞ぐ。しかし、狂犬病

の牛では咽喉頭部に麻痺があり、そのため唾液や口腔内へ戻された第一胃内容物が気管内に常に流入、つまり誤嚥してい

ると考えられた。狂犬病牛は最大の啼き声を複数回続けることによりそれを排出しようとして外気不足に陥り、口と気道

を最大限に拡げて次の啼き声のために吸気に移行して動力源を得る。この努力性吸気音の強さのレベルは啼き声のそれに

匹敵し、粗�性と努力性が極めて強く、この声質の聴覚印象が嗄声と判断された。
【結論】啼き声を視覚的に描くことにより、狂犬病牛と発情牛の声を鑑別することの可能性が示唆された。

産－１４
乳牛の受胎における末梢血免疫細胞のサイトカイン産生能に対するP４の影響
○山本佳奈１） 大塚浩通１） 安藤貴朗２） 及川正明１）

１）北里大 ２）酪農大

【はじめに】プロジェステロン（P４）は黄体から分泌され、排卵、胚の着床、妊娠維持など繁殖に関わる重要な役割を果

たしている。これまで我々は P４が乳牛の T細胞増殖を抑制する効果を持っており、また一昨年の本学会において受精後

受胎する乳牛では胚の着床期に P４刺激によって Tリンパ球機能が明らかに抑制され、Th２サイトカインが増高すること

を報告している。しかしいくつかに分類されている Tリンパ球の中で、どの細胞が P４によって抑制されるかは不明であ

る。そこで胚の着床期においてリンパ球を分離・P４刺激培養して各リンパ球を各々分離し、各細胞のサイトカイン産生能

と受胎との関係を調査した。

【材料および方法】供試牛は乳牛１３頭で、その後受胎が確認された受胎群（n＝７）と受胎していなかった不受胎群（n

＝６）とした。人工授精後２週間後に末梢血を採材し、P４添加培養し、１２時間後にMACS（Magnetic Cell Sorting）磁

気細胞分離により CD４＋T細胞、CD８＋T細胞、γ δ T細胞、NK細胞に分離、各々の細胞のサイトカインmRNA発現量を

real-timePCR法により解析した。

【成績】受胎群の CD８＋T細胞、γ δ T細胞ならびに NK細胞の IL‐４発現量は不受胎群に比べ高値を示し、IL‐１０発現量

は低値を示した。また P４添加 PHA刺激時においては、受胎群の γ δ T細胞の IL‐４発現量は不受胎群に比べ高値を示す

傾向にあったが、IL‐１０ならびに IFN-γ発現量は両群間で有意な差は得られなかった。さらに P４添加 PHA刺激における

受胎群の NK細胞の IL‐１０発現量は不受胎群に比べ有意な低値を示したが IL‐４、IFN γ発現量では両群間で有意な差は
なかった。しかし両群間の CD４＋T細胞のサイトカイン遺伝子発現量には特出した差を見出せなかった。

【考察】今回の結果より、受胎において P４は CD８＋T細胞、γ δ T細胞や NK細胞に作用していることが考えられ、P４に

より IL‐４の産生が促進することが、受胎に関与している可能性があった。

（３９５） ４９

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－１５
クロプロステノール投与による第１卵胞波主席卵胞排卵後の黄体期における子宮動脈と黄体について
○宇山 環１） H.Bollwein２） N.Beindorff３） M.Steufmehl２） J.Luettgenau２） L.Debertolis４）

松井基純１） 石井三都夫１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）ハノーバー獣医科大 ３）ベルリン医科大 ４）ボローニャ大

【はじめに】牛の発情周期では２回もしくは３回の卵胞波が出現する。排卵直後の黄体形成期にみられる主席卵胞（１

stDF）は、排卵せずに退行する。本実験は、合成型 PGF２α製剤のクロプロステノール投与により、１stDFを排卵させた後

の黄体期において、黄体の機能や子宮動脈の血流を評価する目的で、通常の自然排卵後の黄体期との比較検討を行なった。

【材料および方法】２００９年２月から８月にかけて、６頭のホルスタイン種を対象とした。計４回の発情周期を対象とし、

１回目と３回目の発情周期は自然排卵後の黄体期とし、２回目と４回目の発情周期はクロプロステノール投与により１

stDFを排卵させた後の黄体期とした。それぞれの周期において、排卵した日を day１とし、day０に超音波画像による

卵胞の断面積測定、day４と day１６に採血、day７・day１０・day１３に採血・黄体の血流測定・黄体の面積測定・子宮動脈

の血流測定を行なった。１回目の発情周期の day１８以降連日排卵確認を行ない、排卵した日を再び day１とし、その後の

day７に出現した１stDFを確認後、クロプロステノール０．５�を投与して排卵させた。１stDFが排卵した日を２回目の

発情周期の day１とし、前述した方法で測定を行なった。以後これを繰り返し、同様に３回目と４回目の発情周期の測定

も行なった。

【成績】１回目と３回目の発情周期を合わせて「自然排卵後黄体期（type１）」とし、２回目と４回目の発情周期を合わ

せて「１stDF排卵後黄体期（type２）」とした。type２では黄体と同側の子宮動脈の血流が反対側と比べて有意に高く、

抵抗指数の PI値が有意に低かった。type１では差がなかった。プロジェステロン値ならびに卵胞および黄体の面積は、

type２が type１に比べて有意に増加した。また、type２では day７に比べて day１３の黄体血流量が有意に増加したが、type

１では差がみられなかった。

【考察】今回１stDF排卵後の黄体期で、通常の黄体期と比べて、黄体と同側の子宮動脈の血流や黄体機能が増加した。

これまで１stDFのステロイド産生能および卵胞血流の高値が報告されているが、本実験からその後の黄体期における子

宮への血流および黄体機能の増加も明らかとなった。

産－１６
屠殺牛における子宮内細菌と子宮解剖所見の関係
○鈴木貴博 草場信之 三木 渉
北海道 NOSAI

【はじめに】牛における子宮内膜炎は、長期不受胎による淘汰および繁殖成績低下をもたらすため、子宮機能改善を目的

とした様々な治療方法が試みられている。しかし、治療方法の選択基準が明確でなく、効果的な治療を実施できていない

のが現状である。そこで、本症の主な原因である細菌に着目し、原因菌に基づいた治療の必要性を検討する基礎的知見を

得ることを目的に、屠殺牛を用いた子宮内細菌の菌種同定、菌種による子宮解剖所見の違いについて調査した。

【材料および方法】食用屠殺された非妊娠牛１６４頭の子宮を用い、子宮内膜スワブによる細菌検査を行った。スワブは、

子宮角を消毒後にメスで切開し、滅菌綿棒を挿入して採材した。採材後、羊血液加寒天培地で２４～４８時間の好気および嫌

気培養を行い、検出菌はキットを用いて菌種を同定した。また、左右の子宮角直径とその差、子宮内の膿様物貯留程度を

記録し、細菌同定結果と比較検討した。

【成績】７３頭（４６％）の子宮から細菌が検出され、２８頭（１７％）で２種以上の細菌が検出された。検出された細菌は２０種

で、好気培養では、Escherichia coli（Ec、２５頭）、Arcanobacterium pyogenes（Ap、１２頭）、Enterococcus faecalis（１２

頭）、Streptococcus uberis（１１頭）が検出菌の６１％を占め、嫌気培養では、Fusobacterium necrophorum（２頭）が検

出された。２種以上の細菌が検出された牛では、Ecまたは Apを含む組み合わせが７９％を占めた。子宮角直径は２．５～５．０

�、左右差は０．０～１．５�であったが、細菌検出頭数率との間に関連はなかった。子宮内の膿貯留程度では、貯留明瞭牛（２４
頭）が不明瞭牛（１４０頭）に比べて検出率が有意に高くなった（明瞭：７９％vs不明瞭：３９％、p＜０．０１）。また、貯留明瞭

牛では、Ecまたは Apと他細菌が同時に検出される牛（９頭）が最も多かった。

【考察】不受胎理由を含め廃用となった約半数の牛の子宮内から、多種の細菌が検出されることが明らかになった。子宮

内細菌の有無は、子宮角直径では判断できず、膿貯留の程度によって判断できる可能性が示唆された。また、子宮内の膿

貯留が明瞭な牛では、細菌検出率が高く、本症を重篤化させる可能性のある Ecまたは Apと他細菌の混合感染が多いこ

とが明らかとなった。

５０ （３９６）
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産－１７
ホルスタイン種搾乳牛における授精後５日目の hCG製剤の投与効果
○�橋俊彦１） 河合孝弘３） 谷 拓海２） 橋本敬二２） 福田 雄３） 久保田 学２） 田中浩子２） 久木野鉄久２）

１）釧路地区 NOSAI西部 ２）釧路地区 NOSAI東部 ３）釧路地区 NOSAI中部

【はじめに】我々は平成１９年、２０年の本発表会に於いて「リピートブリーダーへの授精後５日目の hCG製剤投与の効果」

の有効性を報告した。現在、酪農家の搾乳牛にも応用して効果を得ている。しかし、リピートブリーダー以外、すなわち

授精回数１、２、３回目での hCG製剤投与効果の検証はされていない。

そこで今回、初回受胎率の低い酪農家飼養のホルスタイン種搾乳牛に人工授精後５日目に hCG製剤１，５００単位を投与

し、授精回数別による受胎成績に変化があるか検討した。

【材料および方法】試験期間は平成２１年２月から６月の５ヶ月間で、試験農場は厚岸町の F・S酪農家１戸で初産～６産

の授精回数１～８回のホルスタイン種経産雌牛１３１頭（投与群：７８頭、無投与群：５３頭）を用いた。供試薬剤は hCG製

剤１，５００単位を人工授精後５日目に投与した。受胎率は９０日 NR法を用いた。試験農場の概要は経産牛頭数２４２頭、授精

開始日数６８日、空胎期間１３９日、平均授精回数２．２６回、経産牛初回受胎率２０～３０％である（厚岸町の平均は授精開始日数

８８日、空胎日数１３９日、平均授精回数２．１９回、経産牛初回受胎率４５．７％）。

【成績】平均産次数は投与群１．９４産、無投与群２．３２産、平均 AI回数投与群２．６２回、無投与群２．５５回であった。受胎率は

投与群３４．６％、無投与群３２．１％であった。授精回数別の受胎率は１～２回目 AIで投与群２１．５％、無投与群２８．１％、３回

目 AIでは投与群６６．７％、無投与群３３．３％、４回目以上 AIは投与群５３．３％、無投与群４１．７％（３回目以上 AIでは投与群

５９．３％、無投与群３８．１％）であった。また、産次別と産次別の授精回数による受胎率に差はなかった。

【考察およびまとめ】人工授精後５日目の hCG製剤投与は、AI１～２回目に投与しても受胎率に変化がなかった。しか

し、AI３回目と AI４回目以降（リピートブリーダー）の受胎率は高い傾向にあった。今回の成績から初回受胎率の低い

農場のホルスタイン種搾乳牛の授精後５日目の hCG製剤投与は人工授精３回目以降に有効であった。

産－１８
人工授精後の腟内留置型プロジェステロン製剤（CIDR）挿入による不受胎牛の早期摘発および受胎率
向上へのチャレンジ
○泉 大樹１） 松井基純２） 羽田真悟２） 李 旭薫２） 富田健介１） 藤木なつみ１） 平瀬暁也１）

１）十勝 NOSAI上士幌 ２）帯畜大繁殖

【はじめに】近年、人工授精（AI）後の CIDRの挿入・抜去による不受胎牛の発情回帰を利用した不受胎牛摘発が試み

られている。我々は AI後の CIDR挿入が、不受胎牛の早期摘発と受胎率に及ぼす効果について検討した。

【材料と方法】試験１ではホルスタイン種経産牛を無作為に対照群（n＝５５）と CIDR群（n＝５５）の２群に分けた。CIDR

群では AI後１４日目から２１日目までの７日間 CIDRを挿入し、除去後の発情発見による不受胎牛の早期摘発の可能性を検

討した。試験２では試験１と同様に２群に分け、CIDR群では AI後５日目から１９日目までの１４日間 CIDRを挿入した。

CIDR除去後の不受胎牛の発情回帰および CIDR挿入の受胎率への影響を調べた。AI後５日目に黄体の確認、５、１２お

よび１９日目に採血を実施し、血中プロジェステロン濃度を測定した。

【結果および考察】試験１では、不受胎牛のうち約７割で CIDR除去後２～３日に集中的に発情が回帰した。受胎率は、

両群で差はみられなかった。試験２においても、試験１同様に、CIDR除去２～３日後に集中的に不受胎牛の発情回帰を

確認できた。受胎率は CIDR群で４２．３％、無処置群で２８．６％となり CIDR群で高い傾向にあった。AI時の授精回数ある

いは分娩後日数により分類した場合、授精４回目以上の牛および分娩後１８０日以上経過した牛で無処置群に比べ CIDR群

が高い受胎率を示した。以上の結果から、AI後５日目より１４日間 CIDRを挿入することで、不受胎牛の効率的な早期摘

発が可能であり、さらに、リピートブリーダーの受胎性を改善することが示された。

（３９７） ５１
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産－１９
CIDRショートプログラム分娩後早期実施の有効性の検討
○加藤秀樹
十勝 NOSAI鹿追

【はじめに】シダーショートプログラム（以下 CIDRs）による受胎率は４～６割と高い受胎率が報告されている。しか

し、実際現場で CIDRsを分娩後早期に実施したことにより、牛群の繁殖成績が改善したとの報告はあまり目にしない。

そこで、過去に実施した繁殖検診データから疫学的分析（後ろ向きコホート）を行い、CIDRsの分娩後早期実施による

繁殖成績改善の有効性について検討した。

【材料および方法】２００８年４月～２００９年３月の１年間に実施した６農場、ホルスタイン経産牛４９６頭の繁殖検診結果（延

べ１２８３頭）から、CIDRsの分娩後早期実施の有効性を調べる為、分娩後１５０日未満で CIDRsを実施した群を早期 CIDRs

群、１５０日未満では実施しなかった群をコントロール群として、最終受胎頭数と処置および観察開始から受胎するまでの

平均日数および中央値を算出、Kaplan-Meier法にて分析し Logrank検定を行った。農場、産次数、分娩後日数（±２０

日）についてはマッチング（１：１）を行い交絡因子の調整を行った。また、分娩後１５０日以降に CIDRsを初めて実施

した群を晩期 CIDRs群、１５０日以降も CIDRsを実施しなかった群をコントロール群として同様の分析を行った。

【成績および考察】早期 CIDRs群とコントロール群の最終受胎頭数はそれぞれ４５頭中３５頭と４５頭中３７頭で、平均受胎日

数は６４．７日と６６．９日、中央値は３５日と４９日で有意差は認められなかった。しかし、晩期 CIDRs群とコントロール群の最

終受胎頭数は２９頭中２７頭と２９頭中１９頭で平均受胎日数は３４．２日と４１．２日、中央値は１４日と２３．５日で有意差（p＝０．０２）を

認めた。

分娩後１５０日未満の早期に CIDRsを実施しても繁殖成績は改善していないことが推察された。しかし、分娩後１５０日以

降の晩期では繁殖成績の改善に有効であることが推察された。

産－２０
無発情牛に対するPGF２α・エストラジオール同時注射の発情誘起効果
○山口佳男１） 下田 崇１） 三好憲一１） 白砂孔明２） 宮本明夫２）

１）十勝 NOSAI ２）帯畜大

【目的】エストラジオールは発情外兆の発現のみならず、視床下部にフィードバックし GnRHを放出させ、IGF‐１を介

して LHレセプターのアップレギュレーションや子宮内膜の E２レセプターとオキシトシンレセプターのアップレギュ

レーションを行い PGF２αを有効に作用させ、黄体退行をならしめる。乳牛において分娩後の生理的空胎期を過ぎても
無発情を呈する牛は泌乳量の増加に伴い受胎率の低下と共に増加傾向にある。これらの牛に対し従前、黄体を有するもの

には PGF２αの投与、卵巣静止と触知されたものに対しては GnRHの投与等の治療が行われ、黄体を触知され PG投与

がなされた場合の発情誘起率は高橋等の昨年北獣学会での報告によれば、注射後７日以内で６３％であり、GnRHの投与

では１ヵ月以内に発情が来るものは概ね２５％程である。そこで無発情牛に対する発情誘起率のアップを図るため、エスト

ラジオールの多彩な作用に注目し、黄体遺残症を含む無発情牛に対し、PGF２αとエストラジオールの同時注射を行いそ
の効果を確認した。

【材料および方法】�供試牛、正常分娩し生理的空胎期を過ぎても無発情を示すホルスタイン種、７１５頭を用いた。
�方法、黄体の有無や小卵胞の有無に関わらず、直検後 PGF２α３�とエストラジオール２�を同時に筋肉内注射で投
与した。投与効果を確認するため、注射前、授精時、７日後に直検で卵胞・排卵・黄体の有無を確認、同時に５０頭より採

血し P４・E２をエライザー法で測定。また注射後３日以内の授精率と、その授精受胎率を繁殖検診野帳より調査した。

【成績】注射後３日以内に授精に至った牛は５３０／７１５、７４．１％であり、その内訳は１日後に発情誘起され授精できた牛、

６９／５３０、１３．０％。２日後に授精出来たもの４２４／５３０、８０．０％、３日後に授精に至ったもの３７／５３０、６．９％であった。また、

その受胎率は２５３／５３０、４７．７％であった。ホルモンの測定が未だ終了していないので北海道獣医師会学会までにはホルモ

ン動態についても報告の予定。

５２ （３９８）
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産－２１
Kaplan Meier 分析法を応用したホルスタイン種経産牛の繁殖成績分析法の検討
○高木信明 安田文雄 岡野篤志 畳 伸吾
道南 NOSAI損防指導室

【はじめに】繁殖検診を実施している中で従来の平均値を中心とした繁殖成績は、淘汰牛・淘汰予定牛を成績の対象から

除外するという偏りがあることから牛群の繁殖管理の把握が困難と感じることがある。そこで医学分野において生存曲線

に用いられる Kaplan Meier（以下 KM）法を応用して経産牛の繁殖成績の分析を試み、検討した。

【材料および方法】道南地区 Y町にて損防指導室と契約しているフリーストール農家４戸 A～Dにて２００８年９月から

２００９年８月の間に分娩したホルスタイン種経産牛６２４頭を対象とした。

分娩後の最終授精月日・妊娠鑑定結果・淘汰年月日を牛群情報管理システムより抽出し、KM法における「観察期間」

を「分娩後日数（DIM）」、「死亡」を「妊娠＋」、「生存」を「妊娠－」とし、淘汰済みの個体は「妊娠－」と仮定した。

KM分析は Excelの統計解析 Statcel Ver．２を使用、Logrank検定を用いた。

【成績および考察】代表的な繁殖成績である分娩間隔は A：１３．５・B：１４．２・C：１３．４・D：１３．４（か月）であった。

Aは DIM（以下省略）７０、１００日付近で曲線の傾斜が急であり受胎の確率が高いことを意味し、検診時の治療の効果が

認められたが、３６５日での空胎率が４２．５％と高く、淘汰・廃用牛が多く周産期を含めた飼養管理が生産性に影響している

ことが認められた。

Bは曲線の傾斜が緩く、繁殖検診の実施内容・発情発見の問題が示唆され従来の繁殖成績との関連がみられた。

C・Dは１２０日以前の曲線の傾斜は同様で、Cでは１２０日以降傾斜が緩くなり１２０日：１５０日空胎率は６１．９％：５２．５％であ

り、Dは同・６０．７％：４３．７％であった。AD間に有意差（P＜０．０５）があった。

分娩間隔は同様であっても Aは淘汰牛の多さ、Cは１２０日以降の管理など従来分かりにくかった問題が浮き彫りとなっ

た。従来の繁殖成績では農場全体の生産性を把握とする意味では不十分であり、本分析法を加味することによって検診の

効果や繁殖・飼養管理の問題点を視覚的に評価し関係者間で共有することが容易となり、繁殖検診の間隔・内容の再検討、

飼養管理の指導に有用であると考える。

産－２２
周産期の栄養状態が乳牛の繁殖成績に及ぼす影響
○安藤貴朗１） 大塚浩通２） 小岩政照１）

１）酪農大生産動物 ２）北里大獣医

【はじめに】高泌乳を特徴とする遺伝形質や飼養管理の変化により、乳牛の繁殖能力は低下傾向にある。乳量が増加する

につれ受胎率は低下することが知られているが、受胎率の低下は乳量よりも栄養状態による影響が強いことが報告されて

いる。しかし、授精時の栄養と内分泌状態の関係には不明瞭な部分も多く、最適な栄養状態については明らかとなってい

ない。本研究では、分娩から授精までの栄養状態とホルモン濃度、受胎成績との関係について調査を行った。

【材料および方法】供試牛として、分娩後９０～１２０日に人工授精を行ったホルスタイン種経産牛４８頭を、受胎成績により

受胎群（n＝２１）と不受胎群（n＝２７）に分類して比較した。分娩前１２０～９０日、９０～６１日、６０～３１日、３０～１日、分娩後

１～１４、１５～３０日、３１～６０日、６１～９０日、９１～１２０日、１２１～１５０日、１５１～１８０日の各ステージにおける体重、BCSを測定

した。人工授精（AI）時には尾静脈より採血を行い血液生化学検査、血漿エストラジオール１７βおよびコルチゾール濃度
測定、血清アミノ酸濃度の測定を行った。

【成績】分娩前から AIまでの体重および BCSは、受胎群と不受胎群の間で有意な差は認められなかったが、授精後は

体重および BCSともに受胎群が有意に高値を示した。AI時の血液検査では、不受胎群は受胎群と比べ NEFAおよび総

ケトン体および血漿コルチゾール濃度が有意な高値を、ビタミン Aが有意な低値を示した。授精時の血漿エストラジオー

ル１７β濃度は受胎群で高く、コルチゾール濃度は不受胎群で高値を示した。血清アミノ酸濃度については、トレオニン
（Thr）、リジン（Lys）、セリン（Ser）、グルタミン（Gln）、グリシン（Gly）、アラニン（Ala）、アルギニン（Arg）が

不受胎群に比べ受胎群で高値を示した。

【考察】血液生化学検査結果より、不受胎牛は授精時に潜在性ケトーシスの状態である可能性が示された。また、分娩後

の栄養不足によるアミノ酸の低下や潜在性のストレスが受胎率に関与している可能性が示唆された。

（３９９） ５３
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産－２３
乳牛の子宮捻転整復後の分娩状況がその後の繁殖成績に与える影響について
○村上高志 中尾 茂
根室地区 NOSAI

【はじめに】乳牛の子宮捻転は、捻転の整復に成功しても子宮頸管拡張不全などにより難産となる場合が多く、不適切な

介助・牽引を行えば容易に子宮破裂や子宮頸管裂創、膣裂創などの重篤な産道損傷を引き起こすことがある。子宮捻転を

発症した牛はその後の受胎が遅延するといわれているが、これは子宮捻転自体による子宮・卵管への損傷以外に、胎子娩

出時の産道損傷も深く関与しているものと考えられる。そこで捻転整復後の適切な分娩介助について検討する目的で、子

宮捻転整復後の分娩状況による繁殖成績について調査を実施した。

【症例および調査項目】子宮捻転より治癒したホルスタイン種乳牛７２頭を調査対象とした。子宮捻転整復後、比較的容易

に胎子を娩出できた安産群（４２頭）、難産となり産道損傷を認めた難産群（２２頭）、帝王切開により胎子娩出した帝王切開

群（８頭）の３群に分け、その後の繁殖成績を１年間追跡調査した。各３群は授精実施率、初回授精日数、初回授精受胎

率、総受胎率、空胎日数の５項目について比較した。

【成績および考察】授精実施率は安産群９２．９％、難産群９５．５％、帝王切開群８７．５％で、初回授精までの日数はそれぞれ８４

±３３．８日、８２±３３．５日、９８±２９．３日でともに有意差は認められなかった。一方、初回授精受胎率はそれぞれ４３．６％、１４．３％、

２８．６％、総受胎率はそれぞれ７６．２％、５０．０％、７５．０％でともに難産群は安産群と比較して有意に低い結果であった。空胎

日数はそれぞれ１３８±７６．９日、１４１±６８．７日、１６２±８２．４日、また、それぞれの授精回数は２．３±１．４回、２．０±０．９回、２．５±

１．４回で有意な差は認められなかった。

子宮捻転整復後は、子宮頸管の拡張不全などの産道の状況、破水の有無、胎子の生死、陣痛の強弱、母牛の消耗など母

子の状況が複雑である場合が多い。そのため臨床現場では捻転整復に成功した場合でも、その後の助産のタイミングや帝

王切開の選択に関して判断に迷う症例が多い。しかし今回の調査結果より、捻転整復後に産道を損傷した場合にはその後

の初回授精受胎率、総受胎率が低下することが明らかとなった。このことより、子宮捻転整復後もできる限り産道損傷の

ないように慎重に助産の判断・処置をする必要があると思われる。

産－２４
帝王切開術を行った乳牛における予後・受胎性の検討
○羽上田陽子
NOSAIオホーツク遠軽

【はじめに】乳牛で帝王切開術を行う際に考慮すべきことは、母牛と胎児の救命、および母牛の泌乳性と繁殖性の維持で

ある。今回、遠軽診療所で帝王切開術を行った乳牛に対し、予後・受胎性とそれらに影響する要因について検討した。

【材料】遠軽診療所で H１６．４．１～H２０．３．３１に帝王切開術を行った１２０例のカルテ、手術記録、NOSAI個体移動情報から

データを抽出し、生年月日、産歴、手術理由、手術時体位、手術場所、腹腔汚染の有無、子宮の創外引出しの可不可、子

宮裂傷の有無、胎児生死、第四胃変位続発の有無、初回・最終授精年月日、授精回数、受胎の有無、農場在籍期間を調べ

た。子宮捻転の場合は捻転方向、産道からの胎児触知の可不可、術前整復の有無とその結果についても調べた。

【結果】手術理由の６１％が子宮捻転であった。手術時に５０％の胎児が生存していた。手術牛の７１％が治癒の転帰をとった

が、４％は２カ月以内にと畜されており、これは術後の泌乳がなかったためと考えられた。３ヶ月以上在籍した牛のうち、

受胎した牛は５１％、受胎しなかった牛は２０％、授精しなかった牛が２０％であった。つまり全ての手術牛のうち次回分娩し

たのは３４％であり、授精した牛のうち７１％が受胎した。手術牛の農場在籍期間の中央値は３１４日であった。受胎牛の空胎

日数と授精回数の中央値はそれぞれ１８７日、２回であった。予後・受胎性に対し２×２表を用いた単変量解析を行ったと

ころ、胎児生存の牛で有意に予後・受胎性が良く（それぞれオッズ比３．０１、３．５０）、子宮裂傷が有る牛、第四胃変位を続

発した牛で有意に予後が悪かった（それぞれオッズ比０．０６、０．３４）。

【考察】手術牛全体の３分の１が死廃になっており、そのリスクファクターとして手術時にすでに胎児が死亡しているこ

とと術中の子宮裂傷、さらに術後の第四胃変位の続発が示された。また繁殖性についても胎児の死亡が影響を及ぼしてい

ることから、早期の難産の発見と処置が術後の予後に重要であると考えられた。また術中の子宮の操作には十分注意し、

特に胎児の死亡や子宮捻転などで子宮が脆弱になっている場合は細心の注意が必要であると考えられた。さらに第四胃変

位の続発を防ぐために、可能であれば帝王切開時の第四胃固定の必要もあると考えられた。
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産－２５
分娩誘起処置により胎盤停滞を発症した乳牛の病態と繁殖成績
○松井義貴 小山 毅 中村正明 平井綱雄
道総研根釧農試

【はじめに】牛ではホルモン剤を用いた分娩誘起処置によって、胎盤停滞（RP）が多発することが知られている。本研

究では、RPを発症した牛における病態およびその後の生産性と繁殖成績に及ぼす影響を調べるために、分娩予定日以前

に分娩誘起処置を行い、RPを発症しなかった牛と比較検討した。

【材料および方法】根釧農試で飼養し、単子を妊娠したホルスタイン種未経産牛３９頭を供試した。供試牛の１９頭には分娩

予定日の４～７日前にプロスタグランジン F２α製剤を投与して、分娩を誘起した。供試牛の分娩状況と胎盤の排出状況を

観察し、分娩後１２時間（h）以内に胎盤が自然排出されなかった場合を RPとした。また、分娩後、尾静脈から血液を採

取して、コルチゾール濃度と血糖値を測定した。なお、人工授精の開始は分娩５０日後として、それまでは、発熱と食欲低

下等の全身症状を呈する場合のみ抗生物質を投与した。

【成績および考察】RPは分娩誘起処置をした牛のうち１１頭（５８％）で発症し（誘起－RP群）、分娩１２h後の時点で６頭

は胎盤の一部を排出したものの、５頭は全く排出せず、排出量の平均は０．５�であった。一方、分娩誘起処置をして RP

を発症しなかった８頭（誘起－NRP群）と分娩誘起処置をせずに RPを発症しなかった２０頭（無処置群）では、分娩１２h

後までにそれぞれ、平均４．３�と５．４�の胎盤を自然排出した。誘起－RP群では８頭（７３％）が分娩後１週間以内に抗生

物質によって治療したが、誘起－NRP群と無処置群では、それぞれ２頭（２５％）と４頭（２０％）であった。血中コルチ

ゾール濃度は誘起－RP群の分娩１２h後で高い傾向であり、血糖値は誘起－RP群の分娩１２h後で有意に（P＜０．０５）高く、

分娩２４h後で高い傾向であった。乳量は分娩から分娩３週後まで誘起－RP群で有意に（P＜０．０５）低く推移した。初回

排卵日数と初回発情日数は群による差は認められなかったが、誘起－RP群では外陰部からの膿汁の排出が長期間持続し

たため、初回授精が有意に（P＜０．０５）遅くなるとともに、初回授精受胎率が有意に（P＜０．０５）低かった。

以上の結果から、分娩誘起処置により RPを発症した牛では、全身症状を呈するとともに、強いストレスを受けている

可能性があり、その影響により生産性の低下と繁殖成績の悪化を引き起こすことが示された。そのため、RPを発症した

牛の治療法について、今後検討する必要があると考えられた。

産－２６
ELISA 法による抗体価測定を活用した牛のサルモネラ症再発防止対策
○今村 毅 黒澤 篤 後藤 潤
宗谷家保

【はじめに】牛のサルモネラ症の発生は被害が大きく、再発を繰り返す事例も報告されており、家畜防疫上重要な疾病で
ある。サルモネラ感染牛には発症し常時糞便に排菌する牛と、発症に至らず間欠的に排菌する牛（保菌牛）とがある。保
菌牛を糞便培養検査で摘発することは困難であるため、清浄性確認に ELISA法による抗体価測定を活用し、一定の成果
を得たので報告する。
【発生と再発防止対策の概要】成牛約３４０頭、哺育・育成牛約２００頭を飼養する酪農場で、第四胃変位手術後の成牛が水様
性の下痢を呈し、糞便より Salmonella Schleissheim（菌体抗原 O４群 血清型別 第�相：b 第�相：－）を分離し
た。培養検査によって哺育牛２０頭、育成牛１頭、成牛舎、哺育分娩舎、哺乳ロボットからサルモネラを分離した。成牛か
らはサルモネラを分離していないが、その飼養環境から分離したので、保菌牛が存在する可能性があると考え、防疫対策
終了４カ月後、再発防止対策として保菌牛の摘発のため ELISA法により成牛の抗体価測定を実施した。また、培養検査
で摘発が可能であった哺育・育成牛はすべて糞便培養検査を実施した。なお、畜舎の消毒については、塩素系消毒薬で週
１回の実施を防疫対策終了後継続している。
【材料と方法】成牛全３１４頭の血清は、O４抗原固相化プレートを用いて ELISA法により抗体価を測定した。哺育・育成
牛２４６頭の糞便は、ハーナテトラチオン酸塩培地で増菌培養を行った後、白糖加 SS寒天培地を用いて分離培養を実施、
クイックアイデイ（日水）により同定した。
【成績】成牛全３１４頭の抗体価は、ELISA値０．１３５未満：３０２頭、０．１３５以上０．８未満：１２頭、０．８以上：０頭であった。ま
た、哺育・育成牛２４６頭はすべて、サルモネラ分離陰性であった。
【まとめと考察】抗体価測定の結果、サルモネラを保菌し持続的に抗原刺激を受けていると考えられる、０．８以上の ELISA
値を示す個体は存在せず、哺育・育成牛からはサルモネラを分離しなかったことから、本農場の清浄性が維持されている
ことを確認した。また、防疫対策終了１５カ月後もサルモネラ症の再発を認めず、今回実施した対策は有効であると考える。
さらに、本農場の成牛の９６．１％は発症防止に有効とされる ELISA値０．１３５未満の抗体価であることから、今後ワクチン
の接種を検討する。
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産－２７
肉用子牛預託農場における生産性向上の軸となる導入牛サルモネラ対策
○森 清香１） 安倍秀美２） 加藤一典１） 東郷真子１）

１）渡島家保 ２）檜山家保

【はじめに】近年、企業の農業参入が活発化し、肉用牛生産現場における、地元農場に預託・管理する飼養形態が増加。

渡島管内でも、平成元年より、企業 Kが管内で肉用牛の預託管理を開始。道内外の不特定生産地より預託牛を導入。病

原体の侵入防止が管理上重要とされていたが、H７年、導入牛に起因するサルモネラ（以下 Sal）症が集団発生し、甚大

な被害を受けた。以後、我々は企業 Kの管内肉用子牛預託農場において、導入牛 Sal対策を実施、長年にわたり継続。

今回、当対策についての有用性と効果について検討を行ったので報告する。

【平成７年の Sal症発生事例】哺育預託農場 Aに導入された１頭が下痢を呈し、当所の病性鑑定で、Salmonella Ty-

phimurium（以下 ST）を分離、Sal症と診断。その後哺育牛１３頭が感染、うち４頭が死亡。

【導入牛 Sal対策】この発生事例を受け、企業 K、預託農場、農業共済組合、家保で協議し、導入牛全頭の Sal検査を

開始。企業 Kは検査費用負担、預託農場は採材、農業共済組合は陽性牛の治療、家保は検査及び全体の衛生指導を実施。

【導入牛 Sal検査の有用性の検討】H７年～２０年に検査した２６，３２７頭のうち１２１頭（０．４６％）から Salを分離、うち６１頭が

STであった。この結果を評価するため、過去１０年間の ST保菌牛摘発事例と、平成７年の発生事例をもとに、導入牛 Sal

検査が未実施での損害額を推定。感染牛への治療費、死亡牛の損失価格の合算で推定損害額は７，８９４，１００円にのぼった。

【対策の効果】Sal症のまん延防止、損害の低減のみならず、対策を推進する中で、関係機関の防疫体制の確立、生産者

を含めた預託会議の開催、企業及び預託農場の衛生意識の向上が認められた。また、対策実施以降、疾病全体の哺育育成

牛事故率の低減（対策前：７．６２％→H２０：３．８２％）、さらに、肥育預託農場へ移動後の肥育事故率の低減（対策前：３．１１％

→H２０：１．３４％）も認められた。

【まとめ】肉用牛預託管理システムにより、企業は、安定生産とブランド化を図り、預託農場は、安定した生活基盤を得

るという利点がある。一方で、不特定生産地の子牛の導入は、病原菌の侵入及び発症リスクが高い。故に、健康な牛を生

産するには、導入牛の事故対策と、より高度な衛生管理が不可欠であり、導入牛 Sal対策は、預託の管理システムの全段

階における生産性向上の軸となるものと期待できる。

産－２８
十勝管内における乳用牛ヨーネ病防疫の現状と課題～スクリーニング法の導入とリアルタイムPCRの
活用～
○本間慎太郎１） 山口俊昭１） 伴 光２）

１）十勝家保 ２）農水省動物衛生課

十勝管内で平成２０年９月から２２年３月末まで、延べ７８３戸８４，０４２頭をヨーネ病スクリーニング法（以下、S法）で検査

し、延べ２８６戸６５０頭が陽性となった。陽性率は、家畜伝染病予防法第５条に基づく一斉検査では０．６６％、同法第５１条に基

づく発生農場検査では０．９２％となり、その差は約１．４倍となった。一斉検査では S法陽性率に地域差を認めた。S法で陽

性になった検体のうち、確定検査であるエライザ法（以下、E法）で疑似患畜（以下、疑似）となった割合は一斉検査で

は５．５％、発生農場検査では１５．９％と３倍の差となった。約９０％の検体で S／P値が１０未満となった。陽性と判定される S

／P値６０以上を示した検体は０．８％あった。疑似となった最低の S／P値は１０４．４５であった。S／P値が高くなるにつれて疑

似となる割合が増加し、S／P値が２２０以上では１００％が疑似となった。陽性となった S／P値は E法エライザ値と正の相関

が認められた。S法は検査感度も高く、野外でのスクリーニング手法として有用性を確認した。S法導入後は、現地対応

が煩雑化し、日程調整や人員確保等の課題も多くみられるが、関係機関の協力を得て円滑に推進している。平成２０年１月

から、清浄化に意欲的である乳用牛発生農場で延べ２０戸５，４３５頭、糞便を用いたリアルタイム PCR（以下、rPCR）検査

を実施した。１０８頭が陽性となり、全ての個体は自主とう汰をした。

rPCR陽性牛の３４頭で S法も実施した。うち S法陽性の８頭は、rPCRで DNA量が０．００１pg／well以上を示し、６頭は

０．０１pg／well以上と高値を示した。現在、rPCRの活用を繰り返し、ヨーネ病対策が終了に向かっている農場もある。rPCR

法は搾乳牛の糞便培養検査が困難な状況下で、まん延防止対策に有用であると考えられる。しかし、検体処理が煩雑であ

り検査実施者を育成し検査精度を安定させる事が難しいことに加え、多検体処理ができないこと、検査コストが高いこと

等が今後の課題としてあげられる。
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産－２９
シミュレーションモデルを活用した牛のヨーネ病防疫対策についての一提案
○田中良子１） 後藤 潤１） 前田泰治２） 羽生英樹３）

１）宗谷家保 ２）北海道畜産振興課 ３）日高家保

【はじめに】牛のヨーネ病は、家畜伝染病予防法（以下、法）で定められている法定伝染病の中で最も発生が多く、宗谷

管内でも継続的に発生している。管内での発生には地域差があり、法第５条による検査開始以降、管内で摘発された患畜

の７０．１％（平成１０～２１年）は A町の飼養牛。このことから、A町における患畜疫学調査を実施した結果、乳用牛での感

染経路として公共牧場の関与が示唆、町内への広範囲な浸潤が危惧された。そこで、法第５条による検査間隔を短縮し、

６年間に３回実施し発生頭数は減少した。この検査間隔短縮による対策（以下、対策）効果をシミュレーションモデルを

用いて検証したところ、良好な結果が得られたので、本モデルを検査間隔設定の検討に応用した。その結果、本病の早期

清浄化対策に有効と考えられたことから、シミュレーションモデルを活用した防疫対策について提案する。

【シミュレーション方法】小谷が紹介している乳用牛群におけるヨーネ病シミュレーションモデルである「Collins-

Morgan Model」を参考に、公共牧場利用農場を１農場モデルに設定。設定項目は感染源となる２歳以上の頭数、年間更

新率、成牛と子牛の接触回数、患畜データから算出した保菌牛頭数、保菌牛の摘発率等。

【結果】対策を実施した結果、初年時保菌牛頭数３５頭は対策終了時には１頭に減少した。しかし、対策を実施しない場合、

シミュレーションでの保菌牛頭数は８２頭に増加すると算出された。検査間隔の検討は、検査間隔を５、４、３、２年と設

定、今後１６年の保菌牛頭数の推移を検討。その結果、初年時保菌牛頭数１０頭は全ての検査間隔で漸次増加、シミュレーショ

ン終了時の保菌牛は３、２年間隔で約１００頭、５、４年間隔で約４００頭と算出された。また、保菌牛が５０頭を超えると急増

する傾向にあった。

【考察】対策は本病のまん延防止に有効と判明した。また、検査間隔検討の結果から、検査間隔の短縮は保菌牛の急激な

増加を抑制し早期清浄化への一助となると判断した。地域の発生状況、疫学等を考慮したシミュレーションモデルを活用

した防疫対策が、本病の早期清浄化への手助けとなることを望む。

産－３０
牛のデルマトフィルス症の集団発生例と発生要因調査
○�畠規之１） 小岸憲正２） 尾宇江康啓２） 鏑木仁美１） 稲垣華絵１）

１）留萌家保 ２）十勝家保

【はじめに】平成２１年６月中旬～８月下旬にかけて留萌管内の公共牧場でデルマトフィルス症（以下、D症）の集団発

生があり、対策を講じるとともに発生要因を調査した。

【発生の概要】１）平成２１年１月、X町の酪農家で退牧後から皮膚病を呈する育成牛１頭から Dermatophilus congolen-

sis（以下、D菌）が分離され、D症と診断。臨床獣医師に注意を呼びかけていた。２）６月初旬から X町 A公共牧場に

おいて皮膚炎が発生、１９日には放牧牛４群中３群に発生が確認され、皮膚病変から D菌を分離し、D症と診断。２６～２８

日に放牧牛全頭にヨード系消毒薬の噴霧、ペニシリン投与を実施し、病変をスコア化した。病変は３４２頭（発生率６０．４％）

に見られ、背線から臀部に集中し、頭部には見られなかった。その後も散発したが８月初旬に終息。�７月～８月にかけ
て、X町 B公共牧場で８４頭（同１５．７％）、Y町 C公共牧場で１４頭（同５．０％）が発症。発症牛はペニシリンで治療した。

留萌管内の他の公共牧場で D症の発生は確認されなかった。

【発生要因調査】１）D菌（A公共牧場分離株）の熱水抽出抗原を用いた凝集反応により、平成１６～２０年に採材した公共

牧場の放牧牛と一般農場の成牛の保存血清の抗体調査を実施。陽性率は放牧牛４．５％（１６／３５３頭）、成牛４０．０％（１５０／３７５

頭）で、８カ所中７カ所の公共牧場と、管内全市町村に抗体陽性牛を確認。２）気象調査から、６及び７月の降水量は１０５．５

�（平年比２０２．８％）、１４９．５�（同１３４．８％）、日照時間は１２１．１h（平年比８０．６％）、９２．２h（同６４．８％）で、D症が多発し

た６～７月にかけて、降水量が多く、日照時間がかなり少ない状況。３）発生状況調査では若齢群の発生率、病変スコア

とも、授精対象群に比べ高値。

【まとめおよび考察】今回の発生と抗体調査から、D菌が管内の一般農場に広く浸潤し、育成牛の入牧と共に公共牧場

に侵入していることが示唆された。気象調査から長雨と日照不足が今回の集団発生の大きな要因になったと考えられ、若

齢牛の感受性の高さも確認された。条件が揃えば管内いずれの公共牧場でも D症が集団発生する可能性があり、今後も

注意が必要。

（４０３） ５７
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産－３１
宗谷管内一地区における乳牛の牛５種混合不活化ワクチンの投与効果について
○小林 徹１） 黒澤 篤２） 大橋正二１） 小森 学１） 佐敷 諭１） 秋川博規１） 斎藤昭彦１） 清水 隆１）

当摩睦夫１）

１）宗谷地区 NOSAI ２）宗谷家保

【はじめに】近年、牛呼吸器病症候群による経済損失が問題視されている。治療および死廃による農家の経済損失は大き
く、ワクチンプログラムによる免疫賦活が損耗軽減に効果的と思われる。今回、呼吸器病多発地区において、新たなワク
チンプログラムを実施し、その効果を確認したので報告する。
【材料および方法】当該地区において、平成１８年度は IBR生ワクチンを春に全頭接種（１０，１２４頭、接種率９９．９％）して
いたが、H２１年度は牛５種混合不活化ワクチンを８ヶ月未満の子牛を対象に春と秋に接種し、秋に全頭接種を実施（８，８８１
頭、接種率９０．３％）した。そこで平成１８年度および平成２１年度の２群間での呼吸器病発症頭数と死廃頭数を比較し、経時
的推移・季節別（春季・夏季・秋季および冬季）推移および月齢別（１２ヶ月齢未満および１２ヶ月齢以上）推移を χ２乗検
定により統計処理した。また２群において無作為に抽出した乳牛２５頭の抗体価（IBR・RS・PI‐３・BVD１・BVD・２
および AD‐７）陽性率を比較した。２群間の気象条件の相違を確認するため、気象庁当該地区月別データより、平均最
低気温・気温較差・総降水量を比較し、t検定を行った。
【成績】発症総頭数は３４１頭から２３３頭に減少し、死廃総頭数は９３頭から５６頭に減少した（オッズ比０．６９ ０．６１ P＜０．０１）。
月別発症頭数および月別死廃頭数は、ほとんどの月で平成２１年度が平成１８年度を下回った。季節別発症頭数は、夏季・秋
季および冬季で減少（オッズ比０．５６ ０．５９ ０．４９ P＜０．０１）、季節別死廃頭数は夏季で減少（オッズ比０．２８ P＜０．０１）
していた。月齢別発症頭数は、１２ヶ月齢未満の夏季で減少（オッズ比０．３８ P＜０．０５）、冬季で減少（オッズ比０．１４ P＜
０．０１）しており、月齢別死廃頭数は、１２ヶ月齢未満・１２ヶ月齢以上ともに夏季で減少（オッズ比０．２２ ０．２８ P＜０．０５）
していた。抗体価陽性率は、平成２１年度の各項目において９０％以上の高い陽性率を保っていた。気象条件は、各項目とも
２群間に有意差は認められなかった。
【考察】ワクチンプログラムの変更による免疫賦活により、呼吸器病発症頭数および死廃頭数が減少した。特に、春季発
症牛の治癒率向上により、夏季の発症頭数および死廃頭数が減少したと考えられる。また、生後６ヶ月齢前後での確実な
免疫賦活が、呼吸器病発症を抑制し、治療に対する治癒率を向上させることが示唆された。

産－３２
一農場における成乳牛の牛肺虫症大発生
○石原義夫 一條祐一 似内厚之
根室地区 NOSAI中春別

【はじめに】牛肺虫症は Dictyocaulus viviparus の第三期幼虫（L３）を経口的に摂取することにより感染し、肺炎症状を

呈する疾病である。海外では成牛での大発生例が相次いで報告されている。しかし、国内では成牛での大発生は根室地区

以外では報告されていない。今回、根室地区管内の一農場において成牛での牛肺虫症が大発生した症例に遭遇し、２種類

の駆虫薬、塩酸レバミゾールおよびエプリノメクチンを使用して検討を行ったので、報告する。

【材料および方法】発生農場は、２００７年から２年間遊休地であった土地に新規就農し、導入初産牛６０頭を飼養している。

初診時より肺炎症状を示し、抗生物質治療に反応しない症例および発咳等肺炎症状を示す同居牛計５頭から糞便採取し、

糞便中牛肺虫第一期幼虫（L１）遊出法を行った。５頭のうち４頭が牛肺虫 L１遊出法陽性であったため、全頭糞便採取し、

分娩予定日７日以上前の牛２２頭（L群）に塩酸レバミゾール７．５�／�を経口投与し、分娩予定日７日未満の牛および搾乳
牛３８頭（E群）にエプリノメクチン０．５�／�を経皮投与し駆虫を行った。
【結果】牛肺虫 L１遊出法により、L群は７頭（３２％）、E群は２２頭（５８％）が陽性を示し、全６０頭のうち２９頭（４８％）を

占めていた。両群ともに駆虫後の牛肺虫 L１遊出法陽性牛はみられなかった。また、発咳等の肺炎症状も消失した。

【考察】牛肺虫症は育成牛だけでなく成牛でも罹患し、大発生を起こしうる。このことは、感染した導入牛によって L３

が拡散し他の牛に感染した、または汚染された放牧地で牛肺虫が越冬し導入牛に感染したことによって発生したと考えら

れる。牛肺虫症は罹患牛の斃死および乳量減少による経済的損失が大きいことから、成牛に対しても駆虫を行うことが必

要であると考えられた。

５８ （４０４）
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産－３３
子牛の呼吸器病の集団予防を目的とした細霧消毒の方法と効果
○鹿取多恵子１） 安藤貴朗１） 樋口豪紀２） 小岩政照１）

１）酪農大生産動物 ２）酪農大衛生

【はじめに】肺炎は子牛の主要な疾病であり、依然として死廃率が高く、大きな問題となっている。今回、子牛肺炎のリ

スクの一つとして飼養環境の大気汚染に注目し行った細霧消毒による子牛の呼吸器病の集団予防効果について報告する。

【材料および方法】牛群はホルスタイン種雄子牛を導入しているフィードロット素牛肥育牧場であり、子牛は導入後の２１

日～２８日間はカーフハッチで単飼育され、その後１４日間、自動哺乳パドックへ移動されて集団飼育されていた。ワクチン

は、導入時に不活化ワクチン、導入後１４日目に５種混合生ワクチンが接種されていた。肺炎は自動哺乳パドックへ移動後

に多発し、治療実頭数は毎月５０例以上、死廃頭数は２０例を超えていた。２００９年９月から、平均７５頭が飼養されている自動

哺乳パドックにおける子牛肺炎の集団予防を目的とした大気中の細霧消毒を行った。細霧はノズル０．４�、平均粒子径３８
～４７�の細霧システムを牛舎の天井に設置して、動力噴霧器で行った。消毒液は、グルタルアルデヒドを主成分とする動
物用消毒医薬品を１，０００倍に希釈した溶液と木酢液２０倍希釈溶液を用い、１週間に２回、細霧消毒を行った。子牛呼吸器

病の予防効果の評価は、細霧消毒の実施前後における大気中の病原体と肺炎の発病頭数の推移を比較検討して行った。大

気中における病原体の評価は、自動哺乳パドック内の地上１�の大気１０�をエアーサンプラーで吸引し、４８時間培養後に
おける一般細菌と真菌のコロニー数の推移を比較した。

【成績】細霧消毒前は肺炎低発生群の約３～７倍の一般細菌と２～３倍の真菌が分離されたが、細霧消毒後には一般細菌

は翌１０月から、真菌は同月から次第に減少した。細霧消毒前は１ヵ月に実頭数５０例以上、延頭数１５０例以上の子牛が重度

の肺炎を発病したのに対して、細霧消毒後には肺炎の発病が実頭数２０例以下、延頭数４０例以下に漸次減少した。

【考察】今回、細霧消毒によって大気中の病原体がコントロールされて、子牛肺炎が減少することが確認された。このこ

とから、これまであまり重要視されなかった大気中の病原体汚染が、子牛肺炎の大きなリスクなっていることが明らかに

なった。したがって、子牛の呼吸器病を集団予防するためには、細霧消毒による大気汚染のコントロールが重要であり、

また、大気汚染の評価としては、エアーサンプラーによる病原体のモニタリングが有効である。

産－３４
乳用雌子牛預託施設における事故率低減の取り組みと成果
○梅澤直孝１） 繁在家輝子２） 池畑 努１）

１）十勝家保 ２）日高家保

【はじめに】近年、酪農家は労働力や子牛育成施設不足などの課題を抱え、その解決策の一つとして複数の酪農家から子

牛を預かり、哺育育成を専門に行う預託施設（以下、施設）が増加してきている。酪農家は施設の利用でこれらの課題が

解消され、負担が軽減された分、飼養牛の個体管理に時間を割いたり、搾乳牛の増頭も可能となる。一方、施設には様々

な酪農家から子牛が集まるため感染症の侵入とまん延のリスクが増加する。当所は国が行う生産性向上対策事業を活用し

て、管内数カ所の施設で事故率低減の取り組みを実施しているが、今回は A施設での取り組みと成果を報告する。

【A施設の概要】平成１７年５月、同一地域内の１３戸の酪農家（以下、預託酪農家）が出資し、施設を新設して同年１２月か

ら子牛の受け入れを開始した。３～９日齢の子牛を受け入れハッチで７日間飼養し、その後６０日齢までロボット哺乳、以

後育成舎で８カ月齢まで飼養し、最後は公共牧場へ入牧させるか預託酪農家へ返還する。年間預託頭数は約１，０００頭、従

業員３名で管理、飼料は全て購入している。

【取り組み内容と成績】A施設では開設当初から、預託酪農家及び地元自衛防疫組合など関係機関と連携し、事故率低減

の取り組みを実施している。検討会では新生期から哺育育成期の子牛の飼養管理について協議し、預託酪農家用及び施設

用の管理マニュアルやプログラムを作成した。預託酪農家は子牛管理マニュアルに基づき、分娩前後の事故防止に努め、

また良質初乳を十分に与えた健康な子牛のみを預託することを徹底した。施設では預託牛のカーフハッチ隔離飼養時に、

サルモネラや初乳摂取状況を検査し、加熱処理した初乳及び移行乳を給与した。牛舎やカーフハッチの定期的消毒、哺乳

器具は毎日取り外し手作業で洗浄、消毒、乾燥を行うなど基本的動作を確実に実施した。当所は施設で適用する呼吸器病

ワクチンプログラムの作成と検証を実施し、サルモネラ侵入時に、預託酪農家を含めた原因調査と対策を行い、管理マニュ

アルの一部改善とサルモネラ対策マニュアルを作成し適用した。呼吸器病やサルモネラの被害は抑制され、預託頭数は毎

年増加し、死廃率は設立以降、全ての年度で３％以下と良好な成績を維持している。

（４０５） ５９
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産－３５
過去５年間に病性鑑定を実施した牛肺炎の病理組織学的および免疫組織化学的解析
○伊藤 満１） 杉本美紀２） 中岡祐司３）

１）十勝家保 ２）留萌家保 ３）根室家保

【はじめに】牛呼吸器病は複数、複雑な要因により発症し、経済的損失の大きな疾病である。当所では様々な病原体が関

与した牛呼吸器病の病性鑑定依頼がある。斃死牛や廃用牛の検索では病態末期を観察していることも多く、複雑な要因で

発症する牛呼吸器病の病態を全て推察することは難しいが、主原因となる病原体により病態に差があることを認識するこ

とは臨床的にも意義があると考える。今回、主要な細菌性呼吸器病起因菌について、病理組織学的検査に加え、免疫組織

化学的検査（IHC）を実施し、病変と IHC所見を比較検討したので報告する。

【材料および方法】平成１６～２０年度に病性鑑定を実施した牛肺炎１３５症例についてMycoplasma bovis（Mb）、

Mannheimia haemolytica 血清型１型（Mh）、Histophilus somni（Hs）、Pasteurella multocida（Pm）の抗血清を用い

IHCを実施、病変と IHCの結果を解析した。

【結果】Mbによる肺炎は化膿性気管支肺炎～肺胞領域の壊死を伴う病変を形成し、IHCでは４８％でMb抗原が検出され

た。同抗原は、気管支、細気管支腔内、壊死巣、化膿巣で多くみられた。Mhによる肺炎は、線維素性気管支肺炎～線維

素壊死性気管支肺炎を呈し、IHCでは４６％で検出され、低月齢での検出割合が高い傾向にあった。陽性抗原は、線維素

性壊死部やその周囲の変性細胞領域、肺胞炎症細胞部で多数の陽性抗原を認めた。Hsによる肺炎は化膿性気管支肺炎～

線維素の析出が顕著な肺炎、重度の症例では線維素性壊死性気管支肺炎を呈しており、IHCでは４３％で検出された。陽

性抗原は気管支、細気管支腔内、壊死巣、化膿巣や線維素性壊死部で認められたが、混合感染が多く、単独感染は８％だっ

た。Pmが主原因と考えられる症例は、今回の検索では認められなかった。

【まとめ】Mbは牛呼吸器病の一次原因としての位置付けが強いが、主原因と判断されるような重篤な肺炎を呈した症例

も多くみられた。Mhによる肺炎は、病原性の強さから混合感染していても、主原因と判断されるケースが多かった。Hs

は混合感染で多く認められたが、Mhに類似した線維素性壊死性気管支肺炎を呈する症例が少数確認され、Mhとの鑑別

には病原検索が重要と考えられる。Pmが主原因と考えられる症例は、今回の検索では確認されなかった。

産－３６
豚エンテロウイルス性脳脊髄炎が疑われた症例の病理組織学的検索
○久保 翠１） 森田大輔２） 高山裕章３）

１）上川家保 ２）石狩家保 ３）留萌家保

【はじめに】豚エンテロウイルス性脳脊髄炎（以下本病）は、豚テシオウイルス（以下 PTV）による豚の伝染性疾患で、

病理組織学的に灰白質脳脊髄炎を特徴とする。今回、上川管内の一養豚場で本病を疑う症例に遭遇し、詳細な病理組織学

的検索を実施したので報告する。

【発生の概要】平成２０年６月、繁殖雌豚３００頭を飼養する一貫経営農場で、一腹１～２頭の割合で離乳前後の子豚が全身

性痙攣等の神経症状を呈し、１５頭が死亡した。一旦発生は治まったが、同年９月に同様の発生が認められた。

【病性鑑定成績】平成２０年６月に発症豚３頭（生体２頭及び死体１頭、３０日齢）、９月に発症豚２頭（生体、３０日齢）の

病性鑑定を実施した。１）病理解剖検査：中枢神経系に著変なし。２）ウイルス学的検査：CPK細胞、Vero細胞を用い

たウイルス分離陰性。PTV、豚血球凝集性脳脊髄炎ウイルス、豚パルボウイルス、豚サーコウイルス２型、PRRSウイ

ルス遺伝子陰性。PTVの中和抗体価は２倍未満。豚コレラ、オーエスキー病、豚日本脳炎は各種検査により否定。３）

細菌学的検査：中枢神経系及び五大臓器等からの有意菌分離陰性。

【病理組織学的検索】中枢神経系では、間脳から脊髄にかけて非化膿性灰白質脳脊髄炎が認められ、病変は脳幹部・脊髄

腹角で強い傾向であった。また、非化膿性脊髄神経節炎及び神経根炎が認められ、神経根では軸索変性及び腫大が認めら

れた。大脳の病変はごく軽度であった。抗 PTVモノクローナル抗体を用いた免疫組織化学的検査は陰性であった。中枢

神経系以外では２頭に間質性肺炎、１頭に軽度の化膿性気管支肺炎が認められた。

【まとめ】今回の症例は、ウイルス分離及び遺伝子検索は陰性であったが、非化膿性灰白質脳脊髄炎が認められ、脳幹部

及び脊髄腹角の病変が重度であったこと、脊髄神経節炎及び神経根炎が認められたこと、脊髄神経根では軸索変性及び腫

大が散見されたことが本病の野外例及び感染実験例と酷似しており、病理組織学的に本病が強く疑われた。また、大脳の

病変はごく軽度であったこと、リンパ節等に豚コレラ、オーエスキー病等の疾病を疑う病変は認められなかったこと、各

種検査において病原因子が陰性であったことから、類症疾病は否定された。以上のことから、本病を疑う場合は大脳や脳

幹部に加え、脊髄及び脊髄神経節を検索することが重要と考えられた。
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産－３７
母豚用PCVによる移行抗体付与を主体としたPCVAD対策とその効果
○江口 暢１） 米谷裕将２）

１）ノアファーム ２）日本全薬工業（株）

【はじめに】豚サーコウイルス２型（PCV２）の感染は、著しい免疫機能低下をもたらし、様々な病性を示し、生産現

場に多大な損失をもたらす。サーコウイルス関連疾病（PCVAD）を診断した A農場において、産子移行抗体の付与を主

な目的として、母豚用サーコウイルス不活化ワクチン（母豚用 PCV）接種などの、PCVADの軽減対策を実施し、その

効果を検討した。

【材料および方法】母豚用 PCVを分娩前２回接種した母豚５頭、母豚用サーコ非接種の母豚４頭におけるワクチン接種

前及び分娩後授乳期の母豚の血清 PCV２抗体価（IFA）及び RtPCR検査を実施した。また、分娩母豚の初乳の移行抗体

価とワクチン接種母豚の初乳を飲んだ子豚の日令毎の抗体価（IFA）と RtPCR検査による PCV２ウイルス量を調査した。

生産成績については、定期訪問時に事故の実態及び生産動態を確認した。哺乳期～離乳期において死亡した子豚について

は、必要に応じて病性鑑定を実施し、その死亡原因を調査した。

【成績】A農場において母豚用 PCV接種後顕著な抗体価の上昇が見られたが、非接種群では抗体価に変化はなかった。

母豚用 PCV接種豚の初乳中の抗体価は母豚の血清抗体価より有意に上昇した。その移行抗体の肉豚における消失時期は

１００日以前と思われた。抗体保有の有無にかかわらず、肥育豚は PCV２に感染している事が RtPCRで確認されたが、今

回の検討中に PPCVADは認められなかった。

【考察】PCVAD対策として、有効消毒薬の選択及び母豚用サーコワクチンを接種した初乳を子豚に飲ませること等によ

り、継続的な PCVADの低減をはかるに至っている。PCV２は農場内に常在するウイルスであり、感染は常時起きてい

るが、PCVAD対策を実施することで、体内のウイルスの増殖レベル及び体外への排泄レベルを低減すでき、農場内及び

豚体内の免疫機能低下を抑制すると考えられる。免疫機能の向上性を維持するために、定期定例的に Rt-PCR及び抗体

モニタリングしていくことは、農場の生産衛生管理のチェックに欠かせないことが示唆された。

産－３８
一養豚場における損耗要因調査と対策効果
○一條 満１） 榊原伸一１） 竹田 博２）

１）檜山家保 ２）十勝家保

【はじめに】当所では、と畜場検査データを集積し、養豚現場の疾病状況把握に努めている。管内の一養豚場で、平成１９
年から肺廃棄率が急増したため、要因を調べたところ、Mycoplasma hyopneumoniae（以下Mhp）や豚サーコウイルス
２型（以下 PCV２）等が関与する豚呼吸器病複合感染症（PRDC）を確認。当該農場でMhp及び PCV２について対策
を実施したところ、損耗の低減が認められたので概要を報告する。
【材料と方法】	Mhpワクチンの接種時期検討のため、従来どおりの１、４週齢時ワクチン接種群（従来群）と、これ
に８週齢時接種を追加した群（変更群）、各１０頭について約２カ月齢から出荷までのMhp抗体及び体重（胸囲から算出）
を比較。
PCV２ワクチン接種効果の検討のため、３週齢時接種群（接種群）と未接種群、各１０頭について２及び３カ
月齢から出荷まで同一豚を経時的に追跡し、PCV２抗体、血清中 PCV２量及び体重を、また、両群間の事故率を比較検
討。さらに、	
とも、出荷豚の肺病変（病変面積、病理組織検査）及び枝肉状況（重量、背脂肪、格付け）を調査。
【成績】	Mhp抗体は両群とも５カ月齢に上昇。体重は両群とも５カ月齢まで増加したが、従来群の６カ月齢での増加
はわずかにとどまった。出荷豚のマイコプラズマ性肺炎（以下MPS）病変面積は、従来群１３％に比べ、変更群は３％と
有意に少なかった。枝肉状況調査では、背脂肪厚が従来群で有意に薄かった（接種群２０�、従来群１４�）。
PCV２抗体
は未接種群に比べ、接種群で低い傾向。ウイルスは両群とも３カ月齢から検出され、量も検出頭数も接種群の方が少なかっ
た。また、未接種群では、３、４カ月齢でのウイルス量、検出頭数が多かった。体重は、ウイルス量、検出頭数が多かっ
た３、４カ月齢の未接種群で少ない傾向。出荷豚の病理組織検査では、接種群で間質肺炎が軽度。離乳後事故率は、死亡
率（３％：１３％）、発育不良豚発生率（５％：１３％）とも、接種群の方が有意に低値。
【まとめ】今回の成績から、肥育後期のMhp感染は体重増加を抑制し、背脂肪の産生に影響を与え、格付けの悪化につ
ながることがわかり、ワクチン接種時期の変更によって、損耗を改善することができた。また、PCV２ワクチン接種は
ウイルス血症を抑制し、離乳後の事故率を改善した。PCV２感染は見かけ上健康な豚にもウイルス血症を起こし、肺に
傷害を与え、増体や呼吸器症状の悪化に影響を与えると考えられた。今後、ワクチンの適期接種に加え、飼養環境の改善
等を実施し、PRDCによる損耗のさらなる低減を図る。
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産－４０
馬ヘルペスウイルス１型感染による神経症状が疑われたサラブレッド種妊娠馬の２例
○水口悠也１） 松田一哉１） 舘江弘明２） 河村芳朗１） 桐澤力雄３） 角田修男４） 谷山弘行１）

１）酪農大獣医病理 ２）メジロ牧場 ３）酪農大獣医ウイルス ４）社台コーポレーション

【はじめに】馬ヘルペスウイルス１型（EHV‐１）感染による馬の神経症状は年齢、性別に関わらず発生する。中でも妊

娠馬は発生の危険性が高いとされ、海外では妊娠馬での発生も報告されている。しかしながら、わが国では過去に競走馬

群内に７例、仔馬への EHV‐１感染実験中の母馬に４例の神経症状の発生が報告されているのみであり、妊娠馬での発

生の報告は見当たらない。今回、サラブレッド生産牧場の繁殖牝馬群内において EHV‐１感染によると考えられた神経

症状の症例が続発し、うち２頭の妊娠馬を病理学的に検索する機会が得られたため、その結果を報告する。

【材料と方法】症例１は１２歳であり、妊娠２９４日に発熱し、５日後に起立不能を呈し、その翌日に安楽殺に処された。症

例２は８歳、妊娠２８７日に発熱がみられ、６日後に起立不能となり、安楽殺に処された。中枢神経系を含む全身臓器を肉

眼的に観察した後に採材を行い、定法に従い、病理組織学的検索を実施した。また、脊髄組織からのウイルス分離を実施

した。

【結果】肉眼的に症例１、２ともに胸髄から腰髄を中心とした脊髄実質における多発性出血巣、ならびに、頚背部の筋間

における水腫が認められた。他の臓器および胎仔には著変は認められなかった。組織学的には大脳、中脳における軽度の

非化膿性血管炎および囲管性細胞浸潤、微小出血巣、血管周囲実質の粗鬆化が認められた。脊髄では非化膿性血管炎およ

び囲管性細胞浸潤、出血巣ならびに神経軸索の腫大が認められた。病変は脊髄において脳よりも強く、症例１は２よりも

重度であった。ウイルス分離では症例２の脊髄から EHV‐１が分離された。

【考察】海外で報告されている EHV‐１感染による脳脊髄病変は競走馬や妊娠馬での差異は無く、今回検索した症例に

認められた中枢神経病変はこれらの報告と一致していた。国内においてはこれまでに妊娠馬における EHV‐１感染によ

る神経症状の発生は報告されておらず、ウイルス学的検索も含めた病原性や病態機序の解明が必要であると考えられた。

産－３９
馬鼻肺炎による妊娠馬の起立不能と流産の流行
○舘江弘明１） 松田一哉２） 信本聖子３） 角田修男４） 谷山弘行２） 桐澤力雄５）

１）メジロ牧場 ２）酪農大獣医病理 ３）胆振家保 ４）社台コーポレーション
５）酪農大獣医ウイルス

【はじめに】馬鼻肺炎は馬ヘルペスウイルス１型（EHV‐１）と馬ヘルペスウイルス４型（EHV‐４）感染症の総称で、
馬産地においてそれぞれ主に流産、呼吸器疾患を起こす。EHV‐１感染では散発的に起立不能などの神経症状を呈するこ
とがあるが、今回、２０１０年１月下旬から３月半ばにかけて胆振管内の一生産牧場において妊娠馬の神経症状と流産が集団
でみられたので報告する。これはわが国での EHV‐１による神経症状集団発生の初発例である。
【材料と方法】EHV‐１の HH１株とウサギ腎株化（RK１３）細胞を用いて中和抗体を測定した。ウイルス分離は馬胎子
腎培養細胞を用いて行った。EHV‐１遺伝子検索は PCR法で行った。
【経過】当該牧場では２９頭の妊娠馬が約１�離れた二つの厩舎で管理されていた（１号厩舎：１７頭、２号厩舎：１２頭）。
初発は１号厩舎で、１／２６に初妊娠の馬（いわゆるあがり馬）が突然流産した。その約１週間後から、２～５日間の発熱
（４０℃前後）がみられた後、腰痿、起立不能となった馬が７頭（うち２頭で流産、６頭安楽殺）、流産した馬が６頭いた。
２号厩舎では１頭が臨床兆候なく流産した。流行終息後、１号厩舎では５頭の妊娠馬が正常に分娩した。なお、妊娠馬全
頭に馬鼻肺炎不活化ワクチンが妊娠期間中に１～５回接種されていた。
【結果とまとめ】起立不能は発熱初日から５～７日後に起きた。起立不能の雌馬１頭の脊髄、全ての流産胎子から EHV
‐１が分離された。起立不能になった馬の大脳、脊髄、脳脊髄液などから PCR法で EHV‐１遺伝子が検出された。１／６
以降の保存血清について中和試験を行った結果、EHV‐１の流行は流産初発後の１月下旬と推察された。起立不能となっ
た馬では、中和抗体価の有意な上昇は認められなかった。発熱の流行は２回みられ、２回目は１回目の発熱流行後の起立
不能馬や流産胎子、羊水等に含まれていたウイルスが、馬群内に広がったためと推察された。２回目の発熱流行時に４頭
の発熱馬に抗ヘルペスウイルス薬のアシクロビル（４０００�×５回／日）を投与したが、起立不能もしくは流産を防ぐこと
はできなかった。１頭の発熱馬には発熱初日からフルニキシンメグルミンとアシクロビルを１０日間投与したが１０日後に流
産した。これらのことから EHV‐１感染で発熱を呈した妊娠馬でのアシクロビル投与は EHV‐１による発症の防御には
効果がない可能性が考えられた。現在、分離ウイルスと神経病原性との関連性を遺伝子レベルで検討している。
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産－４１
育成後期の軽種馬における浅指屈腱の肥大とその将来
○日高修平１） 小林光紀１） 安藤邦英１） 吉原豊彦１） 冨成雅尚２）

１）軽種馬育成調教センター（BTC） ２）日本中央競馬会

【はじめに】軽種馬の育成後期における浅指屈腱の肥大は、屈腱部の帯熱や違和感を主訴とし、超音波検査において浅指

屈腱断面積の全域的な増大が認められるため、トレーニングを進める上でしばしば問題となっている。しかし、この浅指

屈腱の肥大が競走馬としての将来に与える影響に関する報告は海外でも少なく、国内では皆無に等しい状況にある。本研

究では、育成後期において浅指屈腱の肥大が認められた馬に対し、各種調査項目を設けて将来について検討したので、そ

の概要を報告する。

【材料と方法】対象は、BTC診療所で２００４年１月～２００８年１２月の５年間に浅指屈腱全域が肥大していると診断された育

成後期のサラブレッド種（８２頭）である。調査項目は、それらの個体情報、出走率、初出走時期、初出走から１年間の出

走回数および勝ち上がり率で、それらの調査結果はその母系兄弟（３７２頭）と比較した。また、腱肥大の程度により調査

項目に差があるか調べるため、対象馬８２頭を浅指屈腱の最大断面積が１．３０以上１．８０�未満および１．８０�以上の２群に区分
し比較した。

【成績】浅指屈腱の肥大が認められた馬は、両前肢３３頭（４０．２％）、左前肢２６頭（３１．７％）、右前肢２３頭（２８．０％）であっ

た。全体の８９．０％の馬が、中央または地方競馬に出走し、そのうちの２８．８％が２歳時に出走した。初出走時期の中央値は

３歳時の３月で、初出走から１年間の出走回数は８．４±４．８回、勝ち上がり率は６５．２％（中央・地方含む）であった。これ

らのうち、母系兄弟と差が認められたのは２歳時での出走率（兄弟：５３．７％）および初出走時期（兄弟：２歳時の１２月）

であった。また、腱肥大の程度による比較では各項目において２群間に差は認められなかった。

【考察】育成後期における浅指屈腱の肥大は、２歳時での出走率が低く、初出走時期が遅れる傾向にあることが明らかと

なった。しかし、その後の出走率、初出走から１年間の出走回数および勝ちあがり率に差がなかったことから、その後の

競走馬として活躍の可能性は十分に期待できることが示唆された。また、浅指屈腱の最大断面積の大きさによる検討では、

今回調査した各項目に有意差を認めなかったことから、最大断面積の大きさは将来に大きな影響を与えないことが示唆さ

れた。

産－４２
若齢馬の第三中手骨遠位掌側部に発生した疲労骨折
○安藤邦英 小林光紀 日高修平 吉原豊彦
軽種馬育成調教センター（BTC）

【はじめに】運動器を酷使される軽種馬において、中手部の疾患は跛行の原因となり、同部の疲労骨折は日常的に発生す

る疾患である。その発生部位は背側部の皮質骨に多いが、他の部位でも報告されている。近年、海外で馬の第三中手骨遠

位掌側部の皮質骨における疲労骨折の報告があったが、同様な症例の国内での報告は見当たらない。そこで、BTC診療

所で認められた若齢馬の第三中手骨遠位掌側部に発生した疲労骨折の臨床的特徴とその転帰について報告する。

【材料および方法】２００７～２００８年に BTC診療所で第三中手骨遠位掌側部の疲労骨折と診断されたサラブレッド種２歳馬

５頭（雄２、雌３）、６症例を対象とした。そのうちの１頭は異なった時期に対側肢での発生があったため、２症例とみ

なした。全頭とも臨床検査および X線検査を実施し、転帰については管理者への聞き取り調査および競走成績を調査し

た。

【成績】臨床症状は、全例で中等度の支跛行を呈し、触診では第三中手骨遠位掌内または掌外側部の腫脹および触診痛、

中手指節関節の屈曲痛を示した。X線検査では、外内像における第三中手骨遠位掌側部の皮質骨に認められる不整形の骨

折線とその周囲の仮骨が特徴的であった。しかし、初診時には６例中４例で検出されず、２～４週間後の再検査で診断さ

れた。形成された仮骨は、治癒が進むにつれて縮小していく像が複数例で観察された。発症から騎乗運動再開までの期間

は、骨折の程度によって２～４ヶ月と様々であった。本疾患とは別の原因で１頭が安楽殺となったが、その他の４頭全て

がその後レースに出走した。

【考察】６例中４例で、初診において第三中手骨遠位掌側部の疲労骨折の診断が困難であった。これは発症直後の骨反応

がわずかであり、また普段あまり注意深く観察されない部位であるためと考えられた。本疾患で興味深いことは、骨折発

生後に形成された仮骨が治癒とともに縮小する像が複数例で観察されたことである。この部位は腱や靭帯が走行している

ことから、仮骨の過剰な形成による腱や靭帯への傷害を防ぐため、適切な休養と管理されたリハビリテーションを実施す

ることが予防医学的見地から重要であると考えられた。

（４０９） ６３

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－４３
サラブレッドにおける外科手術の術後成績に関する回顧的調査 � １０６頭の感染性関節炎に対する関
節洗浄手術
○鈴木 吏 田上正明 加藤史樹 仙波尚之 橋本裕充 角田修男
社台コーポレーション

【はじめに】若齢馬に多く発生する感染性関節炎は、罹患馬の運動機能に不可逆的な障害を与え得る治療が困難な疾患で

ある。我々は、１９９９年から２００９年に１０６頭の感染性関節炎のサラブレッドに対する関節洗浄手術を実施し、術後成績につ

いて調査したのでその概要を報告する。

【症例と調査結果】臨床症状と関節液の検査から、感染性関節炎と診断したサラブレッド１０６頭（雄６１頭、雌４５頭）につ

いて調査した。発症日が明確であった９３頭中７７頭（８２．７％）が当歳馬で、１カ月齢以下３６頭（３８．７％）、２～４カ月齢２７

頭（２９．０％）、５カ月齢以上１４頭（１５．０％）で、１歳６頭、２歳以上１０頭であった。発症から手術までの経過日数は０～

５９日（平均３．９日）で、３６頭（３８．７％）は発症から２４時間以内に関節洗浄手術が実施された。関節洗浄手術は全身麻酔下

で関節鏡・套管針・注射針の何れかを用いて実施し、術後治療は症状に応じて抗菌剤の全身投与を行った。２回以上の関

節洗浄手術を実施した症例は３９頭（３６．７％）であった。多発性関節炎の症例は１３頭（１２．２％）で、９３頭（８７．７％）は一関

節のみの発症であった。罹患関節数はのべ１２５関節で、飛節４５（３６．０％）、膝関節３０（２４．０％）、球節２０（１６．０％）、手根関

節９、蹄関節８、肘関節５、繋関節４、肩関節と股関節各２であった。４２頭（３９．６％）で骨髄炎や関節周囲の膿瘍などの

合併症が認められた。６５頭で関節液の細菌培養検査を実施し、２７頭（４１．５％）で細菌が分離され、ほぼ全ての細菌はセフ

チオフルとミノマイシンに対する感受性が認められた。術後１０６頭中８１頭が治癒し、治癒率は７６．４％であった。

【考察】経過日数別の治癒率は、２４時間以内に手術を実施した症例が８６．１％（３１／３６頭）と最も高く、発症後速やかに関

節洗浄手術を実施することが非常に重要であることが確認された。多発性関節炎の治癒率３８．４％（５／１３頭）は、一関節

のみ８１．７％（７６／９３頭）よりも有意に低かった。また、一般に予後が悪いとされている合併症を伴う症例の治癒率は７６．１％

（３２／４２頭）で、合併症を認めなかった症例の治癒率７６．５％（４９／６４頭）との間に有意な差は認められなかった。治療が困

難な感染性関節炎に対して早期に実施される関節洗浄手術は、極めて有効な治療方法であると考えられた。

産－４４
サラブレッドにおける外科手術の術後成績に関する回顧的調査 � １０９頭の骨折に対する内固定手術
○田上正明 加藤史樹 鈴木 吏 仙波尚之 橋本裕充 角田修男
社台コーポレーション

【はじめに】サラブレッドにおける骨折に対する治療は、馬の獣医外科医療の中で古くからそして将来的にも主要なテー

マの一つである。我々は１９９８年から２００９年に１７５頭の骨折症例に対して内固定手術を実施したので、その内容とその内１０９

頭の術後成績について調査したのでその概要を報告する。

【症例ならびに調査内容】症例はサラブレッド種で、手術時の年齢は当歳１３頭、１歳４頭、２歳８８頭（５０．２％）、３歳４４

頭（２５．１％）、４歳１１頭、５歳以上１５頭であった。骨折部位は第１指骨４８頭（２７．４％）、第３足根骨３５頭（２０．０％）、第３

中手骨２１頭（１２．０％）、第３中足骨１８頭（１０．３％）、第１趾骨１４頭、尺骨・近位種子骨各１０頭、第３手根骨８頭、中心足根

骨・脛骨遠位外果各３頭、第４手根骨２頭、副手根骨・第４中足骨・中間手根骨各１頭であった。何れの手術もイソフル

ラン－酸素吸入麻酔下にて実施され、尺骨骨折など１５頭ではプレートと螺子による内固定を行い、他のすべての症例は螺

子による内固定を行った。症例数が多く、２００８年までに手術を行った第１指骨の矢状骨折（以下 P１）４１頭（２歳２４頭）、

第３足根骨の板状骨折（以下 T３）３４頭（２歳１３頭）、第３中手（足）骨の顆状骨折（以下M３）３４頭（２歳５頭）につ

いて JBIS Search�を用いて術後の競走成績を調査した。調査項目は、出走率・術後初出走までの日数・出走回数・収得

賞金であった。

【結果とまとめ】術後の出走率は、P１では７８．０％、T３とM３では８５．３％であった。術後初出走までの日数は、P１（１２００

日を超えた２頭を除外）では１６４～８７１日（２歳／平均４０４．３日・競走馬／平均３１７．１日）で、T３では２０６～４８４日（平均３１２．７

日）、M３では１６２～６８６日（平均３１６．０日）であった。術後収得賞金は、P１では０～１３，１５２．８万円、T３では０～２９，０１２．７

万円、M３では０～１８，４６６．４万円であった。術後競走出来た症例の比率はいずれも高かったが、出走までには平均で約１０

ヵ月以上を要しており、P１の２歳馬で特に長かった。術後収得賞金は症例による差が大きく、P１の半数（２歳６５％）

は１００万円以下だった。しかし、様々な困難を伴う骨折の内固定手術後にも多くの馬が競走に出走し、高い能力を発揮出

来た症例が相当数いたことは意義深いことと思われた。

６４ （４１０）

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－４５
軽種馬生産地における眼科診療
○佐藤正人 樋口 徹 井上 哲 加藤 健
NOSAI日高

【はじめに】馬は眼疾患に対する罹患率が高く失明すると日本国内では競走馬という目的を果たせなくなるため予後も含

め的確な診断と治療が必要となる。過去三年間の NOAI日高における馬眼科診療について件数、診療内容などを調査し

た。

【材料および方法】過去三年間 NOAI日高所属の獣医師による診療を受けた馬あるいは開業医も含め二次診療の必要性

から家畜診療センターに搬入された馬について件数、病名、診療回数、二次診療内容、予後などを調査した。

【結果】過去三年間の眼科診療件数は８５３件であり、主な疾病は結膜炎２９８件、角膜炎・角膜潰瘍２９７件、眼瞼内反症１０８件、

眼瞼炎７４件、鼻涙管狭窄２３件であった。また二次診療が必要と判断され家畜診療センターに来院した件数は４６件であった。

８５３件の内５４８件が二回以内の診療で終診となる軽症例であった。家畜診療センターに来院した４６件の内、角膜疾患が１４件

と最も多く、鼻涙管狭窄８件、腫瘍８件、ブドウ膜炎４件、白内障３件、眼球破裂３件、角膜浮腫２件、他４件であった。

また外科手術を実施した症例は２０件で内訳は腫瘍摘出８件、眼球破裂に対する縫合術４件、角膜潰瘍に対する結膜フラッ

プ３件、鼻涙管狭窄２件、角膜浮腫に対する結膜フラップ２件、角膜穿孔に対する縫合・結膜フラップ１件であった。診

療センター来院馬のうち、視力に関して予後不良（失明）となった症例は７件であった。

【考察】馬における眼科診療はそのほとんどが１～２回の診療で治癒させることが出来る軽症例であるが中には二次診療

が必要となる症例や視力の維持が困難なケースもある。他の疾患と同様に眼科疾患においても二次診療の果たす役割は少

なくない、今後も診断・治療ともに技術の向上に努めたいと考える。

産－４６
馬の急性腹症の二次診療施設来院症例１０００頭についての考察
○樋口 徹 井上 哲 佐藤正人 加藤 健
NOSAI日高家畜診療センター

【はじめに】この１０－２０年に開腹手術により救命される急性腹症馬は増加してきた。しかし、馬の急性腹症は、現在もな

お生産地での馬の死因の代表的なものである。さらに多くの急性腹症馬を救命する可能性を求めて調査と考察を行った。

【材料および方法】１９９７－２００６年度に疝痛症状を示して家畜診療センターへ来院した症例について診療記録を回顧的に調

査した。

【結果】急性腹症による来院も開腹手術頭数も年毎に増える傾向にあり、調査対象期間中に来院した馬は１０００頭であった。

病名で多かったのは、結腸の捻転・変位３３５頭、小腸捻転・閉塞１２３頭、回腸重積・狭窄５４頭、腸間膜・網嚢孔・横隔膜・

臍ヘルニア５９頭、便秘８０頭、風気疝６５頭などであった。

全体のうち５９４頭に開腹手術を行い４２０頭が退院していた。予後に影響を与える要因を知るために、発症から来院までの

時間と退院率を比較した。結腸の捻転・変位症例３０６頭では、３時間未満で来院した１３９頭のうち８９頭（６４．０％）が手術後

退院しており、３時間以上８時間未満では６６．７％（１０５頭中７０頭）、８時間以上では６４．７％（５１頭中３３頭）が退院していた。

結腸捻転・変位症例の術前 PCV値と退院率では５０％未満が９１．５％（７５／８２）、５０以上６０未満が７３．２％（９０／１２３）、６０以上

７０未満が３７．５％（２７／７２）、７０以上が１１．８％（２／１７）であった。

担当獣医師は、３０頭以上来院させた獣医師が７名、２０頭以上３０頭未満が１１名、１０頭以上２０頭未満が１２名であった。担当

獣医師による退院率（退院頭数／来院頭数）は、１０頭以上来院させた獣医師の中でも７～６９％と大きな開きがあった。

【考察】病名からは便秘や寄生虫による疾患など管理方法により予防できる急性腹症がかなり含まれていた。発症から来

院までの時間による退院率には大きな差は認めなかった。しかし、術前の PCVが高くなるにつれ退院率が悪くなるのは

明瞭で、１例１例を観たときには状態が悪くなる前に開腹手術を行うことが救命のために不可欠であると思われた。

（４１１） ６５

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－４７
メデトミジン‐リドカイン‐ブトルファノール‐プロポフォールを用いた馬の全静脈麻酔法
○伊丹貴晴１） 石塚友人１） 三好健二郎１） 鈴木一由２） 田口 清２） 山下和人１）

１）酪農大伴侶動物医療 ２）酪農大生産動物医療

【はじめに】これまで馬の全静脈麻酔法（TIVA）には、ケタミンを用いた triple drip法やその変法が広く用いられてき

たが、２００７年にケタミンが麻薬指定されその臨床応用は煩雑となった。これを受け、演者らはメデトミジン‐リドカイン‐

ブトルファノール‐プロポフォールを用いた馬の TIVA（MLBP-TIVA）を開発し、その有用性を検討してきた。今回、

MLBP-TIVAを馬の去勢術に臨床応用し、若干の知見を得たので報告する。

【材料および方法】本学附属動物病院で去勢術を目的に全身麻酔を実施した牡馬１１頭（平均７．１歳［SD６．５］、体重平均４８８

�［SD９１］）にMLBP-TIVAを応用した。麻酔前投薬としてメデトミジン５�／�‐ブトルファノール０．０２�／�を静脈内
投与（IV）し、リドカイン１�／�‐プロポフォール３�／� IVで麻酔導入した。倒馬後、メデトミジン（３．５�・�－１・

時間－１）、リドカイン（３�・�－１・時間－１）、およびブトルファノール（２４�・�－１・時間－１）を持続静脈内投与するとと

もにプロポフォールの投与速度を調整して外科麻酔を維持した。すべての供試馬で気管挿管し、空気を自発呼吸させた。

麻酔中には心拍数および呼吸数を測定した。麻酔回復期には、麻酔終了から抜管、初発動作、胸骨座位、起立までに要し

た時間を記録した。また、麻酔導入、麻酔維持、麻酔回復の質をスコア化して評価した。

【成績】いずれの供試馬も円滑に倒馬できたが、７頭（６４％）で倒馬後に一時的なパドリングを示した。麻酔維持に要し

たプロポフォールの投与速度は０．１１�・�－１・分－１［SD０．０３］であり、すべての供試馬で円滑に去勢術を実施できた。麻

酔中の心拍数は３５～４０回／分前後で推移し、呼吸数は８－１０回／分で推移した。総麻酔時間、麻酔終了から抜管、初発動作、

胸骨座位、起立までに要した時間は、それぞれ３３分［SD１１］、２１分［SD６］、２２分［SD５］、２８分［SD７］、３４分［SD

７］であった。麻酔回復期に興奮を示した供試馬はなく、麻酔回復は極めて良好であった。

【考察】本麻酔法では、倒馬後に一時的なパドリングを認めるものの、円滑な麻酔維持と良好な麻酔回復を得られた。

MLBP-TIVAは、去勢術などのように野外で実施される全身麻酔法としても馬に臨床応用できると考えられた。

産－４８
サラブレッド繁殖牝馬において経腹穿刺減胎術を実施した１例
○敷地光盛１） 伊藤克己１） 琴寄泰光２） 柴田 良１） 南保泰雄２）

１）日高軽種馬農協 ２）JRA日高育成牧場

【はじめに】馬は双胎の状態が継続した場合、８９％が流産、死産、虚弱子となることから、競走馬の生産においては妊娠

初期に双子の診断を行い、超音波診断装置を用いて双胎の片方を用手的に破砕する方法が現在とられている。しかしなが

ら、受精後１６日以上を経過し、同側子宮に両胚が並んで固着した場合、用手的破砕が困難となることが多い。その場合胎

齢５週までに両胎子を人工流産させて再交配するか、別の減胎術を施す必要がある。今回胎齢５ヶ月を越えた双胎に対す

る経腹穿刺減胎術を実施する機会に遭遇したので、その概要を報告する。

【材料および方法】対象はサラブレッド種１７歳の繁殖牝馬で、交配後２０日目に来院して双胎を確認し、胎齢１５４日および

１６２日に減胎術を実施した。枠場保定において経直腸超音波検査（ALOKA社 ProSound α１０を使用）にて両胎子の位置
を確認し、続いてデトミジン、アセプロマジンおよびブトルファノールにて鎮静、経腹超音波検査のもと穿刺する部位を

定めた。皮下を２％リドカインで局所麻酔後、対象胎子に穿刺針を進入させ、胎子の腹腔内にプロカインペニシリンを注

入した。術後抗生剤、抗炎症剤、黄体ホルモン製剤、子宮収縮抑制剤を一定期間投与した。また、両施術日に血液検査を

実施し白血球数、プロジェステロン（P）、エストラジオール（E２）値を測定した。

【成績】初回施術後８日（胎齢１６２日）に経直腸超音波検査で両胎子の生存を確認したため、再施術を行った。５日後と

なる胎齢１６７日に２頭の流産が確認された。流産胎子の剖検において、減胎対象としていた胎子の腹部に注射痕が認めら

れ、片方よりも数日早く死亡していたことが推測された。施術前後の白血球数および P値には大きな変動は見られなかっ

たが、E２値は６６から４１pg／�へと低下した。繁殖牝馬の健康状態は終始良好であった。
【まとめ】馬の減胎術は、用手破砕法、経膣穿刺法、胎子頚椎脱臼法、経腹穿刺法等が報告されている。胎齢が最も進行

している場合には経腹穿刺法が推奨されているが、その成功率は経験に左右され、６０％と報告されている。今回両胎子と

も流産したという結果から、施術時期の検討、技術の向上が課題となった。日本では妊娠中期以降の胎子の検査および減

胎術はほとんど行われていないのが現状である。各妊娠ステージの適切な超音波検査法および減胎術の確立が必要である

と考えられた。

６６ （４１２）
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産－４９
受胎サラブレッド牝馬における黄体と胎胞の位置および個数に関する調査
○宮越大輔１） 前田昌也１） 南保泰雄２）

１）日高軽種馬農協 ２）日本中央競馬会

【はじめに】ウマの胎胞は排卵後１０～１５日目では１日に何度も左右の子宮角を移動し、排卵後１６日目頃に固着する

（Ginther OJ, REPRODUCTIVE BIOLOGY OF THE MARE１９９３）。このため、ウマでは妊娠子宮角の左右は排卵した

卵巣の左右に影響を受けないと考えられている。本研究では受胎した際のウマの黄体の個数と位置、また黄体と胎胞の位

置関係についてその割合を明らかにし、さらに早期胚死滅、胎子喪失との関連性を明らかにすることを目的にした。

【方法】交配後１５日前後に超音波診断装置にて受胎を確認し、交配４－６週目に再度、超音波診断装置にて妊娠診断を行っ

た１３６６頭を調査対象とした。さらに７８４頭については出生の有無について聞き取り調査を行った。初回の受胎確認時と再

妊娠鑑定時に黄体の位置と個数、胎胞の位置と個数、さらに再鑑定時には胚死滅の有無について調査し、早期胚死滅、胎

子喪失との関連性も検討を行った。なお、再妊娠鑑定までに胚消失が認められたものを早期胚死滅、再鑑定にて受胎を確

認し、その後、分娩にいたらなかったものを胎子喪失と定義した。統計には χ二乗検定を用いて p＜０．０５を有意とした。

【結果および考察】１）初回受胎確認時の黄体：黄体が１個のものは全体の８４．６％（左：４４．７％、右：３９．８％）、左右の

卵巣でそれぞれ１個、合計２個の黄体が認められるものは１０．５％、片側の卵巣で２個の黄体が認められるものは４．９％で

あった。２）黄体と胎胞の位置関係：初回受胎確認時に黄体が片側の卵巣でのみ認められ、胎胞が１つ認められた場合、

黄体と胎胞が同側に認められる割合は５８．０％であり、反対側に認められる割合は４２．０％であった。交配後４－６週目の再

妊娠鑑定時では黄体と胎胞が同側に認められる割合は６１．０％であり、反対側に認められる割合は３９．０％であった。３）黄

体と胎胞の位置関係と胎子喪失率：初回受胎確認時、再妊娠鑑定時のいずれの場合においても、黄体と胎胞が同側に認め

られた場合の胎子喪失率（初回鑑定時：１０．５％、再鑑定時：９．９％）は、反対側に認められた場合（初回鑑定時：５．４％、

再鑑定：５．４％）に比較し有意に高い値となった。

本研究の結果より、サラブレッドにおいて左右の卵巣における排卵頻度はほぼ変わらないことが示唆された。また、ウ

マの胎胞の位置は排卵した卵巣の左右に影響を受けないと考えられた。さらに、黄体と胎胞が同側に認められる場合、反

体側の場合に比較し胎子喪失のリスクが高く、妊娠維持に対し何らかの影響を及ぼしているものと推察された。

産－５０
抗炎症剤がP４添加大腸菌刺激による繁殖雌馬の末梢血単核球に及ぼす影響
○前田洋佑１） 大塚浩通１） 南保泰雄２） 植松春樹３） 田邊太志１） 及川正明１）

１）北里大 ２）JRA日高育成牧場 ３）バンダム牧場

【はじめに】子宮内膜炎は繁殖雌馬の子宮疾患の中で最も多く発生し、主として Escherichia coli（E.coli）のような常

在菌の感染が多く、子宮内膜炎の発症要因の一つにプロジェステロン（P４）による細菌感染防御能の低下が挙げられてい

る。治療法として抗生剤に加えステロイド製剤（SAIDs）や非ステロイド製剤（NSAIDs）などの抗炎症剤が併用されるが、

P４存在下における繁殖雌馬の免疫細胞に対する E.coli 刺激による免疫反応性と抗炎症剤の効果に関しては不明である。

そこで、本研究では in vitro における子宮内膜炎由来 E.coli 可溶化抗原を用いた馬の単核球培養系において、デキサメサ

ゾン（DEX ; SAIDs）、フルニキシン（FLU ; COX‐１、２非選択的阻害 NSAIDs）およびメロキシカム（MEL ; COX‐

２選択的阻害 NSAIDs）刺激による繁殖雌馬の末梢血単核球機能に及ぼす影響を比較検討した。

【材料および方法】供試馬として青森県内の２牧場で飼養されていた疾病の発生のない非妊娠期のサラブレッド種繁殖雌

馬（n＝５）から採血後に末梢血単核球を分離して供試験した。単核球を P４（１�／�）添加下にて E.coli 可溶化抗原ま

たは LPS（各１�／�）刺激に加えて、DEX、FLU、またはMEL（各１０�／�）を加えて培養し、リンパ球増殖反応お
よびサイトカイン遺伝子発現量を解析した。尚、本試験で使用した E.coli は子宮内膜炎発症例から分離した可溶化抗原

を用いた。

【成績】リンパ球増殖反応では、DEX添加において有意に低下したが、FLUならびにMELでは抑制効果は観察されな

かった。サイトカイン遺伝子発現量においては、E.coli 単独刺激での IL‐２および TNF-α遺伝子発現量が上昇する傾向
にあり、これに比べ３種の抗炎症剤添加では IL‐２および TNF-α遺伝子発現量が減少した。一方、LPS単独刺激での IL

‐２および IL‐１０遺伝子発現量が減少する傾向にあり、これに比べ３種の抗炎症剤添加では IL‐２および IL‐１０遺伝子発現

量が増加し、MELでは IL‐４遺伝子発現量も増加する傾向にあった。

【考察】DEXはリンパ球増殖能を低下させるが、FLUならびにMELはリンパ球増殖能に影響しないことが示唆された。

また、いずれの抗炎症剤も P４存在下で E.coli 刺激が誘導する IL‐２および TNF-αの増加を抑制し、LPS刺激が誘導する

IL‐２および IL‐１０の減少を抑制することでサイトカイン発現の調節に関与することが示唆された。

（４１３） ６７
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産－５１
母馬の年齢が産仔馬の免疫状態に及ぼす影響
○宮澤和貴１） 前田洋佑１） 大塚浩通１） 加藤史樹２） 鈴木 吏２） 田上正明２） 高井伸二１） 及川正明１）

１）北里大 ２）社台コーポレーション

【はじめに】仔馬の抗病性の低下は下痢や肺炎などの感染症の発生を増加させるため、生産性を低下させる重要な問題で

ある。抗病性の低下については幾つもの原因が挙げられるが、そのうち高齢の母馬から生まれた仔馬は出生時の体重が小

さく、病気の発生が多いことから、母馬の年齢が産仔馬の抗病性に影響している可能性がある。しかし、母馬の年齢と産

仔馬の免疫状態との関係は明確にされていない。そこで本研究では、母馬の年齢が産仔馬の免疫状態に及ぼす影響につい

て検討する目的で、疫学的に下痢や肺炎の発生が多い生後１ヶ月齢の産仔馬の免疫状態を解析し、母馬の年齢との関係を

検討した。また仔馬の肺炎等で問題となる Rhodococcus equi（R.equi）を用いた培養系にてリンパ球の応答性を解析し

た。

【材料および方法】対象馬は２００９年に同じ牧場で産まれた１ヶ月齢のサラブレット仔馬７６頭を用いた。仔馬は母馬の出産

時の年齢が６歳以下の産仔を若年群（n＝１２；平均５．４±０．８才）、７歳から１２歳の産仔を壮年群（n＝４２；平均年齢９．３±

１．６才）、１３歳以上の産仔を老年群（n＝２２；平均１４．８±１．８才）の３群に群分けした。フローサイトメトリー法による末

梢血サブポピュレーションの解析、PHAおよび R.equi 死菌刺激培養後のリンパ球増殖能および real-time PCR法による

サイトカイン遺伝子発現量を解析した。

【成績】若年群の末梢血単核球数、CD４＋細胞数、CD５＋細胞数、CD８＋細胞数、MHC class�＋CD１４－細胞数およびMHC

class�－CD１４＋細胞数は他の２群に比べ低値であり、CD５＋細胞数ならびにMHC class�＋CD１４－細胞数では壮年群と比

較して有意な低値を示した。リンパ球増殖能においては、マイトジェン活性には差が見られなかったが、老年群の R.equi

添加による反応性は他の２群に比べて高い傾向にあった。

【考察】今回の結果より母馬の年齢が仔馬の免疫状態に影響しており、特に６歳以下の母馬の産仔ではリンパ球が減少す

る可能性がある。

産－５２
ロタウィルス簡易検出キットを用いた仔馬ロタ感染症対策
○佐藤伸介 乾 孝則 東 拓郎 寺山将平 上野大作 織田康裕
NOSAI日高中部

【はじめに】仔馬の下痢症を治療する際、ロタウィルスの感染を知ることは非常に重要である。現在診断はイムノクロマ

ト法を用いた人用簡易検出キットを使用し、簡便で正確に行える。仔馬ロタウィルスは伝播力が強く、牧場内で大発生を

見ることも珍しくない。通常は所謂白痢という症状を呈し一週間程度の期間で治癒するが、病原性大腸菌の二次感染や暑

熱ストレスの感作（熱射病、日射病）により激痛を伴う重篤な腸炎、ウィルス血症、EGUS（馬胃潰瘍症候群）へ移行す

る例も稀ではない。不活化ワクチンの普及により重症例を見る機会は減少したと思うが、簡易検出キットを用いて仔馬群

全体の感染状況を把握し、軽症化を試みたので報告する。

【材料および方法】平成２１年２月～８月までの期間 下痢、発熱の稟告の仔馬についてほぼ全例で仔馬糞便とディップス

ティックロタ（栄研化学株式会社製）を用いて検査を行った。陽性検体は JRA総研栃木支所に送付し再度陽性を確認し

ウィルスを分離した。牧場内で最初の陽性例を発見した時点で仔馬全例にスクリーニング検査を行った。

【結果】現場での簡易検出キット陽性例から全例でウィルスを分離した。初発時点でのスクリーニング検査で無症状、肉

眼的に正常便と思われる個体からウィルスが分離された。無症状馬についても放牧を中止し、安静休養した。殆どの個体

が５日～７日で簡易検出キットが陰転した。

【考察】仔馬ロタ感染症が、一斉の大発生を見ると治療、飼養管理上非常に厄介である。発生のピークが７月ということ

を考えると選抜市場の開催月であり、ゆるやかな発生か、発症しないのが望ましい。ロタウィルスの伝播は最初、放牧地

内で起こるように思われた。簡易検出キットを用いて感染状況を把握することにより、ある程度発生をコントロールでき

るものと考える。感染後の再放牧の指標は簡易キットの陰転を目安にすることで、群内での感染拡大を防ぐことができた

と考える。重症化するロタ感染症は発見の遅れによるものと感じた。仔馬群をこの疾病から守るために簡易検出キットを

用いた頻繁な検査の有用性を感じた。

６８ （４１４）
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産－５３
サラブレッド種仔馬３例にみられた間質性肺炎の病理学的検索
○島田萌美１） 松田一哉１） 橋本浩充２） 角田修男２） 谷山弘行１）

１）酪農大獣医病理 ２）社台コーポレーション

【はじめに】１から６ヵ月齢の仔馬において急性経過をとる重度の間質性肺炎（気管支間質性肺炎）の存在が知られてい

る。本疾患は散発性に発生し、臨床的に呼吸器症状の急激な進行、発熱および高致死率を示し、病理学的にはび漫性重度

の肺胞中隔、細気管支上皮の壊死ならびに反応性変化を特徴とする。今回、臨床的に肺炎が疑われ、７０日齢前後で斃死し

た３例の仔馬の肺にび漫性重度の間質性肺炎を認めたため、その病理学的検索結果を報告する。

【症例】３症例（牡２例、牝１例）はいずれも初診時に発熱、肺音粗励、呼吸促拍を示し、感染性の肺炎が疑われ、抗生

物質をはじめとする治療が行われた。しかしながら、治療への反応性に乏しく症状は漸次悪化して、発症の１０から２５日に

斃死した。３例の斃死時の日齢は６９、７１、７３日齢であり、飼育場所や発症時期に関連性はなかった。

【結果】肉眼的に肺は全葉にわたり硬度を増し、虚脱せず、背側表面には肋骨圧痕が認められた。気管から気管支内腔に

は含泡漿液が貯留していた。割面において肺は桃白色密実性の質感を呈し、滲出物はみられなかった。２例では１ないし

２個の小型膿瘍が認められた。組織学的に肺胞上皮の壊死、脱落、�型肺胞上皮の過形成、肺胞腔内におけるマクロファー
ジ、好中球、多核巨細胞の浸潤、硝子膜形成ならびに蛋白に富む滲出物の貯留が認められた。肺胞中隔には主にリンパ球、

形質細胞が浸潤し、線維芽細胞の活性化および線維化が認められた。小型膿瘍ではグラム陽性球菌を伴う化膿性肉芽腫性

肺炎がみられた。

【考察】今回検索を行った３例の肉眼的および組織学的所見は、報告されている仔馬の急性進行性のび漫性間質性肺炎に

一致した。本病態の原因としては RSウイルス、馬ヘルペスウイルス２型、Pneumocystis carinii、Rhodococcus equi な

どの感染、内毒素血症、環境由来毒物などが考えられているが、未だ解明には至っていない。病理学的検索を通じた病態

の解明、同時期の仔馬にみられる Streptococcus zooepidemicus や R. equi などの感染性肺炎との鑑別が重要であると考

えられた。

産－５４
サラブレッド種仔馬に認められた全前脳胞症の１例
○建内裕貴１） 松田一哉１） 鈴木 吏２） 加藤史樹２） 橋本裕充２） 田上正明２） 角田修男２） 谷山弘行１）

１）酪農大獣医病理 ２）社台コーポレーション

【はじめに】臨床的に高ナトリウム血症を起こす原因は、水分の摂取不足や中枢性あるいは腎性尿崩症による過度な水分

喪失に起因する脱水、ならびに、水分摂取制限や高アルドステロン症に伴うナトリウムの過剰に分類される。今回、離乳

後に高ナトリウム血症を呈した馬において、大脳の著しい奇形を認めたため、その病理学的検索結果を報告する。

【症例】症例は７ヶ月齢、牝のサラブレッド種仔馬であり、離乳後に元気・食欲の急激な減退および全身状態の悪化が認

められた。飲水行動が認められず、排尿も殆どみられなかった。血液および血液生化学検査により中等度の脱水（Ht；

５７．５％）、高ナトリウム血症（１７２mEq／�）が認められた。内分泌学的検査によりレニン活性値およびアルドステロン濃
度の上昇、バソプレッシン濃度の軽度上昇がみられたため、抗アルドステロン薬を投与したが、症状の改善は認められず、

経過観察を行った。その後、脱水および高ナトリウム血症の悪化、起立不能が認められたため安楽殺に処された（７ヶ月

齢）。

【結果】肉眼的に、大脳において左右嗅球の欠損、大脳吻側３分の１における左右大脳半球の分離不全、脳梁の菲薄化、

終脳中隔、脳弓体、海馬体の欠損、左右側脳室の癒合ならびに軽度の拡張が認められた。小脳および脳幹部には著変は認

められなかった。組織学的に大脳に変性性または炎症性の変化は認められなかった。

【考察】肉眼所見から、本例は全前脳胞症と診断された。全前脳胞症とは発生段階の三脳胞期において前脳胞が左右の半

球に分かれず、終脳が単一となった状態である。その病態の程度により重度なものから、無分葉型、半分葉型、分葉型に

分類され、本例は半分葉型全前脳胞症であると考えられた。これまでにヒト、犬、羊、牛、豚、マカクサルならびにモー

ガン種馬で症例が報告されている。このうち、犬および馬の症例において、本例と同様の飲水行動の欠如を伴う高ナトリ

ウム血症が報告されている。飲水行動には渇き感の認知が必要であり、これは飲水中枢（視床下部、脳室周囲に存在）、

前頭連合野、辺縁系、錐体路系および錐体外路系でなされている。全前脳胞症における飲水行動の欠如は、大脳の形成異

常によって飲水行動に関わる中枢領域の機能が障害されることに起因すると考えられた。

（４１５） ６９
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産－５５
先天性胸腔異常がみられたサラブレッド種新生馬の２例
○藤田卓也１） 松田一哉１） 加藤史樹２） 長嶺夏子３） 中島文彦３） 田上正明２） 角田修男２） 谷山弘行１）

１）酪農大獣医病理 ２）社台コーポレーション ３）ノーザンファーム

【はじめに】馬における横隔膜の先天異常には横隔膜欠損症および横隔膜弛緩症が報告されている。横隔膜欠損症は、生

後に呼吸器症状や消化管のヘルニアによる疝痛症状を示すまで気づかれないことが多く、死産や生後直死における報告は

見当たらない。横隔膜弛緩症は死産での１例が報告されている。本発表では、横隔膜欠損症および心膜欠損の併発例（症

例１）、横隔膜筋部の形成不全を伴う弛緩症（症例２）の２例について報告するとともに、死因、病変形成について考察

した。

【症例および肉眼的所見】症例１は胎齢３３６日、体重５７�、頭尾長１０１�の牝であり、分娩中に死亡した。後肢肢軸異常が
認められた。左側横隔膜が体壁から食道間膜にいたるまで広範に欠損していた。同欠損部から、腫大硬結化した肝臓をは

じめとする腹腔内臓器が左側胸腔内に変位していた。心膜は全周性に欠損し、左側心膜縦隔、横隔神経は認められず、左

右肺の低形成、肺水腫が認められた。症例２は長期在胎（３６４日）、成長不良（体重４８�、頭尾長８８�）の牝であり、分娩
１５分後に斃死した。腕節、球節の重度の前方屈曲、後肢肢軸異常ならびに脊椎の湾曲が認められた。横隔膜筋部は左右体

壁付着部に低形成性の筋部が存在するのみであり、右腹側膜性部は通常より薄く、袋状の弛緩部を形成していた。右肺後

葉の低形成、全葉性の肺水腫が認められた。

【考察】症例１および２の胸腔異常は、それぞれ、重度の左側横隔膜欠損症ならびに完全型心膜欠損症、および、横隔膜

筋部の広範な形成不全を伴う先天性横隔膜弛緩症と診断した。肺の低形成は横隔膜の欠損または弛緩によって挙上された

腹腔内臓器による肺の圧迫に起因すると考えられた。横隔膜の重篤な先天異常と肺の低形成によって、胎児循環から生後

の肺呼吸への移行過程で呼吸困難が起き、死因となった可能性が示唆された。ヒトでは胎生第７週までに横隔膜腱中心の

由来となる横中隔と胸腹膜ヒダが、食道間膜とともに胸腔と腹腔を分離し、心膜および縦隔の由来となる胸心膜ヒダが胸

膜腔と心膜腔を分離する。その後、体壁の成長に伴って横隔膜膜性部の体壁縁に筋芽細胞が進入して横隔膜筋性部を形成

する。馬における詳細な発生時期は不明であるが、今回の２例においても、同様の胎生早期の横隔膜、心膜形成時期に何

らかの影響を受けたことが原因だと考えられた。

産－５６
ケトーシス罹患牛における泌乳最盛期の血中アミノ酸動態
○久徳史明１） 工藤克典１） 大塚浩通２） 宮澤和貴２） 矢崎美恵１） 御囲雅昭１） 吉江章子１） 篠田浩二郎１）

田中 実１） 伊藤 篤１）

１）石狩 NOSAI南部 ２）北里大獣医

【はじめに】乳牛のケトーシスは、過肥あるいは泌乳初期の負のエネルギーバランスに起因する代謝性疾患で、低血糖、

高ケトン血症を主徴とする。また、血中アミノ酸濃度（特に Ala、Asn、Ser、Glu、Gln、Gly、Thr、Arg、Tyr）が低

下することも知られている。そこで今回我々は、分娩後にケトーシスに罹患した乳牛の泌乳最盛期における血中アミノ酸

濃度を知るために本研究を行った。

【材料と方法】石狩 NOSAI南部診療センター管轄の酪農場８戸において、分娩後１ヶ月の間に臨床型ケトーシスを発症

したホルスタイン種メス８頭をケトーシス群（以下 Kt群）、分娩後に臨床的に異常が認められなかった２３頭を対照群（以

下 C群）とし、糖原性アミノ酸１８種およびケト原性アミノ酸６種、また、タンパク質の異化の指標として NH３、筋肉か

らのタンパク質動員の指標として３‐メチルヒスチジン（以下３‐MH）のそれぞれの血中濃度を調べた。

【結果】Kt群は C群と比べ、糖原性アミノ酸１３種（Val、Ile、Met、Trp、His、Ala、Asp、Asn、Glu、Gly、Tyr、Arg、

Pro）、ケト原性アミノ酸４種（Leu、Ile、Lys、Trp）で低値を示し、特に糖原性アミノ酸の Alaは C群（３４５．７±１３．５nmol

／�）に比べ、Kt群（２９１．０±１４．６nmol／�）で有意（P＜０．０１）に低かった（t-test）。また、NH３は、C群（１９３．１±８．６

nmol／�）に比べ Kt群（１６５．５±６．２nmol／�）で有意（P＜０．０１）に低く、３‐MHは Kt群で低下傾向がみられた（P＝

０．０７５）。

【考察】ケトーシス罹患牛は、泌乳最盛期を迎えても Alaを初めとする血中アミノ酸濃度が低下していることが判明し

た。また、NH３と３‐MHの血中濃度がそれぞれ低下していることから、健常牛に比べ、アミノ酸を経てエネルギー産生

に利用できる体タンパクが不足していることがわかった。したがって、ケトーシス罹患牛は、臨床症状が回復しても長期

間にわたりアミノ酸が欠乏状態にあり、ケトーシスの治療の過程で、あるいは治療終了後もアミノ酸の補充の必要性が示

唆された。

７０ （４１６）
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産－５７
乳牛における末梢血リンパ球への IGF‐１刺激による反応性とケトーシス罹患歴との関連
○上総亜由奈１） 大塚浩通１） 工藤克典２） 河野充彦３） 柿沼清一４） 及川正明１）

１）北里大 ２）石狩 NOSAI ３）宮城 NOSAI ４）柿沼獣医科医院

【はじめに】乳牛は分娩前後に生理的な負のエネルギーバランスの状態となるが、様々な要因から分娩後に重度のエネル

ギー不足に至った乳牛では原発性ケトーシスや続発性ケトーシスの発生リスクが高まり、さらに免疫機能の低下により乳

房炎や子宮内膜炎などの感染症を発症しやすくなると考えられている。このような牛では免疫機能だけでなく内分泌にも

異常を来たす。インスリン様成長因子�（以下 IGF‐１）は主に肝臓から産生され動物の殆どの細胞が影響を受け、細胞

の成長を促進するホルモンである。乳牛においては周産期疾患や繁殖障害の症例において血中 IGF‐１値が低下すること

が報告されている。しかしこれまで乳牛のリンパ球に対する IGF‐１の作用については殆ど明らかにされていない。そこ

で本研究では、末梢血リンパ球を用い培養系において IGF‐１感作後、乳房炎起因菌刺激によるサイトカイン産生能を解

析するとともに、ケトーシス罹患歴のある泌乳最盛期における乳牛のリンパ球を IGF‐１刺激し、その反応性を調査した。

【材料および方法】乳牛のリンパ球に対する IGF‐１の作用を解析する目的に、健康なホルスタイン種雌牛８頭を用いた。

末梢血リンパ球を IGF‐１（５０ng／�）添加 PHAにて刺激した後、乳房炎罹患牛から分離した E.coli（Echerichia coli）、

S.A.（Staphylococcus aureus）を感作させ、サイトカイン産生能を調査した。次にケトーシス罹患歴のあるホルスタイ

ン種雌牛（ケトーシス群）３０頭（分娩後４０～１８３日）と健康なホルスタイン種雌牛（対照群）３２頭（分娩後４０～１７１日）の

各々泌乳最盛期における末梢血リンパ球を用い、IGF‐１（１００ng／�）添加 PHA刺激培養を行い、サイトカイン産生能

を比較した。

【成績】健康な牛のリンパ球の IGF‐１添加 PHA刺激により E.coli、S.A．ともに IL‐４mRNA発現量が高くなる傾向

にあった。またケトーシス群における IGF‐１添加刺激後の IL４mRNA発現量は対照群に比べて上昇する傾向にあった。

【考察】これらのことから IGF‐１は乳牛の末梢リンパ球に対して Th２サイトカイン産生を促進する作用を持つことが

示唆された。さらにケトーシス罹患歴のある乳牛では泌乳最盛期において IGF‐１感受性が高まり、細胞性免疫よりも液

性免疫機能が促進されることが示唆された。

産－５８
ケトーシス罹患歴のある乳牛における末梢血リンパ球へのステロイドホルモン刺激による反応性
○松本早織１） 大塚浩通１） 工藤克典２） 河野充彦３） 柿沼清市４） 及川正明１）

１）北里大 ２）石狩 NOSAI ３）NOSAI宮城 ４）柿沼獣医科医院

【はじめに】ケトーシス（Kt）は分娩に伴う代謝疾患の一つで、栄養要求量の高い乳牛で発生しやすく、食欲減退、乳

量の減少などを引き起こし乳牛の生産性を低下させるため問題となっている。また、治療後も他の周産期疾患を続発させ

たり、繁殖率が低下することも多い。Kt罹患牛では免疫抑制作用が低下し、乳房炎や子宮炎などの感染症を発症しやす

い。この要因の一つにホルモンの作用による免疫恒常性に異常を来たしている可能性が挙げられる。しかし、Ktの罹患

経歴のある乳牛のステロイドホルモンであるコルチゾールの刺激による反応性については明らかにされていない。そこで

本研究では、周産期に Ktを発症した乳牛の泌乳最盛期における末梢単核球のコルチゾール刺激による反応性を評価した。

【材料および方法】供試牛には分娩後に Ktに罹患した経歴のあるホルスタイン種雌牛（Kt群）と、対象牛と同牧場で

飼育されていた泌乳期が同様の疾病の発生の経歴がないホルスタイン種雌牛（対照群）を用いた。供試牛の血液から単核

球を分離し PHA（１０�／�）とコルチゾール（１０あるいは０．１�／�）を添加し刺激した。培養後のリンパ球増殖抑制効果
をMTT法により、またサイトカイン（IL‐２、IL‐４、IFN-γ）ならびにコルチゾールレセプター遺伝子発現量を real-time

PCRにより解析した。また、血清生化学検査、血清コルチゾール濃度の測定ならびに末梢血白血球ポピュレーションの

解析を実施した。

【成績】Kt群での１０�／�のコルチゾール添加刺激におけるリンパ球増殖抑制効果は対照群に比べ低値を示した。対照群
では、コルチゾール添加刺激による IL‐２、IL‐４ならびに IFN-γ mRNA発現量が PHA単独刺激に比べて低下したのに

対して Kt群ではコルチゾール添加による各サイトカイン遺伝子発現の抑制効果はみられなかった。

【考察】今回の研究から、Kt罹患歴のある乳牛では泌乳最盛期においてステロイドホルモンであるコルチゾールに対す

る単核球の反応性が低下していることが示唆された。

（４１７） ７１
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産－５９
分娩前後のホルスタイン種経産牛に対するDFA（Difructose Anhydride）�給与が周産期疾病発生に及
ぼす影響
寺村 誠１） Syaw Wynn２） 阿部真基２） 佐藤 忠１） 川島千帆２） ○大谷昌之１） 花田正明２）

１）（株）日本甜菜製糖 ２）帯畜大

【はじめに】低カルシウム（Ca）血症が乳牛の周産期疾病の引き金になっていることが多く、生産性、繁殖性の低下を

招くことは周知の事実である。私達は Ca等のミネラル吸収を促進するオリゴ糖 DFA（Difructose Anhydride）�を分娩
前後のホルスタイン種経産牛へ給与し、血中 Ca濃度の分娩時低下抑制と分娩後早期回復を検証してきた。そこで今回は

分娩前後に DFA�を給与し、血液検査と周産期疾病発生状況の観察を行った。
【材料および方法】１２頭のホルスタイン種経産牛を６頭ずつ２群に分けた。分娩予定日２週間前から分娩１週間後まで６

頭に朝夕 DFA�を各２０�（４０�／日）、配合飼料に混合給与した（DFA�給与群）。分娩３週間前からは週１回、分娩５日
前から分娩４日後までは毎日、分娩後は直後と６、１２、１８時間後、分娩４日以後から分娩３週間後までは週２回、採血を

行った。合わせて臨床症状の観察を行った。２群間の血液検査測定値の比較は t検定、発生率の比較は Fisherの検定を

用いた。

【成績および考察】血中 Ca濃度は群間で有意な差はみられなかったが、分娩後２４時間以内に DFA�給与群で１頭、７．４
�／�以下（分娩翌日乳量３１．２�）、対照群２頭が６．４�／�以下（分娩翌日乳量２４．３�、２２．８�）になった。血中リン濃度
は分娩直後（P＜０．０５）および６、１２、２４時間後（P＜０．１）に DFA�給与群の方が高くなった。血中遊離脂肪酸濃度は
分娩１２および１８、４８時間後に対照群の方が高くなる傾向がみられた（P＜０．１）。また DFA�給与群１頭、対照群４頭が
８００µEq／�以上になった。血中 βヒドロキシ酪酸濃度は対照群４頭が潜在性ケトーシスと言われている１４００µmol／�以上
になり、DFA�給与群よりその発生が高まる傾向がみられた（P＜０．１）が、処置した牛はいなかった。胎盤停滞は両群

とも１頭の発生であった。第四胃変位の発生は両群ともみられなかった。以上の結果より、分娩前後の DFA�給与は潜
在性ケトーシスの発症抑制効果があることが示唆された。今回は未だ例数が少なく、今後追加試験を行う予定である。

産－６０
ホルスタイン種乳牛の妊娠末期におけるビタミンD３投与と周産期疾病との関係
○福田卓巳 増田賢次 河部崇司 大倉徳太
上川中央 NOSAI美瑛

【はじめに】ビタミン D３（VD３）を用いた乳熱予防法について、近年、米国では中毒量と無効量との安全域が非常に狭

く使用するべきではないと結論づけられている。また、一部の国において、妊娠末期における VD３投与は、起立不能症を

予防しなかったと報告された。本邦の酪農は急激な発展を遂げ、一頭あたりの乳量は飛躍的に増加した。しかし、未だに

VD３の有効性に関する再検証はなされていない。そこで演者らは、乳熱と関係する周産期疾病の発生状況を調査すること

により、妊娠末期における VD３投与の有効性を検証した。

【材料および方法】供試牛は、美瑛町の１酪農家（牛群平均１０，０００�）において飼養されている３産以上を分娩予定のホ
ルスタイン種妊娠牛６０頭である。２００９．４．８から２０１０．５．２８までに分娩を予定している供試牛を、Microsoft� Office Excel

２００３を用いて、２０頭単位で順次無作為化して２群に分類し、投与群にはデュファフラル�D３‐１０００（共立製薬株式会社；

東京）１０�、対照群には同量の落花生油を、分娩予定７日前に臀部筋肉内に投与した。投与後７日を経過しても分娩しな
い供試牛には、分娩まで７日間隔で同様の投与を行った。調査は、分娩後２４時間以内の血液中 Ca濃度と試験期間中の難

産、胎盤停滞、産褥熱、ケトーシス、第四胃変位、血乳症および乳房炎の発生状況について実施した。血液中 Ca濃度の

解析は、データの正規性および等分散を確認した後、t検定を行った。また、疾病の発生状況の解析は、Kaplan-Meier

法による生存分析を行った後、Logrank検定を用いて生存曲線の関係を疾病ごとに調べた。

【成績】血液中 Ca濃度は、投与群９．０３±２．６５�／�および対照群７．６７±２．３０�／�で、投与群は対照群に対して有意に高
値を示した（p＜０．０５）。周産期疾病の発生状況は、いずれの疾病においても両群間の生存曲線に差は認められなかった。

【考察】両群における血液中 Ca濃度の平均値に有意な差が認められたが、各疾病の発生状況には差が認められなかった。

また、血液中 Ca濃度を中央値で比較すると、ほぼ同様の値（投与群８．８５�／�および対照群８．２０�／�）を示したことか
ら、VD３製剤を投与しても十分に血液中 Ca濃度が増加しない個体が存在する可能性が示唆された。
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産－６１
乳牛における携帯型心電計を用いた低カルシウム血症の簡易判定
○伊藤めぐみ１） 中島康博２） 川本 哲１）

１）道総研畜試 ２）道総研工試

【はじめに】血中カルシウム（Ca）濃度の測定は、乳熱および低 Ca血症の最も有効な診断法と考えられるが、現地で
の測定には高価な機材が必要となる。心電図は血中 Ca濃度の低下に伴い QT間隔が延長することが知られており、乳牛
においても心電図波形と血中 Ca濃度との関連についていくつか報告されているが、実用性は明らかでなかった。そこで、
酪農現場において安価かつ簡易に利用できる携帯型心電計を用いて、心電図波形による乳牛の低 Ca血症の簡易判定法を
検討した。
【材料および方法】ホルスタイン種非妊娠乾乳牛４頭を供試した。５％エチレンジアミン４酢酸（EDTA）生食を毎秒１
～３滴の速さで点滴投与し、牛が起立不能を呈するまで１０分毎に採血するとともに携帯型心電計を用いて A－B誘導によ
り心電図波形を得た。測定終了後、心電図 QT、QoT、ST間隔およびこれらを SS間隔（心拍）で補正した QTc、QoTc、
STc間隔と血中 Ca濃度との関連を検討した。試験２；ホルスタイン種分娩牛および起立不能牛１７３頭において、採血お
よび心電図測定を実施し、試験１と同様の結果が得られるか検討した。
【成績および考察】試験１；携帯型心電計を用い従来の心電計と同様の波形が得られた。血中 Ca濃度と心電図 QT、QoT、
ST、QTc、QoTc、STc間隔の散布図から、すべての波形において血中 Ca濃度との間に反比例の関係が認められた。そ
こで、これらの波形の逆数と血中 Ca濃度との関連を調査したところ、相関係数 r＝０．８５～０．９２の正の相関が得られた。
このうち、STc間隔の逆数（STcInv）と血中 Ca濃度との相関が r＝０．９２と最も高く、また、Sおよび T波は波形が大き
いためサンプリングが容易であることから、血中 Ca濃度の判定指標として STcInvが最も有効と考えられた。試験２：
野外牛においても試験１と同様、血中 Ca濃度と STcInvとの間に有意な正の相関が認められた。EDTA投与牛に比べ r
＝０．８１と相関係数は低かったが、低 Ca血症の判定指標として十分に利用可能と考えられた。STcInvの予測区間から血
中 Ca濃度の逆推定を試みたところ、STcInvが３．１５ －１以上および２．５６ －１未満それぞれで血中 Ca濃度６．５�／�以上お
よび６．５�／�未満と推定された。
以上より、心電図波形による血中 Ca濃度判定の有効性が示された。乳牛の低 Ca血症の重症度は、携帯型心電計を用
いて心電図 SS間隔に占める ST間隔割合の増加をみることで簡易判定が可能である。

産－６２
乳熱牛の治療回数と副甲状腺ホルモン（PTH）濃度との関連性
○木村和也 安藤貴朗 鈴木一由 小岩政照
酪農大生産動物

【はじめに】乳熱は低カルシウム血症に起因する起立不能を特徴とする乳牛の重要な代謝病であり、治療が長期化すると

廃用になる例が多い。しかし、乳熱とカルシウム恒常性ホルモン動態との関連性についてはまだ完全に解明されていない。

今回、乳熱の治療回数と分娩後のカルシウム恒常性ホルモンとの関連性について検討した。

【材料および方法】供試牛は２００９年７月から２０１０年４月に、３産目以上を分娩した年齢７±２歳のホルスタイン種雌牛３６

例である。３６例を治療０回（１０例：対照群）、治療１～２回（１３例：軽症群）、治療３回以上（１３例：重症群）に分類し、

３群間における分娩後３時間以内における臨床ならびに一般血液、血清生化学、カルシム恒常ホルモン（副甲状腺ホルモ

ン：intPTH、活性型ビタミン D３：VitD３、カルシトニン：CT）およびアミノ酸濃度を比較検討した。

【成績】３群間における体重と肥満度（BCS）、一般血液所見には差がなかった。血清 Ca濃度は対照群８．０±１．０�／１００

�、軽症群７．８±１．５�／１００�、重症群７．２±１．７�／１００�、iP濃度は対照群３．４±０．９�／１００�、軽症群３．８±１．５�／１００�、
重症群３．３±１．６�／１００�、Mg濃度対照群２．６±０．５�／１００�、軽症群２．４±０．６�／１００�、重症群２．２±０．４�／１００�、intPTH

は対照群１９５±１６９ng／�、軽症群１２６±１０６ng／�、重症群４２±２６ng／�であった。統計学的解析を行ったところ、対照群と
重症群の intPTHに有意差が認められ、カットオフ値６３ng／�で感度７８％、特異度７７％であった。また、VitD３と CTには

群間に差がなく、アミノ酸濃度は重症群で低下する傾向がみられた。

【考察】今回、乳熱の治療回数と分娩後３時間以内におけるカルシウム恒常性ホルモンの関連性を検討したところ、対照

群（治療０回）に比べて重症群（治療３回以上）の intPTHが有意に低く、intPTHが６３ng／�以下で分娩した乳熱牛は
７８％の確率で治療が長期化することが確認された。分娩時における intPTHの低下はアミノ酸の補給および吸収率の低下、

あるいは PTH合成の低下に起因すると推察する。
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産－６３
乳牛における産後低カルシウム血症に対するカルシウム製剤皮下投与の検証
○大和田暁 一條祐一 村山 勉 山崎政司 桜井直人 岩田宣威 似内厚之 佐久間元希
福中夏生 石原義夫 大西 孝
根室地区 NOSAI中春別

【はじめに】産後低カルシウム（以下 Ca）血症は、乳牛において最も問題とされる周産期疾患の一つである。その治療

法は Ca製剤の投与であるが、主な投与経路に静脈内投与、経口投与そして皮下投与があげられる。その投与経路の一つ、

Ca製剤の皮下投与が血中 Ca濃度を上昇させることは既に報告されている。しかし、分娩時または産後低 Ca血症を発

症した乳牛における Ca剤皮下投与の効果についての報告は少ない。そこで今回、４例の産前および産後低 Ca血症の乳

牛での Ca剤皮下投与の効果について調査したので、それを報告する。

【材料および方法】同一農場における６～９歳の分娩直前および分娩後の乳用成牛４頭を用いた。Ca製剤はボログルコ

ン酸 Ca８００�を頸部皮下に投与した。調査は、産前（分娩前４～１４日）、Ca剤投与前、投与後１、２、３、４時間目の

血液検査および臨床症状を調査した。血液検査は Ca、Mg、IP、イオン化 Ca濃度を測定した。

【成績】４頭の乳牛すべてにおいて投与後４時間目まで血中 Ca濃度、イオン化 Ca濃度ともに緩徐に上昇した。３例（平

均最低 Ca濃度６．７�／�、イオン化 Ca濃度０．９３mmol／�）においては、食欲等臨床症状についても改善が見られた。最
も重篤だった例（最低 Ca濃度４．１�／�、イオン化 Ca濃度０．５５mmol／�）では、Ca濃度の上昇が十分に得られず起立

不能症となり、筋肉の損傷を併発した。

【考察】このことより Ca製剤の皮下投与は、血中 Ca濃度を緩徐に上昇させる効果と軽度な症例での症状改善が期待で

きた。しかし、重篤な低 Ca状態の症例ではその効果は十分とはいえず「起立不能」「もがき」による筋肉の損傷、神経

の麻痺など二次的障害を併発する恐れもある。そのため、症状に応じて静脈内投与の選択など適切な診断と治療が不可欠

であると考えられた。

産－６４
改良グルコン酸カルシウム溶液の経口投与による乳牛の乳熱予防効果の検討
○藤田浩輝 安藤貴朗 小岩政照
酪農大生産動物医療

【はじめに】乳牛の乳熱の予防対策の一つとして、現在、分娩時に各種のカルシウム剤の経口投与が行われている。今回、

分娩後の低カルシウム血症の予防を目的に市販されているグルコン酸カルシウムに改良を加えた“グルコン酸カルシウム

溶液（カウグルコン L）：CG”を分娩直後の乳牛に経口投与し、乳熱の予防効果を検討した。

【材料および方法】供試牛は２００９年１０月から１２月の間に、本学附属農場で体重４９±９�の子牛を分娩した産次数４．３±０．４、
体重７７５±７０�、BCS３．１５±０．２２のホルスタイン種乳牛５例である。CG溶液は従来のグルコン酸カルシウムの溶解後に

生じる結晶化を改善したグルコン酸カルシウム（Ca２７�／�）とクエン酸を主成分とする飼料添加溶液であり、今回、乳
熱予防の目的で、CG溶液８００�を分娩直後の乳牛に経口投与した。CG経口投与による乳熱の予防効果の評価は、一般臨

床検査、一般血液および血清生化学的検査を分娩時、分娩後４、１２および２４時間に行い、対照牛（５例）の推移と比較検

討した。

【成績】対照群の２例が乳熱と低カルシウム血症を発病したが、CG群における発病はなかった。血清 Ca濃度は、対照

群が分娩後２４時間まで低下したのに対して、CG群は分娩時７．９±１．２�／１００�、分娩後４時間７．９±１．１�／１００�、分娩後
１２時間８．６±１．２�／１００�、分娩後２４時間８．６±１．０�／１００�、血清 iCa濃度は分娩時０．８１±０．２０mM／�、分娩後４時間０．８５
±０．２０mM／�、分娩後１２時間０．９１±０．１８mM／�、分娩後２４時間０．９９±０．１７mM／�で、血清 Ca濃度は分娩後４時間以後、

iCa濃度は分娩後２時間以後、対照群に比べて増加して推移した。iP濃度は、対照群が分娩後４時間以後、低下したの

に対して、CG群は分娩時２．９±０．８�／１００�、分娩後４時間６．２±０．９�／１００�、分娩後１２時間５．７±１．０�／１００�、分娩後
２４時間４．６±０．８�／１００�で、分娩後２４時間まで増加して推移した。
【考察】従来のグルコン酸カルシウムに改良を施した CG溶液を分娩後の乳牛に投与したところ、乳熱の予防効果が確認

された。また、副作用も認められなかったことから、CG溶液（A飼料）は安全性の高い乳熱の予防添加剤であると考え

る。
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産－６５
北海道におけるウシ乳房炎由来マイコプラズマ種の浸潤調査
○伊藤暢彦１） 樋口豪紀１） 岩野英知２） 河合一洋３） 大林 哲４） 永幡 肇１）

１）酪農大獣医衛生 ２）酪農大獣医生化 ３）麻布大衛生第一 ４）十勝 NOSAI

【はじめに】牛マイコプラズマ性乳房炎は伝染性乳房炎に分類され、その発生率は近年、増加傾向を示すことが報告され

ている。牛マイコプラズマ性乳房炎の原因菌種として約８種が報告されているが、北海道内におけるそれらの浸潤状況に

ついては充分に解明されていない。本研究では、従来の培養法に加え、分子生物学的手法（PCRおよび Gene sequence）

により乳汁由来マイコプラズマ種の同定を実施し北海道における浸潤状況について調査を実施した。

【材料・方法】	対象菌種：M. bovis、M. bovigenitalium、M. bovirhinis、M. californicum、M. arginini、M.canadense


被検乳汁：Mycoplasma性乳房炎の発生が疑われた北海道内３４農場より採取した５６４２検体 �増菌培養：マイコプラ
ズマ用増菌培地（関東化学）に乳汁０．１�を添加し７２時間培養、�PCR法（Mycoplasma sppの同定）：DNA polymerase

（０．５U）、プライマーセット（MycoAce、日本動物特殊診断）、PCR反応促進剤（市販）を混和。Template（被検サン

プル）として増菌培養液を５�使用 
PCR法（菌種同定）：DNA polymerase（０．５U）、Mycoplasma 用プライマーセッ

ト（日本動物特殊診断）、PCR反応促進剤（市販）を混和。Template（被検サンプル）として増菌培養液を５�使用、
!平板培養：マイコプラズマ用平板培地（関東化学）に培養後の増菌培養液０．１�を添加し３７℃で１～３０日間嫌気培養。
顕微鏡下でのコロニー観察および digitonin disk assayによりMycoplasma sppを同定。

【成績】	被検乳汁５６４２検体の内、５２２検体においてマイコプラズマ遺伝子が確認された。
陽性検体について菌種の同
定を実施したところM. bovis の検出率が５３．８％ともっとも高く、次いでM. californicum（２３．４％）が検出された。�遺
伝子増幅産物の sequenceはいずれも PCRの結果と一致した。

【考察】本研究において、北海道ではM. bovis の浸潤率がもっとも高いことが示された。Mycoplasma 種は子牛の呼吸器

疾患の原因微生物でもあり、その疫学的解析はマイコプラズマ性感染症の制圧において重要であると考えられる。

産－６６
ELISA 抗体検査法を応用したマイコプラズマ性乳房炎清浄化後のリスク管理
○山下なつ実１） 吉田裕治１） 黒澤 篤２） 樋口豪紀３）

１）宗谷地区 NOSAI中部 ２）宗谷家保 ３）酪農大獣医衛生

【はじめに】マイコプラズマ性乳房炎の発生は道内でも増加傾向にあり、その被害は大きい。しかし、培養法による検査

は同定までに時間がかかり、また、保菌牛は常時乳汁中にマイコプラズマを排菌しないため摘発が難しく再発を繰り返す。

そこで、培養法に加え、検査時間が短く、体内に潜在するマイコプラズマを特異的に検出できる可能性の高い、ELISA

法による抗体検査法を取り入れることにより、発生農場のリスクをコントロールし、再発生を防止することができたので

報告する。

【材料および方法】２００８年９月にMycoplasma bovis（以下M.b）による乳房炎が集団発生し、２００９年３月に清浄化した

農場の全搾乳牛３６５頭の血清３６５検体（１回目）及び、１回目の検査で抗体陽性となった１５頭の血清、乳汁及び鼻汁各１５検

体（１回目の検査の２ヶ月後と４ヶ月後の２回採材）。血清は Bruggmann、１９７７の変法による ELISA法、鼻汁は Hayflick

培地による培養法、乳汁は、Hayflick培地による培養法と PCR法による迅速簡易検査法を実施。

【結果】M.b抗体陽性頭数は、１回目１５頭、２回目１１頭、３回目４頭。鼻汁は全検体M.b分離陰性。乳汁は全検体M.b

分離陰性及び PCR陰性。

【まとめと考察】M.b抗体陽性の１５頭の搾乳牛は、乳汁・鼻汁からM.bを分離せず、又乳汁の PCR検査も全て陰性であっ

たが、体内のM.bから持続的な抗原刺激を受けている可能性が高いと考え、M.bハイリスク牛として、臨床症状と乳量

を常時モニタリングし、異常を認めた際には早期隔離し診療、検査を受けることとした。さらにハイリスク牛のM.b抗

体検査を定期的に実施し、抗体値が急激に上昇した際には抗菌剤治療をすることとした。また、発症せずに乾乳期を迎え

たハイリスク牛全１５頭には抗菌剤を投与した。その結果、清浄化後１年以上、M.bによる乳房炎の発生を認めなかった。

ELISA法によるM.b抗体検査で農場内に潜むリスクを把握し、そのリスクを適切にコントロールすることで、M.bによ

る乳房炎の発症を防止し、経済的損失も抑えられたので、これらの対策は有効であると考える。

（４２１） ７５

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－６７
パルスフィールドゲル電気泳動を用いた黄色ブドウ球菌の乳房内感染の動態調査
○山本展司１） 木暮豊文２） 野村泰教２） 金田伸二２） 大畑英紀２） 金田利明２）

１）NOSAIオホーツク北見 ２）NOSAIオホーツク佐呂間

【はじめに】Staphylococcus aureus（以下 SA）は乳腺細胞に持続感染（以下定着）するため経済的損出が大きい。

過去のパルスフィードゲル電気泳動（以下 PFGE）を用いた SAの感染動態調査では、乳頭皮膚の SAは乳房内感染し

ないとする報告と、SA乳房炎の感染源になるとする報告がある、これらの結果は Dippingや乳頭皮膚のケアーなどの予

防価値に大きく影響する、また、SAは種特異性があるとされるが、一方で、搾乳者の SAと乳房炎との関系が示唆され

ているが、搾乳者に定着している SAと牛由来の SAの遺伝子型の比較は、あまりない、そこで、乳汁、乳頭皮膚、搾乳

者に定着している SAを PFGEで遺伝子型を解析し農場内の人を含めた SAの乳房内感染の動態調査を報告する。

【材料および方法】２００８年～２０１０年に S町の１８農場で搾乳者３３名の鼻腔（人の SAの主要定着部位の１つは鼻腔内である）、

SA保菌牛２０頭の乳汁、感染乳頭の皮膚から SAを分離し、PFGEで遺伝子型を比較した。

【結果】分離した SAは搾乳者から１５、乳汁から２０、乳頭皮膚から３６の合計７１菌株であった。PFGEによる調査で乳汁と

乳頭皮膚からの SAは２系統で５つの型、搾乳者からの SAは９系統で１２の型があり、両者の遺伝子型は一致しなかった。

同一乳頭の乳汁と乳頭皮膚の SAを１組として２０組の遺伝子型を分析したところ、１９組で乳汁と乳頭皮膚の SAの遺伝子

型が１００％一致した。

【考察】今回調査した１８農場間では、限られた遺伝子型の SAが長期間に感染、定着を繰り返して来たものと考えられる。

また、乳汁と乳頭皮膚の SAの遺伝子型が一致したことは、Zadoksら（２００２）の報告とは異なり、Hataら（２００７）、Haveri

ら（２００８）の報告と同様であった、この結果は搾乳作業で乳頭皮膚の SAが乳房内に感染する可能性を支持するものであ

り、乳房内感染のコントロールのためには、Dippingや乳頭皮膚を健康に維持することの重要性が再確認された。

Robersonら（１９９７）は SA乳房炎の予防対策が成功しない理由として、農場者に定着している SAの関与を示唆した

が、今回の結果から、SAは種特異性が強く、長年農場にいる搾乳者に定着している SAが乳房内に感染後定着する可能

性は否定された。

産－６８
牛乳房炎に対するグリチルリチンの治療効果の検討
○畠山賢治 安藤貴朗 小岩政照
酪農大生産動物

【はじめに】牛の乳房炎は乳牛の生産性を著しく損なう疾病で、その発生頻度は極めて高い。グリチルリチンは、甘草の

根・根茎由来からの抽出物であるため食品への安全性が高いことから、乳房炎の新たな治療薬として注目されている。グ

リチルリチンは乳房内に注入することでヒスタミン、ロイコトリエンなどの炎症誘発因子の産生を抑制することが報告さ

れている。今回、乳房炎を発症した牛にグリチルリチンと抗生物質を併用投与し、その病態別の治療効果について検討し

た。

【材料および方法】供試牛として乳房炎を発症したホルスタイン種１９例を、急性群８例と、慢性群１１例に分類し、その効

果を検討した。乳房炎と診断された牛に対して、罹患乳房内にグリチルリチン酸６００�（マストリチン、共立製薬）注入
した後、乳房炎軟膏（セファメジン）を注入した。投与直前（d０）、１日後（d１）、２日後（d２）、３日後（d３）、７

日後（d７）に一般臨床検査（乳房の状態）および乳汁の CMT検査を行い、さらに d０と d７には一般血液検査、血液

生化学検査および乳汁の細菌培養検査を行った。

【成績】d０での細菌培養検査の結果、急性例では OS１例、CNS２例、SA２例、Corynebacterium２例、有意菌が分離

されなかったものが１例であった。慢性例では OS２例、CNS２例、SA４例、Corynebacterium１例、有意菌が分離さ

れなかったものが２例であった。急性群と慢性群に共通した臨床所見として乳房の熱感・疼痛がみられ、乳汁凝固物が多

く CMT検査において強い陽性反応を示した。さらに急性群では乳房の腫脹および硬結感が強くみられ、好中球減少に伴

う白血球の減少、GOTとケトン体の増加がみられた。治療後には、両群ともに乳量の増加、乳汁中の凝固物減少、CMT

反応の改善、乳房の熱感減少がみられた。急性群では、乳房の腫脹および硬結が緩和し、白血球数、特に好中球数の改善

がみられた。慢性群では、乳房の腫脹・硬結・白血球数に変化はみられなかったが疼痛が緩和された。

【考察】本研究の結果、グリチルリチンは乳房炎の病態に関わらず乳量、乳質の改善や炎症抑制に効果があることが示さ

れた。今後は、乳房炎起因菌による効果の違いについても検討する必要があると考えられる。

７６ （４２２）

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－６９
乳牛の重症型大腸菌性乳房炎におけるエリスロマイシン乳房内大量投与の治療効果
○千徳芳彦１） 浦富 弘２） 横澤 泉１） 大西昭範１） 飯山主明１） 藤倉篤史１）

１）NOSAIオホーツク大空 ２）NOSAIオホーツク湧別

【はじめに】エリスロマイシン（EM）を代表とする１４員環マクロライドには抗菌作用の他にもサイトカイン調節作用等

のユニークな作用があることが知られており、このような抗菌作用以外の効果を目的とした各種疾患への臨床応用が人で

は実践されているが、牛における報告は非常に少ない。

乳牛の大腸菌性乳房炎ではその病態にサイトカインが重要な役割を果たすことが知られている。様々な治療方法が報告

されているが、実験感染例と自然発症例では病態がかなり異なることや、有用な重症度評価方法がなかったために様々な

重症度の定義が用いられていることから、報告された治療方法の多くはその有効性を比較検討することが難しい。そのた

め重症例における効果的な治療法は未だ明確になっていない。近年、現場における有用な重症度評価方法がWenzらによっ

て報告されたため、高率に治癒する軽症例を除外した上で臨床試験を行うことが容易となった。そこで、Wenzらのスコ

ア方法を用いて中等症以上と判断された大腸菌性乳房炎に限定して、EMの有効性を臨床的に検討することとした。

【材料および方法】E.coliが分離され、かつWenzのスコアで５以上（中等症以上）の臨床例２０頭を対象として EMの投

薬試験をランダムに実施した。通常の治療（全身投与に K、乳房内投与に CZ、補液に HSS使用）に加え通常量の３倍

量の EM（９００�）を試験開始時に１回のみ乳房内投与し（投与群、n＝１０）、その後のスコア推移、局所症状の変化を非

投与群（n＝１０）と比較した。また、投与群における副作用の有無も観察した。

【成績】EM投与群では非投与群に比較し６時間後、１日後、２日後において有意に高いスコア減少率となり（それぞれ

P＝０．０００５、０．００９８、０．０４０３）、１日後のスコア２以下（軽症）となった症例の割合は非投与群の１０頭中０頭に対し EM

投与群では１０頭中７頭と有意に多かった（P＝０．００３１）。局所所見は両群に差はないようだった。また、観察期間中に副

作用と考えられるような症状は確認されなかった。

【考察】EMの乳房内大量投与は重症型大腸菌性乳房炎に有効で、かつ即効性であることがわかったが、その作用機序に

ついて細菌学的、病理学的、免疫学的に解明する必要がある。副作用や予後への影響もより多数を用いて調査する必要が

ある。投与量・投与間隔・併用薬についても検討すべきであり、他の治療方法との効果の比較も必要となる。

産－７０
貯蔵雪氷を利用した暑熱期の搾乳待機室冷房による乳牛の暑熱ストレス軽減効果
○木田克弥１） 尾方美季子２） 味元一幸３） 川島千帆１）

１）帯畜大畜産フィールド科学センター ２）現 酪農業（帯広） ３）現 酪農業（中標津）

【はじめに】乳牛の暑熱ストレス軽減を目的として、冬季間に製造して氷室に貯蔵した雪氷を用い、夏季の暑熱期に搾乳

待機室を冷房して、搾乳時の乳牛の行動、生理状態、乳量および血液成分に及ぼす効果を調べた。

【材料と方法】帯広畜産大学畜産フィールド科学センター（フリーストール牛舎、パーラー搾乳）の搾乳牛（約７０頭、朝

夕５時、２回搾乳）から、乳量、乳期、産次数が概ね等しくなるように、試験群（冷房１７頭）と対照群（室温１５頭）を選

定した。搾乳待機室を２分割し、その一方（冷房群）を高さ約２．５�のビニールカーテンで囲い、２００９年７月２１日～８月
１０日の間、氷室の冷気をビニールダクトで送風して冷房した。冷房群は待機室収容時から搾乳直前まで牛体を冷却し、対

照群は室温で待機させた。毎日の環境温度・湿度を測定し、温湿度指数（THI）を求めると共に、搾乳室入室直後の乳牛

の体温、呼吸、反芻行動を観察し、乳量を記録した。また、毎週１回、搾乳終了時に各群１４頭から採血を行い、血液代謝

物およびコルチゾール濃度を測定した。各測定値は、暑熱日（THI≧７２）と冷涼日（THI＜７２）に分け、冷房群と対照群

の間で比較した。

【成績】搾乳室入室直後の体温は、全期間を通して冷房群は対照群よりも平均０．２℃低く推移し（P＜０．０５）、特に、搾乳

までの待機時間が長くなるほど体温差が拡大した。暑熱日の反芻行動は、冷涼日に比べ、対照群では抑制された（P＝

０．０５４）が、冷房群では差がなかった。開口呼吸は、暑熱日にのみ観察され、特に、対照群で多かった（P＜０．０５）。乳量

は、両群間に有意差は認められなかった（冷房群：対照群＝３１．０：３１．０�／日）。血中コルチゾール濃度は、両群の平均値

には有意差はなかったが、対照群で明らかな高値を示す牛が２（頭×回）認められた。血中代謝物濃度には、両群間で有

意差は認められなかった。

【考察】実験期間中は暑い日が少なく、対照群でも乳量低下が生じなかったため、生産性に対する効果は確認できなかっ

たものの、搾乳待機室の冷房は、牛体を冷却することで暑熱ストレスを軽減することが示唆された。

本研究は、北海道開発局『ゼロエミッション型エネルギー地産地消エリア形成に関するモデル調査実証実験』の一部と

して実施された。

（４２３） ７７

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－７１
デントコーンサイレージにおけるカビ毒吸着剤添加方法の検討
○吉江章子１） 工藤克典１） 小岩政照２） 御囲雅昭１） 矢崎美恵１） 久徳史明１） 田中 実１） 篠田浩二郎１）

伊藤 篤１）

１）石狩 NOSAI南部 ２）酪農大生産動物医療

【はじめに】カビ毒は、畜産分野において、発育不良、肝機能障害、繁殖障害、腸炎などを引き起こし、乳牛の健康、乳

製品の品質に影響を与えている。酪農家の多くは、カビ毒の吸着剤を飼料に添加して、その影響を回避することを試みて

いるが、添加する方法によりその効果の発現は多様である。そこで、今回、ラップ式デントコーンサイレージを作る過程

で、カビ毒吸着剤（製品名：ウルカル、以下吸着剤）を添加し、カビ毒の吸着効果の検討を行った。

【方法】裁断したデントコーンに、吸着剤（５０�／頭）を出来るだけ均等に添加した５個のラッピングサイレージを試験

群（n＝５）とし、吸着剤未使用で、試験群の前後にラッピングした各３個を対照群（n＝６）とし、約３カ月間放置後

開封し、それぞれの検体のデオキシニバレノール（以下 DON）、アフラトキシン（以下 AF）およびゼアラレノン（以下

ZEN）の濃度を測定した。

【成績】対照群と比較して、試験群では、DON（２．３１±０．６４vs２．１７±０．６４ppm）、AF（３２．８±４．１vs２３．８±１２．９ppb）、

ZEN（７５０．９±９４．３vs５２０．６±３６４．７ppb）と、いずれも減少していた。試験群では、５個中１個の検体（DON２．７３ppm、

AFT４０．０ppb、ZEN１１３６．０ppb）が、他の４検体と比べ、明らかな高値を示し、この検体を除いた試験群（n＝４）では、

DON（２．０３±０．６５ppm : p＝０．５２０４）、AF（１９．８±１０．７ppb : p＝０．０２４６）、ZEN（３６６．８±１４０．２ppb : p＝０．０００８）と、対

照群に比べ、AFと ZENの有意な減少（t-test）が認められた。

【考察】吸着剤は、TMRなどの飼料に添加され、カビ毒とバインドすることでその効果を発揮する。均一に撹拌された

場合は効果的である一方、分離給与の場合、飼料と吸着剤との接触機会が十分で無く、期待した効果が得られない場合が

多い。今回、デントコーンの収穫時に吸着剤を添加することで、カビ毒の吸着効果が得られ、さらに、試験群５個中４個

（８０％）の検体で、２種類のカビ毒濃度が有意な減少を示したことから、デントコーン収穫時に吸着剤を添加することは、

カビ毒の除去に有用であることが分かった。

産－７２
デオキシニバレノール高濃度汚染飼料を給与したホルスタイン種子牛の血液性状および白血球化学発光
能の変動
○川本 哲 伊藤めぐみ 櫻井由絵 谷川珠子
道総研畜試

【はじめに】フザリウム属マイコトキシンであるデオキシニバレノール（DON）は飼料汚染の許容水準を暫定許容値（４

ppm、ただし３か月齢未満は１ppm）として示されている。しかし、DONの摂取が牛へ及ぼす影響についてのデータは

少なく、生産現場では DONによる牛の生産性や健康に与える影響が強く懸念されている。そこで、高濃度の DON汚染

飼料を子牛に摂取させた時の血液性状および白血球化学発光能の変動を明らかにする。

【材料および方法】３～４か月齢のホルスタイン去勢牛３頭および雌４頭の計７頭に、平均２１．６ppmの DON汚染とう

もろこしサイレージだけを３週間飽食させ、臨床症状、血液性状および好中球貪食能の変動を調べた。好中球貪食能はル

ミノールを添加した全血中にオプソニン化したザイモザンを添加し、貪食させた時のルミノール化学発光能を測定した。

【成績および考察】試験牛７頭は観察期間中に、下痢などの臨床症状の異常を観察されなかった。DON汚染飼料の給与

によって、血液学検査で赤血球数、ヘモグロビン量、ヘマトクリット値、白血球数および白血球百分比に有意な変動を認

めなかった。また、血清生化学検査でもアスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ（AST）、γ‐グルタミルトランスフェ
ラーゼ（GGT）、血清尿素窒素（BUN）、クレアチニン（Crea）、クレアチンキナーゼ（CK）、総タンパク（TP）、アル

ブミン（Alb）、カルシウム（Ca）、マグネシウム（Mg）、ナトリウム（Na）、クロール（Cl）、リン（P）およびコレステ

ロール（CHOL）に、DONによると考えられる有意な変動を認めなかった。さらに、好中球貪食能にも７頭に一定の変

動を認めなく、DONによると考えられる顕著な変動を認めなかった。本試験では許容値の５倍を超える２１．６ppmの高濃

度 DON汚染飼料を給与しても血液学的、血清生化学的および好中球貪食能に、DONによると考えられる有意な変動を

認めなく、３～４か月齢子牛への顕著な影響は確認されなかった。

７８ （４２４）

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－７３
乳牛の足胞出現から娩出までの時間及び牽引の程度が新生子牛に及ぼす影響
○杉本仁美１） 滄木孝弘１） 遠藤裕之２） 山川和宏１） 石井三都夫１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）釧路地区 NOSAI

【はじめに】難産による分娩時間の延長や過度の牽引は、新生子牛において低酸素血症やアシドーシス、新生子仮死を引

き起こすことがあり、免疫移行不全（FPT）や疾病率の増加に関与していることが知られている。しかしながら、出生直

後の子牛に対する難産の影響について客観的に評価した報告は少ない。今回、乳牛の分娩に要する時間および牽引の程度

が子牛に及ぼす影響を調査検討した。

【材料および方法】道東の２農場にて出生したホルスタイン乳用子牛計３５頭を用いた。分娩時に母牛の分娩状況、牽引状

況、３分後に子牛の Apgarスコアを記録し、分娩５分後、１時間後、２４時間後に子牛頚静脈より採血を行い、血液一般

検査、血液ガス分圧および血清中 IgG濃度を測定した。牽引強度および牽引時間をそれぞれ０～３の４段階で評価し、

それらの積を牽引スコア（０～９）とした。Apgarスコア（０～１０）は５項目０～２の３段階の総和で評価した。

【結果および考察】牽引スコアの増加に伴い、Apgarスコア、５分後 pH、２４時間後 IgG濃度は有意に減少し、５分後二

酸化炭素分圧（pCO２）は有意に増加した（p＜０．０５）ことから、牽引強度の増大と時間延長は子牛の呼吸障害から生存

性に影響することが示唆された。また、足胞の出現から胎子娩出までに要した時間と Apgarスコア、５分後 pH、pCO

２、２４時間後 IgG濃度との間に相関が認められたが、初産牛と経産牛では異なる傾向を示していた。すなわち、初産で

は娩出までが１時間以内の群、経産では２時間以上の群で Apgarスコアと pHの低下、pCO２の増加及び血清 IgG濃度

の低下（p＜０．０５）がみられ、初産では早すぎる牽引、経産では分娩時間の延長が子牛に悪影響を及ぼしていると考えら

れた。なお、初産では牽引スコアと娩出までの時間は関連しなかったのに対し、経産では娩出に２時間以上要した群で高

値となり、１時間以内は全て自然分娩だった。以上の結果より、助産するにあたっては、胎子への影響を最小限に留める

ため、初産では足胞出現から２時間程度経過した後に行うことが望ましく、経産では進行が認められないような場合には

早めの助産が推奨され、牽引する際は最小限の力で娩出させることを心がける必要がある。

産－７４
黒毛和種牛における分娩時の状況と出生子牛の状態との関係
○秦 賢司
NOSAI日高東部三石

【はじめに】黒毛和種子牛事故の大きな部分を占める出生時事故の低減を図ることは、黒毛和種牛繁殖経営において重要

である。今回、出生時事故の低減を目的として、分娩時の状況と出生子牛の状態との関係を調査検討した。

【材料および方法】当診療所管内において、平成１６年２月から平成２２年６月までに、「難産」という稟告で上診した１６１例

と子牛出生後１２時間以内に虚弱（自力哺乳不能、起立不能等）により上診した４例、計１６５例について調査した。出生時

の胎子胎位、胎向、出生子牛の状態（正常、虚弱、死亡または生後直死：以下死亡とする）等を記録した。畜主への聞き

取りにより、一次および二次破水確認の有無とその時間、診療依頼までの経過を調査し、出生子牛の状態との関係を検討

した。

【結果および考察】出生後の胎子の状態は、１６５例中、正常１２９例（７８．２％）、虚弱１０例（６．１％）、死亡２６例（１５．８％）

であった。

胎位別の死亡例は、頭位１３６例中１７例（１２．５％）、尾位２９例中９例（３１．０％）であり、尾位での死亡割合が、頭位に比べ

有意に高く（p＜０．０５）、分娩に際しては胎位の把握が重要であり、尾位では、より迅速な対応が必要であろう。

分娩経過中の異常では、「胎盤が出てきた」という稟告は７例で得られ、うち５例が死亡した。「羊水が、茶褐色に濁る」

という稟告は３例で得られ、うち２例が死亡した。分娩経過中これらの異常があれば、早期の分娩介助が必要と思われた。

一次破水確認の有無別の死亡例は、確認有では１１６例中１２例（１０．３％）、確認無では４９例中１４例（２８．６％）であり、一次

破水確認無は、確認有より有意に死亡割合が高かった（p＜０．０５）。一次破水を確認し、分娩の開始を把握することが、

出生時事故の低減のため重要と考えられた。

（４２５） ７９

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－７５
黒毛和種牛の性比に影響する要因
○七尾祐樹
NOSAI日高東部三石

【はじめに】黒毛和種繁殖農家にとって、子牛市場での販売額は出荷子牛の性別に大きく影響する。去勢、雌間の価格差

はここ数年１０万円前後で推移し、近年の子牛価格低迷の状況においても、この価格差は変わらない。そのため、黒毛和種

繁殖農家において性比（雄の割合）コントロールは収益性を高める戦略の１つと言える。牛における性比コントロールの

方法として、選抜精液の使用、人工授精を行うタイミングの操作などがあげられるが、母牛側からのアプローチに関する

報告は少ない。そこで今回、母牛の飼養および気象条件から調査を行い、性比に影響する要因について若干の知見を得た

ので報告する。

【材料および方法】２００３年１月から２００８年１２月までに人工授精を行い、妊娠・分娩した黒毛和種繁殖牛、延べ２５９７頭を対

象とした。対象牛はすべて経産牛で、自然哺乳、乾草またはラップサイレージの給与、パドック放牧を飼養条件とした。

また、多胎分娩、受精卵産子、子牛の性別不明および最終人工授精が分娩後１５０日以上、かつ最終人工授精とその前の人

工授精との間隔が６０日以上のものは含まれていない。人工授精を実施した月、分娩から初回および最終人工授精までの日

数、人工授精時の気象条件（気温、日照時間）等を調査し、性比との関連を分析した。

【結果】調査期間全体の性比は５２であった。農家別（出生頭数５０頭以上）の性比は４０から７４と農家間で大きな差を認めた。

人工授精を実施した月を１２～３月、４～６月、７～８月および９～１１月の４群に区分した場合、７～８月に人工授精を実

施した群は１２～３月および４～６月に人工授精を実施した群に比べ、有意に性比が低かった（p＜０．０５）。分娩から最終

人工授精までの日数が９１日以上は９０日以下に比べ、有意に性比が高かった（p＜０．０５）。また、人工授精時の平均気温が

１０℃未満は１０℃以上に比べ、有意に性比が高かった（p＜０．０５）。

【考察】今回の調査から、授精時の外気温および分娩から授精までの日数が性比に関与していることが示唆された。気象

などの環境要因や分娩後の栄養状態等による母体の内分泌または代謝的な変化が性比に影響すると推察される。

産－７６
LAK 療法を行った子牛におけるワクチン接種による免疫応答性
○田中里枝１） 大塚浩通１） 山口智宏２） 及川正明１）

１）北里大 ２）（株）ケーナインラボ

【はじめに】新生子牛は免疫細胞の活性が低く、初乳を介して母牛の免疫物質を接取し、免疫細胞の機能活性が促される

とされている。初乳中には抗体だけでなく、免疫細胞やホルモン、その他多くの栄養素が多く含まれており、新生子牛に

とって初乳を介した免疫物質の確保は免疫システムの構築において大事なカテゴリーの一つであると考えられる。一方、

活性化リンパ球（LAK）療法は末梢血リンパ球を体外で活性化・増殖し、再び体内へ戻すことにより免疫機能を活性化

させる治療法である。近年、小動物臨床においても悪性腫瘍や犬アトピー性皮膚炎に対する治療法の一つとして臨床応用

や研究が進んでいる。新生子牛においては白血球の機能活性が劣るため、成熟した母牛のリンパ球を用いた LAKの投与

は免疫活性を促す効果が期待できる。そこで本研究では、母牛の末梢血リンパ球由来の LAKを産子に投与し、LAKに

よる抗原応答性を IBR生ワクチンの接種により判定した。

【材料および方法】供試牛として青森県内２戸の牧場で飼育されていたホルスタイン種母牛から出生した子牛を用いた。

LAKには分娩予定日から２から３週間前の母牛から得られた末梢血リンパ球を用い、分娩当日まで培養した。全ての供

試子牛に対し出生後に市販の粉末初乳製剤を給与し、１回目ワクチン接種を２週齢、２回目ワクチン接種を６週齢に実施

した。出生日を０日齢とし１から２日齢に LAKを投与した子牛を LAK投与群、投与していない子牛を対照群とし、０、

３、７日齢、２週齢とその３日後、６週齢とその３日ならびに６日後の計８回採材を行い、末梢血白血球ポピュレーショ

ン、PHA刺激によるサイトカイン遺伝子発現量の解析を行った。

【結果】両群ともに CD８＋T細胞および NK細胞のゆるやかな増加がみられ、LAK投与群では２から６週齢において対

照群に比べ高い傾向にあった。LAK投与群のMHC class‐�＋CD１４－B細胞と CD２１＋IgM＋B細胞は２回目ワクチン接種

３日後ならびに６日後において対照群に比べ有意に高かった。

【考察】以上の結果より、LAK投与群では２回目の IBR抗原投与によって液性免疫応答が強く反応したことから、母牛

のリンパ球を用いた新生子牛への LAK投与は液性免疫応答を活性化させるものと示唆された。

８０ （４２６）

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－７７
呼吸器疾患を発症した子牛の IBR生ワクチンによる細胞性免疫応答
○加藤奈央１） 大塚浩通１） 佐野公洋２） 及川正明１）

１）北里大 ２）NOSAIいぶり

【はじめに】哺乳期の子牛は呼吸器疾患を発症しやすく、罹患個体ではその後の発育にも影響する。多頭化する現在の牛

の飼育管理において個々の子牛管理が難しいことから、ワクチンによる感染予防が多用されている。しかし飼育環境や子

牛の成長度合いによって子牛の免疫システムの成熟には相違があり、ワクチネーションプログラムを実施しても一定の成

果を得られないこともある。特にワクチネーションによる免疫反応性と接種後の感染症の発生に関しては不明である。そ

こで本研究では、牛伝染性鼻気管炎（以下 IBR）ワクチンを用いてワクチネーション後の免疫応答を観察し、呼吸器疾

患の発生状況との関係を調査した。

【材料および方法】供試牛には北海道内の牧場の哺乳ロボット牛舎内で飼育された３週齢の黒毛和種子牛を用い、IBR

生ワクチンを接種し、その１ヶ月後に再接種し、末梢血白血球の数と機能の変化を観察した。呼吸器疾患を発症した子牛

を呼吸器疾患群、感染症の発症がなく健康に育成できた子牛を対照群とした。１回目ワクチン接種前、２回目ワクチン接

種前、２回目ワクチン接種３日後ならびに２回目ワクチン接種１ヶ月後の計４回採血し、末梢血白血球サブポピュレーショ

ン、サイトカインmRNA発現量、IBR抗体価の解析を行った。また、調査期間中の子牛の体型を評価した。

【結果】呼吸器疾患群の CD３＋、CD４＋、CD８＋、γ δ Tリンパ球は、１回目および２回目ワクチン接種前において、対照

群より低値を示す傾向がみられた。対照群の各 Tリンパ球および単球は、２回目ワクチン接種３日後では接種前より減

少する傾向が見られたのに対し、呼吸器疾患群におけるそれらの細胞減少は明瞭な変化が見られなかった。また、呼吸器

疾患群の体重、胸囲、腹囲は、調査開始時では対照群と比較して差はなかったが、２回目ワクチン接種時期以降では対照

群に比べて低値で推移する傾向がみられた。

【考察】今回の結果より、呼吸器疾患を発症する子牛では、ワクチン接種による免疫細胞の記憶性および応答性が正常な

子牛に比べ低い可能性があり、ウイルスに対するワクチンの効果が低いことが示唆された。

産－７８
Mycoplasma ovis と‘Candidatus Mycoplasma heamovis’の混合感染により重度貧血を呈したヒツ
ジの１症例について
○山本慎二１） 今野泰博２） 西原純一１） 内田桐子１） 竹内俊彦３） 猪熊 壽３）

１）空知家保 ２）日高家保 ３）帯畜大臨床獣医

【はじめに】ヒツジのヘモプラズマ症（旧称：エペリスロゾーン症）は、赤血球にMycoplasma ovis が感染することに

より、溶血性貧血が生じる疾病で、これまで国内でもその発生が報告されている。最近欧州では本症病原体として、M.ovis

のほかに、Candidatus Mycoplasma heamovisの存在も報告されている。今回、重度貧血を呈しヘモプラズマ症と診断

された輸入ヒツジ１頭について、病原体の遺伝子解析を実施したところ、M.ovis に加え C.M.heamovisの混合感染が確

認されたのでその概要を報告する。

【症例および経過】症例は平成２１年７月にオーストラリアから輸入されたイーストフリージアン種２歳雌で、平成２１年８

月に伝染性膿疱性皮膚炎（Orf）を発症した。その後 Orfは回復したものの、元気消失が継続したため寄生虫感染を疑い、

糞便検査と血液検査を実施した。糞便検査では EPG：１２、OPG：０であり、寄生虫感染の重度の関与は否定された。血

液検査では Ht１７％で、また血液塗抹にて重度のヘモプラズマ感染が認められた。ヘモプラズマの性状を調べるため、末

梢血由来 DNAを用いて、ヘモプラズマの１６SrRNA遺伝子を標的とする PCRを実施した結果、２本のバンドが認められ、

異なる２種のヘモプラズマ感染が示唆された。さらに TAクローニングにより、PCR産物の遺伝子解析を行った結果、

２種の遺伝子配列が検出され、それぞれM.ovis および C.M.heamovisと高い相同性を示した。当該ヒツジには、その後

テトラサイクリン系抗生物剤による治療を行うとともに、継続的に経過観察を実施したが、Ht値は低値のまま推移し、

血液塗抹検査でも赤血球のヘモプラズマ感染が持続的に確認され、平成２２年４月に死亡した。

【考察】今回、検出された２種のヘモプラズマは、いずれも病原性の弱いグループに分類されるものであった。重度の貧

血症状を示したのは、混合感染の影響に加え、Orfの発症等のストレスにより免疫力が低下したためと考えられた。今回

の事例では、一般にヘモプラズマ症治療に有効とされているテトラサイクリン系抗生物質の効果がほとんどみられなかっ

たが、その原因は不明であった。今後国内での本症発生に留意する必要があると思われた。

（４２７） ８１
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産－７９
下垂体膿瘍により威嚇瞬き反射と対光反射の消失を認めたホルスタイン種育成牛の１症例
○丸山亮介１） 藤沢哲郎２） 水島仁士３） 猪熊 壽２） 古林与志安１） 松井高峯１）

１）帯畜大基礎獣医 ２）帯畜大臨床獣医 ３）十勝 NOSAI

【はじめに】下垂体膿瘍は下垂体窩に形成される膿瘍であり、動物での発生は稀であるが、膿瘍が脳神経を圧迫して眼瞼

麻痺や下顎の麻痺といった症状が一般的にみられる。今回、臨床的に視覚障害の症状を呈し、病理解剖において下垂体窩

に大型の膿瘍の形成が認められた症例を経験したのでその概要を報告する。

【症例】症例は１歳２ヶ月齢の雌のホルスタイン種育成牛で、初診時に嚥下障害がみられたため、抗生剤、ステロイド、

VB１製剤等の投与が行われ、第１０病日には症状は改善された。約３週間後、一般状態に変化はなかったが、視覚障害が

現れ、第５７病日に帯広畜産大学に搬入された。搬入時の神経学的検査では両眼の威嚇瞬き反射の消失と左眼の対光反射が

消失し、また右眼の対光反射の遅延が認められた。病理解剖では、下垂体窩に６×４×３�の被嚢化膿瘍が認められた。
下垂体は膿瘍内に巻き込まれ、著しく扁平化し背側に圧排されていた。また、怪網も膿瘍内に巻き込まれ明瞭には確認で

きなかった。膿瘍を容れた蝶形骨は変形し、下垂体窩は高度に拡張していた。膿瘍により頭蓋腔は狭小化し、脳底部は圧

迫により著しく陥凹して、脳全体は扁平化していた。さらに、膿瘍により三叉神経は圧迫され、動眼神経は膿瘍に巻き込

まれていた。病理組織学的検索でも、膿瘍は下垂体を巻き込んでおり、三叉神経および動眼神経では重度の軸索変性と炎

症性細胞浸潤がみられた。視覚路では軽度の変性しかみられなかった。また、わずかに残存する怪網では、血管内膜の増

生、血栓の器質化・再疎通がみられた。膿瘍内容からは、Arcanobacterium pyogenes と Staphylococcus sp.が検出され

た。

【考察】下垂体膿瘍の形成は怪網への血行性の細菌感染によるものとされている。今回、細菌の侵入門戸は明らかにでき

なかったが、蝶形骨の高度な変形と膿瘍の器質化が進行していたことから、本例の膿瘍は経過が長く、かなり幼少のころ

から存在していたと考えられた。膿瘍による動眼神経・三叉神経などの眼球運動に関係する脳神経の障害により威嚇瞬き

反射および対光反射の消失が現れたと考えられる。

産－８０
胸腔内膿瘍により慢性鼓脹症を呈したホルスタイン種乳牛の１症例
○藤澤哲郎１） �橋一彰２） 大林 哲３） 松本高太郎１） 古林与志安２） 猪熊 壽１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）帯畜大基礎獣医 ３）十勝 NOSAI

【はじめに】慢性鼓脹症の原因としては、食道内異物および食道周囲の腫瘤による食道の異常、食滞・迷走神経性消化不

良等の第一胃の異常および横隔膜筋症などの横隔膜の異常等が考えられる。今回、胸腔内膿瘍により食道狭窄が生じ慢性

鼓脹症を呈した１症例に遭遇したのでその概要を報告する。

【症例】症例は３歳５ヶ月齢のホルスタイン種乳牛雌で、食欲不振にて受診した。初診時には第一胃運動停止と右�部気
腹が認められ、消化促進剤およびマグネットの投与が行われた。しかし症状は改善されず、第３病日には右肋前方有響金

属音が聴取され、第四胃変位を疑い試験開腹を行ったところ、第四胃アトニー、幽門部内の食塊および第一胃内の過度の

ガス貯留が認められた。第７病日には伏臥すると第一胃からガスが抜け、食欲が増進することもあったが、慢性鼓脹症は

改善せず、第１３病日に帯広畜産大学に搬入された。搬入後も第一胃ガスの貯留が著明であったが、経鼻胃カテーテルは抵

抗無く挿入され、抜気可能であった。左腹部上部と右腹部下部の膨満が観察され、ペースト状軟便を認めた。これらの所

見から、慢性鼓脹症の原因として迷走神経性消化不良を疑った。

【病理学および病原学的検査所見】第１４病日に実施した病理解剖において、椎体腹側と食道の間の前縦隔部に３０�×１５�
×１５�大の被嚢化膿瘍を認めた。膿瘍は肺、迷走神経、星状神経節、椎体と癒着していた。病原学的検査により膿瘍から
は Arcanobacterium pyogenes が検出された。胃内には多量の食渣を容れており、第二胃、第三胃、第四胃は拡張してい

た。病理組織学的検査では星状神経節に軽度の単核細胞浸潤が観察された。

【考察】胸腔内膿瘍は迷走神経と癒着しており、迷走神経障害により胃運動が低下した可能性も考えられたものの、病理

組織学的には迷走神経障害は証明されなかった。本症例では胸腔内膿瘍の物理的圧迫により食道狭窄が生じ、慢性鼓脹症

を発現したと考えられた。慢性鼓脹症の鑑別診断時には、経鼻胃カテーテル挿入に対して抵抗がない、軟らかく弾力のあ

る胸腔内膿瘍も原因となり得ることを考慮する必要があると思われた。

８２ （４２８）

北 獣 会 誌 ５４（２０１０）



産－８１
鼻出血と眼球突出から牛白血病を疑診したホルスタイン種乳牛の鼻腔内腫瘍の１症例
○吉本 薫１） 駒形 真２） 弘 雅信３） 松本高太郎１） 古林与志安２） 猪熊 壽１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）帯畜大基礎獣医 ３）十勝 NOSAI

【はじめに】牛の腫瘍性疾患は牛白血病を除いて稀である。鼻腔内腫瘍も例外ではなく、国内では過去に数例の報告があ

るのみである。今回、鼻出血と突然の眼球突出を呈し牛白血病を疑うも臨床的に確定できず、病理学的検索で鼻腔内腫瘍

が明らかとなった１症例に遭遇したのでその概要を報告する。

【症例】症例はホルスタイン種乳牛の雌５歳６カ月齢で、両側からの鼻出血を主訴に受診した。初診時、鼻出血以外に異

常所見は認められず、止血剤により加療したところ翌日には改善が認められた。その後、第５および２３病日に再度出血し

たが、どちらも止血剤により翌日には改善した。第２３病日には鼻出血に加え右眼球の突出が認められ、視力も消失してい

た。突然の眼球突出から牛白血病が疑われ、第２７病日に病性鑑定のため帯広畜産大学に搬入された。搬入時、鼻出血は認

められなかったが、右眼球は突出し化膿していた。体表リンパ節の著しい腫大は認められず、FNA検査でもリンパ球の

異型像は認められなかった。血液検査では再生性貧血が認められたが、リンパ球増多や異型細胞はみられなかった。ゲル

内沈降反応による BLV抗体検査およびリアルタイム PCRによる BLVプロウイルス検査を行ったがともに陰性であった。

【病理学的検査所見】第２８病日に行われた病理学的検索では、右鼻腔内に形成された腫瘤が明らかとなった。同腫瘤は篩

板を超えて浸潤し、視交叉を圧迫し左側に変位させていた。また、鼻中隔も同腫瘤により左側に変位しており、右鼻腔内

粘膜には出血巣も認められた。組織学的に同腫瘤は骨肉腫と診断された。また、右眼の視覚路は変性し一部は壊死してい

た。なお、リンパ節に異常は認められず、右眼窩内にも眼球を突出させるようなものは認められなかった。

【考察】本症例は、鼻腔内腫瘍・鼻粘膜の損傷により鼻出血を、また鼻腔内腫瘍の圧迫による視覚路の変性から視力障害

を起こし、物理的損傷により眼球突出を呈したものと考えられる。今回の症例では、一般の鼻腔内腫瘍でみられる顔面の

変形や呼吸器症状が認められず、鼻出血だけが最初の症状であったこと、また眼球突出という所見から牛白血病を疑った。

鼻出血や眼球突出が認められた場合、牛白血病に加え、稀ではあるが鼻腔内腫瘍の可能性も考慮し、内視鏡検査などによ

る鑑別診断が必要と思われた。

産－８２
出血性腸症候群（HBS）の病理学的検索とその考察
○大脇茂雄１） 川渕彩子１） 小林良輔２） 伊藤史恵３） 古岡秀文４）

１）NOSAIオホーツク北見 ２）NOSAIオホーツク湧別 ３）網走家保 ４）帯畜大病態予防

【はじめに】出血性腸症候群（Hemorrhagic Bowel Syndorome、以下 HBSとする）は、近年報告がなされている比較

的新しい疾病である。致死率が高く、未知の部分はまだまだ多く診断や治療法は確立されてはいない。治療法や病因に関

する複数の報告がある一方で、病理学的な検索の報告は少ない。今回、HBSと診断された３症例について、病変部腸管

を採材し、培養検査と病理学的検索を行い、興味深い知見を得たので報告する。

【材料および方法】（症例１）：４０ヶ月令ホルスタイン雌、発病２００９．１２．７、採材月日２００９．１２．８、（症例２）：５３ヶ月令ホル

スタイン雌、発病２０１０．１．１４、採材月日２０１０．１．１５、（症例３）：３２ヶ月令ホルスタイン雌、発病２０１０．４．２０、採材月日２０１０．４．２１。

いずれの個体も低体温と復囲膨満、血便などの HBSの症状を確認し手術を行ったが死亡した。採材は、術中病変部を摘

出後すみやかに行い、帯広畜産大学病態予防分野に病理組織学的検索を依頼した。症例２、３については、網走家畜保健

衛生所に細菌培養検査を依頼した。

【結果】病変部は腸管全体が暗赤色を呈し、充実感を認めた。病理組織学的検索の結果、診断名は出血性壊死性腸炎であっ

た。出血壊死部は、粘膜と漿膜の間の粘膜下組織であり、広範な出血壊死部による腸管内腔の圧迫を認めた。出血壊死部

では、短桿菌が多数認められた。病変部腸内容の培養検査の結果、Clostridium perfringens A型が有意に検出された。As-

pergillus fumigatus は検出されなかった。

【考察】HBSに対する治療法は、腸管切除術、閉塞部のもみほぐし法、血餅の除去、内科療法などが報告されている。

このうち、腸管切除術以外の治療法は、腸管内腔への出血と血餅による閉塞を前提としている。しかし今回、出血は粘膜

下で認められ、腸管内腔は圧迫により二次的に閉塞していることが確認された。このような重度の HBSの場合、粘膜下

の出血壊死部は広範であり、もみほぐしや血餅の除去、内科療法による温存は不適応であると考えられた。よって今回の

ような HBSの病態が疑われた場合、腸管切除術が唯一の治療法であると考えられた。また、培養検査および病理組織学

的検索から、Clostridium perfringens A型の関与が強く疑われた。

（４２９） ８３
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産－８３
腸管切除を施さなかった出血性腸症候群（HBS）３症例の検証
○川渕彩子１） 大脇茂雄１） 鷲谷裕昭２）

１）NOSAIオホーツク北見 ２）NOSAIオホーツク女満別

【はじめに】出血性腸症候群（Hemorrhagic Bowel Syndorome、以下 HBSとする）は致死率が極めて高い甚急性の出

血性腸炎である。しかし原因や病態は不明な点が多く、治療法の確立には至っていない。重度の HBSでは、粘膜下組織

の広範な出血壊死が起きており、この場合の治療法は腸管切除術のみであると報告された。しかし実際 HBSには、用手

破砕や内科治療で治癒した症例も報告されている。今回、閉塞部の腸管切除を行わなかった HBSの３症例を、重度 HBS

の症例と比較、検討した。

【材料および方法】血便、腹位膨満などの症状を呈し HBSと診断した牛を手術室にて横臥位右・部切開で腸管手術を

行った。症例１）ホルスタイン雌、４６ヵ月齢、手術日 H２１／２／１０ 症例２）ホルスタイン雌３８ヵ月齢、手術日 H２１／６／

２９ 症例３）ホルスタイン雌、４３カ月齢、手術日 H２１／１０／１３

【結果】３症例全てで腸管壁における出血斑および腸管の充血が認められた。また、腸管内腔に内容が貯留膨満した部位

がありそれ以後の腸管内腔は内容がなく空虚になっていた。症例１、２で一箇所の閉塞部があり用手破砕を行った。症例

３では閉塞部は認められなかった。いずれの症例も術中に腸管は蠕動運動を再開し、術後に水様血便の排出を確認した。

【考察】今回の３症例と重度の症例の臨床症状に大きな差は認められなかった。しかし重度 HBSでは腸管に粘膜下組織

の広範の出血壊死とそれに伴う管腔の圧迫を認め、腸管切除の必要があるのに対し、今回の３症例では、腸管壁の充血と

部分的な出血斑に留まっており、閉塞していない、もしくは閉塞していても破砕することで閉塞状態は改善し、蠕動運動

が再開した。これは３症例では粘膜下組織の出血は起こったものの、その程度が軽度であったためと考えられた。HBS

には粘膜下組織の状態や出血の程度によって腸管切除が必要なものから、切除の必要のないものまで異なる病態が存在す

ると考えられた。

産－８４
子牛の肺炎におけるデジタル X線診断の基礎的検討
○上垣華穂１） 李 奇子１） 佐々木直樹１） 石井三都夫１） 古岡秀文２） 廣川和郎３） 成澤昭徳３）＊

山田一孝１）

１）帯畜大臨床獣医 ２）帯畜大基礎獣医 ３）帯広食肉衛検（＊現・紋別保健所遠軽支所）

【はじめに】子牛の肺炎は、哺育・育成時に頻発する経済的損失の大きい疾病の一つである。肺炎子牛に対して漫然と治

療を行うことは、適切なタイミングでの淘汰の判断を困難にし、肺炎を長期化させるため、客観的に病変のひろがりを把

握する画像診断が必要である。しかし、従来のフイルムスクリーン法は、産業動物臨床ではほとんど用いられていなかっ

た。そこで今回、携帯型 X線撮影装置を用いた子牛の肺炎におけるデジタル X線診断の有用性について検討した。

【材料および方法】供試牛は H食肉衛生検査所に搬入された２～８ヵ月齢のホルスタイン種乳牛１２頭の立位側像で、胸

部 X線撮影を行った。イメージングプレートと管球との距離は約１００�に設定し、イメージングプレートの読み取りは撮
影後３～１２時間に行った。その後、全例とも食肉検査後に肺を採材し、肺に病変が見られた部位のぬぐい液と組織を採取

し、HE染色で病理組織学的標本を作製した。

【成績】今回、画像読み取り後に階調変更を行うことで、撮影条件の失宜による撮り直しはなかった。また、肺後葉に肘

頭が重複した１頭を除く１１頭で肺後葉の観察が可能であった。１１頭のうち、病理組織学的検査で９頭に肺炎の存在が認め

られ、２頭には認められなかった。さらに、後葉に病変の存在した６頭で X線像において肺炎所見が確認され、後葉に

病変の存在しない３頭では肺炎所見は認められなかった。

【考察】立位側像では肘関節が前胸部に位置するため、肺前葉の病変は評価できなかった。そのため、前葉のみに病変が

存在する場合は、胸部 X線のみでは病変を見逃す可能性があると考えられた。今回の基礎的検討から、子牛の肺炎にお

けるデジタル X線撮影は、ひろがり診断、予後判定に期待できると考えられた。

８４ （４３０）
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産－８５
十勝NOSAI におけるコンピューテッド・ラジオグラフィー（CR）の応用
○高木まゆみ１） 松井李穂１） 下田 崇２） 清水 正３） 福中守人４） 星 恵里子４） 蔵本 忠３） 西村麻紀１）

三好雅史１） 宮原和郎１）

１）帯畜大動物医療センター ２）十勝 NOSAI浦幌 ３）十勝 NOSAI東部 ４）十勝 NOSAI幕別

【はじめに】産業動物臨床においても X線検査は重要な検査法の１つであるが、従来のアナログ現像は条件設定が難し

く、現像処理が煩雑であった。これに対し、コンピューテッド・ラジオグラフィー（以下 CR）は、撮影条件が不適切で

あっても自動補正によってある程度の画質改善が可能であり、現像処理も簡便である。そこで、十勝 NOSAI東部支所に

イメージングプレート（以下 IP）を置き、現像処理は帯広畜産大学動物医療センターで行う形式で産業動物臨床におけ

る CRの有用性について検討した。

【方法】症例への X線検査の適用は NOSAI獣医師の判断で行い、NOSAI職員が本学に IPを持参した。本学では IPの

現像処理を行い、フィルムプリントして初期化した IPと共に職員に返却した。さらに、後日 eメールにて撮影画像に対

するコメントと圧縮処理した jpeg画像を NOSAIに送信した。X線撮影装置はフラット社の PORTA３８０HFを、IPは FU-

JIFILM ST-VI四切４枚を使用した。現像と画像処理には FUJIFILM FCR XG‐１Vを、ドライイメージャーには FUJI-

FILM DRY PIX７０００を使用した。

【結果と考察】２００９年５月からの１年間に、３０症例（ウマ１例、ウシ２９例）、９８枚の X線撮影画像が得られた。症例の年

齢は４日齢から６歳齢で、撮影枚数の多い部位は前肢球節（２９枚）、後肢球節（１７枚）および胸部（１２枚）であった。撮

影条件の不良により画像の読影が全く困難であったのは３枚と少なく、残りの画像では何らかの情報を得ることができた。

また、IPを一定期間使用せずに保管しておくことによる画像への肉眼的影響はみられなかった。１回に使用できる IPは

４枚であるが、同一部位を同一照射方向から重複して撮影している場合が多く見られ、照射方向を変えることによってよ

り多くの情報を得ることが可能と考えられた。画像にブレを生じていたのは１４枚であり、ほとんどの場合に撮影時間が長

く、これを短くすることによって容易に改善可能と考えられた。CRでは１回の撮影で軟部組織と硬部組織をそれぞれ強

調することが可能であり、アナログ現像に比べて少ない撮影枚数でより多くの情報を得ることができた。今回の検討によ

り、通常 X線撮影と現像処理が離れた場所で行われる産業動物臨床においては、CRは非常に有用であると考えられた。

産－８６
牛CT血管造影における saline chaser による造影剤減量効果について
○猪毛尾俊輔 李 奇子 山田一孝
帯畜大臨床獣医

【はじめに】牛の CT血管造影には大量の造影剤を使用するため多額の費用がかかるが、産業動物である牛では費用対効

果を高めるために、造影剤の量を減らす必要がある。前回われわれは牛の CT血管造影において、生理的食塩水を用いた

後押しフラッシュ（saline chaser）により造影効果が有意に上昇することを実証した。今回は、saline chaserを行わな

い場合と同等の造影効果を得られる造影剤量を検討した。

【材料および方法】造影剤はイオタラム酸ナトリウム（４００�I／�）を使用した。造影剤（６００�I／�）の注入に続き saline

chaserを行わない control群、造影剤を３０％減じ saline chaserを行う３０％減量群、造影剤を４０％減じ saline chaserを行

う４０％減量群の計３群でホルスタイン種（平均４５日齢）６頭をクロスオーバーで使用した。CT装置は４列マルチスライ

ス CTを用い、３秒毎７５秒間の同一断面連続撮像を実施した。造影剤の注入および saline chaserにはオートインジェク

ターを用いた。得られた画像の血管に関心領域を設定し、CT値から時間濃度曲線を作成した。また、群間の最大 CT値

および最大 CT値到達時間について有意差検定を行った。

【成績】時間濃度曲線の最大 CT値は、control群に対して４０％減量群で有意に減少し、３０％減量群に対しても４０％減量

群で有意に減少した。しかし、control群に対して３０％減量群では有意差を認めなかった。また、最大 CT値到達時間は、

control群に対して３０％減量群で有意に短くなり、４０％減量群で更に有意な短縮を認めた。

【考察】３０％減量群は control群と造影効果の差が認められなかったが、これは造影剤注入に続いて saline chaserを行い、

注入部付近の血管に残存した造影剤を押し流したため、造影効果に差がでなかったと考えられた。また、最大 CT値到達

時間は３０％減量群および４０％減量群で短縮したが、これは撮像タイミングを調節することで解決すると考えられた。以上、

牛において saline chaserを実施することで、従来の造影剤使用量より３０％減量を可能にし、コストの削減につながるこ

とが示唆された。

（４３１） ８５
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